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スタートアップガイド 


ヤマ八製品をお買い上げいただきまして、まことに 
ありがと5ございます。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年 
支障なくお使いいただくために、ご使用前にスター 
トアップガイドと取扱説明書、保証書をよくお読み 
ください。 

お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管 
し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 
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リモコンを準備する 


■ リモコンに乾電池を入れる 



1リモコンの電池カパーを取りはずす。 


2 付属の単3乾電池 （2 本）を極性（+、プラス/ 
-、マイナス）表示にしたがってリモコンの電池 
ケースに入れる。 


■ リモコンを使う 

リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本 
体の受光部に向けて正しく操作してください。詳し 
くは「取扱説明書」 28 ページをご覧ください。 


リモコン受光部 



3 電池カバーをリモコンに装着する。 


ご注意 


•以下の場合は、すべての乾電池を新しいものに交換し 
てください。 

-リモコンの操作範囲がせまくなった 
—⑫ TRANSMIT インジケーターが光らない、または 
光が弱くなった 

• 新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。新しい乾電池の寿命を縮めたり、古い乾電池か 
ら液が漏れたりすることがあります。 

•種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混 
せて使用しないでください。乾電池には、形状が同じ 
でも性能が異なるものありますのでご注意ください。 

• 乾電池が液漏れした場合は、液に触れないよう注意し 
て破棄してください。液が目や口に入ったり、皮膚に 
ついたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談 
してください。新しい乾電池を入れる前に電池ケース 
内をきれいにふいてください。 

• 使い切った乾電池は、自治体の条例または取り決めに 
したがって破棄してください。 

•乾電池を外したまましばらく （2 分以上）放置したり、 
消耗した乾電池をそのまま入れておいたりすると、リ 
モコンに設定したリモコンコードが消えてしまうこと 
があります。このような場合は、乾電池を新しいもの 
に交換して、リモコンコードを設定し直してください。 
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接続から再生までの手順 


DVD を最も簡単に再生する方法を説明します。 



ステップ1:_ 

スピーカーを設置 • 接続する 

隊5ページ 

V ノ 


接続に必要なものを確認する 


下記のものをご用意ください。 

□ スピーカー 

□ フロント スピーカー . x 2 

□ センタースピーカー . xl 

□ サラウンド スピーカー . x 4 


スピーカーは防磁型をお使いください。ま 
た、少なくとも2本（フロント用）以上のス 
ピーカーをご用意ください。フロント用以外 
のスピーカーは、以下の順番で優先的にご用 
意ください。 

1 . サラウンド スピーカー （2 本） 

2. センタースピーカー （1 本） 

3. サラウンドバックスピーカー （1 本また 
は2本） 


□ アンプ内蔵サブウーファー . xl 

ピン端子を装備したアンプ内蔵サブウー 
ファーをご用意ください。 

□ スピーカーケーブル . x 7 

□ サブウーファー用ピンケーブル . xl 

ピンケーブルをご用意ください。 


/• \ 

ステップ2: 

DVD プレーヤーや他の外部 
機器を接続する 

隊6ページ 



ステップ3: 
SCENE! キーを押す 


7 ページ 
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□ DVD プレーヤー . xl 

光デジタル出力端子およびコンポジットビデ 
才出力端子を装備した DVD プレーヤーをご 
用意ください。 

□ モニター . xl 

コンポジットビデオ端子を装備したテレビま 
たはプロジェクターをご用意ください。 

□ ビデオ用ピンケーブル . x 2 

ピンケーブルをご用意ください。 

□ 光ファイバーケーブル . xl 

□ 電源コード . xl 

^(fvl 

本機はサブウーファーを2台接続できます。この場合、 
サブウーファーを2台、サブウーファー用ピンケーブル 
を2本ご用意ください。 


再生 スター ト！ 
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接続から再生までの手順 


ステップ1: 

スピーカーを 設置•接続する 


左チヤンネル （L)、 右チヤンネル （R)、 「+」（ブラ 
ス、赤)、「_」（マイナス、黒）を確認して正しく接 
続してください。 

フロント/センタースピーカーの接続 


スピーカ_をお部屋に設置し、本機に接続します。 

SUBWOOFER PRE OUT 1端子 



1 スピーカーとサブウーファーをお部屋に設置する。 


2 スピーカーケーブルをスピーカーに接続する。 



左チャンネル （L)、 右チャンネル （R)、 「+」（ブラ 
ス、赤)、「一」（マイナス、黒）を確認して正しく接 
続してください。一般的にスピ _ 力 _ ケ _ ブルは、 
平行した2本の絶縁ケーブルです。ケーブルのうち 
の1本は極性を判別するために異なった色またはラ 
インが入っています。異なった色の（またはライン 
の入っている、などの）ケーブルを本機とスピー 
力一の「+」（プラス、赤）へ、もう片方のケーブル 
を「_」（マイナス、黒）へ接続してください。 



スピーカーへ 

サラウンド/サラウンドバックスピーカーの接続 



ご注意 

後方にスピーカーを2台設置する場合は、 
SURROUND L / R 端子に接続してくだ'さし'1。 


3 スピーカーケーブルを本機のスピーカー端子に 
接続する。 


①② ③ ④ 



① スピーカーを接続する前に、本機とサブ 
ウーファーの電源コードがコンセントに接 
続されていないことを確認する。 

② ショートしないように芯線をしっかりとよじる。 

③ スピーカーケーブルの芯線どうしが接触し 
ないようにする。 

④ スピーカーケーブルの芯線が本機の金属部 
に触れないようにする。 

V_ 


^サブウーファー用ピンケーブルを本機の 
SUBWOOFER PRE OUT 15耑子、およびサ 
ブウーファーの入力端子に接続する。 


サブウーファー 本機 



SUBWOOFER PRE OUT 2端子に2台目のサブウー 
ファーを接続できます。両方のサブウーファーからは、同 
じ音声が出力されます。 
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接続から再生までの手順 


ステップ2: 

DVD プレーヤーや他の外部機器 
を接続する 


VIDEO MONITOR OUT 端子 



1 DVD プレーヤーの光デジタル出力端子と本機 
の DVD DIGITAL INPUT OPTICAL 端子を 
光ファイバーケーブルで接続する。 


本機 



2 DVD プレーヤーのコンポジツトビデオ出力端 
子と本機の DVD VIDEO 端子をビデオ用ピン 
ケーブルで接続する。 


DVD プレーヤー 本機 



3モニターの 映像入力端子と本機の VIDEO 
MONITOR OUT 端子をビデオ 用 ピンケーブル 
で接続する。 


本機 



4 AC IN 端子に電源コードを接続する。 


5 本機や他の外部機器の電源プラグをコンセント 
に接続する。 


本機は他の外部機器に電源を供給できる AC 
OUTLETS 端子を装備しています。詳しくは「取扱 
説明書」26ページをご覧ください。 


■ その他の接続について 

• スピーカーシステムについてもつと知りたい 

^「取扱説明書」9ページ 
• ビデオ用ピンケーブル以外のケーブルでモニター 
を接続したい 歧 「取扱説明書」18ページ 

• ビデオ用ピンケーブルや光ファイバーケーブル 
以外のケーブルで DVD プレーヤーを接続したい 
歧 「取扱説明書」19ページ 

• DVD レコーダーやビデオデッキを接続したい 

^「取扱説明書」20ページ 

• 衛星放送/ケーブルテレビチューナーを接続したい 
疏 「取扱説明書」20ページ 

• CD プレーヤーや MD レコーダー、レコード 
プレーヤーを接続したい 

疏 「取扱説明書」21ページ 

• 外部パワーアンプを接続したい 

疏 「取扱説明書」22ページ 

• DVD プレーヤーをアナログマルチチヤンネル 

接続したい 歧 「取扱説明書」23ページ 

• ヤマ八製ドック/ Bluetooth アダプターを接続したい 
疏 「取扱説明書」23ページ 

• REMOTE OUT 端子を使いたい 

歧 「取扱説明書」24ページ 

• VIDEO AUX 端子を使いたい 

歧 「取扱説明書」24ページ 

• FM / AM アンテナを接続したい 

疏 「取扱説明書」25ページ 
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接続から再生までの手順 


ステップ3: 

SCENE 1 キーを 押す 


1 本機に接続したモニターの電源をオンにし、入 
力を本機の映像に切り替える。 


2 フロントパネルの® SCENE 1 キーを押す。 

本機の電源がオンになります。フロントパネル 
ディスプレイに 「DVD Movie Viewing」 と表 
示され、 DVD の視聴に適したプ□グラムが呼 
び出されます。 



3 © VOLUME コント□ールを回して、音量を調 
節する。 



ご注意 

入カソースや音場プログラムを変更すると SCENE 機能 
はキャンセルされ、フロントパネル® SCENE キー上部 
のランプが消灯します。 


■ SCENE 機首巨とは 

SCENE キーを押すだけで本機の電源がオンに切り 
替わり、 SCENE キーに記憶された SCENE テンプ 
レートに設定されている入カソースや再生モードを 
呼び出す機能です。 SCENE テンプレートは、入力 
ソースと再生モードの組み合わせた雛形のことです。 


SCENE コントロール信号の受信機能を持つヤマ八製 
□VD プレーヤーを本機の REMOTE OUT 端子に接続し 
てお使いの場合、 ©SCENE1 キーを押すと自動的に電源 
がオンになり、再生が始まります。詳しくは DVD プレー 
ヤーの取扱説明書をご覧ください。 


SCENE 
キーの 
初期設定 

SCENE テンプレート名と内容 

SCENE1 

DVD Movie Viewing 

-入カソース： DVD 
-再生モード： MOVIE Sci-Fi 

DVD プレーヤーで映画ソフトを見ると 
きに選びます。 

SCENE2 

Music Disc Listening 

—入カソース： DVD 
—再生モード： 2ch Stereo 

DVD プレーヤーで CD を2チヤンネル 
で聴くときに選びます。 

SCENE3 

TV Viewing 木 1 

-入カソース： DTV/CBL 
-再 i モード： Straight 
テレビを見るときに選びます。 

SCENE4 

Radio Listening * *2, *3, *4 

—入カソース： TUNER 
—再生モード： 7ch Enhancer 
FM/AM 放送を聴くときに選びます。 


ご注意 

*1 テレビを本機に接続してから操作してください。テレ 
ビの接続については「取扱説明書」18ぺージをご覧く 
ださい。 

*2 FM/AM アンテナを本機に接続してから操作してく 
ださい。 FM/AM アンテナの接続については「取扱 
説明書」25ページをご覧ください。 

*3 聴きたい放送局を受信してから操作してください。 
FM/AM 放送の受信については「取扱説明書」45 
ページをご覧ください。 

M FM/AM 放送をより良好に受信するには、 FM アン 
テナ先端の位置や AM アンテナの向きを調節してくだ 
さい 0 


お好みに合ったシーンが見つからない場合、本機に保存さ 
れている SCENE テンプレートの中からお好みにあった 
ものと入れ替えたり、新しくテンプレートを作成したりす 
ることができます。詳しくは「取扱説明書」29ページを 
ご覧ください。 
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接続から再生までの手順 


■ 使い終わったら 


®STANDBY/ON キーを押して、本機の電源を 
スタンバイにする 



本機の電源がスタンバイになります。リモコンから 
の赤外線信号を受信するため、少量の電力を消費し 
ます。電源をスタンバイからオンにするには、いず 
れかの® SCENE キー（または⑪ SCENE キー） 

を押すか、フロントパネルの © STANDBY/ON 
キー（またはリモコンの⑭ POWER キー）を押し 
てください。詳しくは「取扱説明書」26ページを 
ご覧ください。 

また 、 「STANDBY THROUGH 」 （「取扱説明書」 
78ページ）を roNj に設定している場合、待機 
時消費電力をより多く消費しますので、長期間本機 
を使用しない場合は電源プラグをコンセントから抜 
いておくことをおすすめします。 


こんなことをしたいときは 


■ SCENE テンプレートを編集したい 
• SCENE テンプレートを入れ替える 

歧 「取扱説明書」29ページ 
• 新しい SCENE テンプレートを作成する 

歧 「取扱説明書」32ページ 


■ さまざまな入カソースを楽しみたい 
• 基本的な操作 

歧 「取扱説明書」34ページ 
• FM / AM 放送を楽しむ 

^「取扱説明書」45ページ 
• 本機で iPod を再生する 

^「取扱説明書」49ページ 
• 本機で Bluetooth 機器を再生する 

疏 「取扱説明書」51ページ 


■ さまざまな音声効果を楽しみたい 
• 音場プ□グラムを楽しむ 

^「取扱説明書」40ページ 
• ピュアダイレクトモードで高品質音声を楽しむ 
^「取扱説明書」44ページ 
• 音場プ□グラムをカスタマイズする 

隨 「取扱説明書」54ページ 


■ 本機の パラメーターを 調節したい 
• リスニングルームにあわせてスピーカーのパラ 
メーターを自動的に調節する （AUTO SETUP ) 

眩 ■ 9ぺージ 

• さまざまな パラメーターを 手動で調節する 

^「取扱説明書」61ページ 
• リモコンを設定する 

^「取扱説明書」81ページ 
• アドバンストセットアップメニューを設定する 
^「取扱説明書」83ページ 


■ その他の機能を使いたい 
• 本機の電源を自動的にスタンバイにする 

^「取扱説明書」39ページ 
• HDMI コント□ール機能を使う 

^「取扱説明書」53ページ 
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最適な視聴空間を自動的に設定する （ YPAO ) 


本機に搭載の 「 YPAO」(Yamaha Parametric Room Acoustic Optimizer ) により、お使いになるス 
ピーカーの配置や性能、お部屋の音響特性を測定し、最適な視聴空間を自動的に設定できます。スピーカー 
からテストトーンを出力し、付属のオプティマイザーマイクで測定します。 


AUTO SETUP で設定する 


ご注意 


• 測定中は大きな音量でテストIンが出ます。小さなお 
子様などがリスニングルームに入らないようご配慮くだ 
さい 0 

• 最適な測定を行うため、測定中はお部屋の環境をできる 
だけ静かに保つようにしてくださしV物音などが聞こえ 
ると、正確な測定結果が得られない場合があります。 

'AUTO SETUP は、モニターに表示されるメニューと、 
フロントパネルディスプレイに表示されるメニューのど 
ちらでも操作できます。本書では、モニターに表示され 
るメニューを使って説明します。 

•操作する前に、操作機器選択スイッチ（⑯）が AMP に 
なっていることをご確認ください。 

• AUTO SETUP では、 FRONT A 端子に接続したスピー 
カーをフロントチヤンネルの測定用として使います。 


1 測定環境に問題がないことを確認する。 

AUTO SETUP の測定を始める前に、以下の 
項目を必ずご確認ください。 

□ すべてのスピーカー、およびサブウー 
ファ_が正しく接続されている 
□ ヘッドホンが取り外されている 
□ モニターが正しく接続されている 
□ 本機とモニターの電源がオンになつている 
□ モニターの映像入力が本機の映像に切り替 
わつている 

□ サブウーファーの電源がオンで、音量が約 
半分（または半分よりやや小さめ）に設定 
されている 

□ サブウーファーのクロスオーバー周波数が 
最大に設定されている 

CROSSOVER/ 

VOLUME HIGH CUT 



サブウーファー 


□ リスニングルームや周囲の環境ができるだ 
け静かに保たれている 


サブウーファーを2台接続している場合は、それぞ 
れの音量をやや小さめに設定してください。 


2 フロントパネルの OPTIMIZER MIC 端子に、 
付属のオプテイマイザーマイクを接続する。 

フロントパネルデイスプ Ly イに 、 「MIC ON 
View OSD menu と表示されます。 



モニターに以下の画面が表示されます。 


AUTO SETUP 


+ EXTRA SP ASSIGN 

FRONT B 

ZONE B 

PRESENCE 

>N0NE 

SETUP. 

… AUTO 

EQ. 

NATURAL 

START 

平 ]: IJp. 

① own 

C-ll/CN-]: Select 


3 オプティマイザーマイクを視聴位置（リスニン 
グポジション）に、ヘッド部を上に向けて耳と 
同じ高さに置く。 


オプティマイザーマイク 



耳と同じ高さに設置するために三脚などを使うことを 
おすすめします。その場合は、三脚に付属しているネ 
ジでオプティマイザーマイクを固定してください。 
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最適な視聴空間を自動的に設定する （ YPAO ) 


4 ⑧ キーを押して 、 「EXTRA SP 
ASS 旧 N 」 の設定を選び、⑧▽キーを押す。 

EXTRA SP 端子に接続したスピーカーの用途 

Sflil » I I— ! ! _T_ P". r___ ■ T I I 

pXAE C.i x i i KH .Z'r H:::i 二 i i 

EXTRA SP 端子に接続したスピーカーの用途 
を選びます。 

選択 I 頁目： FRONT 巳、 ZONE 巳、 
PRESENCE、NONE 

• フロント B スピーカーとして使う場合 
(「取扱説明書」35ページ） 

「 FRONT 巳」を選んでください。 

• 他の部屋に設置して使う場合 

「 ZONE 巳」を選んでください。 

• プレゼンススピーカーとして使う場合 
(「取扱説明書」11ページ） 

「 PRESENCE 」 を選んでください。 

• EXTRA SP 端子にスピーカーを接続してい 
ない場合 

「 NONE 」 を選んでください。 


ご注意 

旧 I - AMP 」 を 「 ON 」 に設定している場合、 
「 PRESENCE 」 は選べません（「取扱説明書」84 
ベージ） 


5⑧ </>キーを押して 「 SETUP 」 を選び、 

⑧ ▽ キーを押す。 

選択項目： AUTO 、 RELOAD 、 UNDO 、 
DEFAULT 

•「AUTO SETUP 」 を実施するには、 

「 AUTO 」 を選んでください。 

-前回実施した AUTO SETUP の設定値に戻 
すには、 「 RELOAD 」 を選んでください。 

-最新の AUTO SETUP の設定値を無効にし、 
MANUAL SETUP の設定値に戻すときは、 
「 UNDO 」 を選んでください。 

• 工場出荷状態に戻すには、 「 DEFAULT 」 を 
選んでください。 


こ'注意 


6 ⑧キーを押して、 「 EQJ の設定を選ぶ。 

パラメトリックイコライザーの種類 EQ 

パラメトリックイコライザーは、特定の周波数 
帯域のレベルを調節します。本機はリスニング 
ルームに不可欠な周波数帯域を自動的に選び、 
選んだ周波数帯域のレベルを調整することで一 
体感のある音場をお部屋に創り出します。以下 
の中から、パラメトリックイコライザーの補正 
方法を選んでください。 

選択 I 頁目： NATURAL FLAT、FRONT 
• すべてのスピーカーの音声をより自然な音質 
で楽しみたい場合は、 「 NATURAL 」 を選び 
ます。 「 FLAT 」 では高域がきつく聞こえる場 
合に設定してください。 

-各スピーカーの特性を均一にする場合は、 
「 FLAT 」 を選びます。すべてのスピーカーの 
品質が同じ場合に設定してください。 

-各スピーカーの特性をフロント左/右スピー 
力一にあわせる場合は、 「 FRONT 」 を選びま 
す。フロントスピーカーの品質が他のスピー 
力一よりも大幅に優れている場合に設定して 
ください。 


7 ⑧ ▽キーを押して 「 START 」 を選び、 
⑧ ENTER キーを押す。 

以下の画面がモニターに表示されます。 


NOTICE 

Loud test tones are 
output. 

Please keep =iuiei 
or leave the roon. 

Press CENTER] 


8 測定を妨げない位置に移動する。 

より正確な測定結果を得るため、測定を妨げな 
い位置（スピーカーの横や後ろなど）に移動し 
たうえ、物音などを立てないようにするか、リ 
スニングルームの外で待機することをおすすめ 
します。 

次の手順を操作すると 、 AUTO SETUP の測 
定が始まります。 


- 「 RELOAD 」、 および 「 UNDO 」 は、以前 「AUTO 
SETUP 」 を美施し、測定した結果を適用したこと 
がある場合にのみ選べます。 

•アドバンストセットアップメニュー 「 BI - AMP 」 
(84 ぺージ)、または 「BASIC MENU 」 の 
「EXTRA SP ASSIGN 」 （「取扱説明書」 65 ベー 
ジ） の設定を変更した場合、 「 RELOAD 」、 および 
「 UNDO 」 は選べません。 
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最適な視聴空間を自動的に設定する （YPAO) 


9 ⑧ ENTER キーを押す。 

以下の画面がモニターに表示され、約10秒後 
に AUTO SETUP の測定を開始します。 


AUTO SETUP 


Measureneni start 
in 9 seconds 

■■…11111111111111111111111111111111111111 

[RETURN]：Cancel 

測定中は大きな音量でテストトーンが出力され 
ます。測定が終わると、モニターに 
「 RESULT 」 （結果）画面が表示されます。 


ご注意 

• AUTO SETUP の測定中は、本機を操作しないで 
ください。 

• 測定中はお部屋の外で待機することをおすすめしま 
す。測定には約3分かかります。 

AUTO SETUP をキャンセルするには、⑧△キーを 
押してください。 


10 モニターに 「Measurement Complete 」 
(測定終了）と表示されていることを確認し、 
⑧ ENTER キーを押す。 

「 RESULT 」 画面が表示されます。 


AUTO SETUP 


heasureneni Conpleie 

Press CENTER] 


flUTO SETUP 

+ RESULT 


bP : 

3/4/0.1 

DISTs 

2.10/ 

し UL s 

-y.0 / +6.5dE ： 

>SET 

CANCEL 

Cil.••••[¥] 

: !Jp.-'Down 

CENTER] : Deiai1 


「 RESULT 」 画面に表示される項目は以下の通 
りです。 

スピーカーの 数 SP 

本機に接続されているスピーカーの数を、以下 
の順で表示します。 

フロント、センター、プレゼンスの合計/ 
サラウンド、サラウンドバックの合計/ 

サブウーファー 

スピーカーの 距離 DIST 

リスニングポジションからスピーカーまでの距 

離を以下の順で表示します。 

最も近い スピーカーまでの 距離/ 

最も遠い スピーカーまでの 距離 
スピーカーの 音量 IJ •儿. 

スピーカーの音量レベルを以下の順で表示します。 
最も低い音量レベル/最も局い音量レベル 

ご注意 

- SUBWOOFER PRE OUT 2端子に接続したサブ 
ウーファーからは 、 SUBWOOFER PRE OUT 1 m 
子に接続したサブウーファーと同じ音声が出力され 
ます。サブウーファーを2台接続していても、ス 
ピーカーの数は「0.1」と表示されます。 

•測定中に 「 E -10 :INTERNAL ERROR 」 と表示さ 
れた場合は、手順4から操作し直してください。 

• 手順5で 「 AUTO 」 以外を選んだ場合、テスト 
I -ーンは出力されません。 

•AUTO SETUP の実施中に 「 ERROR 」 と表示され 
た場合、測定はキャンセルされ、エラー内容が表示 
されます。詳しくは、「エラーメッセージが表示さ 
れる場合」 （13 ページ）をご覧ください。 

•測定中に問題が発生した場合は、 「 RESULT 」 の上 
に 「 WARNING 」 と、警告の数が表示されます 
(13 ぺージ)〇 

•視聴環境により、測定中に 「SWFR PHASE : REV 」 

と表示され 、 「SOUND MENU 」 の 「SUBWOOFER 
PHASE 」 （「取扱説明書」67ページ）が自動的に 
「 REVERSE 」 に設定されることがあります。 


11 ⑧ ENTER キーを押して、結果の詳細を確認する。 


AUTO SETUP 

今 RESULT 


SP : 

3/4/0.1 

DIST ： 

2 . 10/ 3.00n 

し U し 5 - 

9.0/ +6.5dB 

>SET 

CANCEL 

U]/[T]S 

Jp/Down 

[ENTER] : Deiai1 




RESULT 

WIRING 


FRONT L.OK 



8 B 

1 

r 




[•^ ]/[^]： Select. 
CENTER]sReturn 
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最適な視聴空間を自動的に設定する （ YPAO ) 


1 Z ⑧ </>キーを繰り返し押して、結果の表示内 
容を切り替える。 

項目を切り替えるには、⑧ △/ ▽キーを押して 
ください。 

r * スピーカー の結線 

f I I ■!• I—. T ! : . \ 

V .i. K 1 


リスニングポジションから 
スピーカーの 距離補正 

f 1-. T •■— - T - •••_• I. I I —• 、 

V. I.-*i し[•ノ 


スピーカーの 大きさ判定 

1二|』.匕ヒノ 


スピーカーの 周波数補正 

(I I：—•! T —I T ! ! 

UlJ.xUHL iiil 丄 i.i ヒリ 


W スピーカーの 音量調節 

(\ sri \ n \ ^ 

V i._ L" i._ J 


手動で視聴環境を設定したい場合や 、 AUTO SETUP 
での設定値を変更したい場合は 、 MANUAL SETUP 
を実施してください（「取扱説明書」61ページ)。 


こ'注意 


_「□旧 TANCE 」 の測定結果は、お使いのサブウー 
ファーの特性により、実際よりち長い距離が表示さ 
れる場合があります。 

•「 EQUALIZING 」 の測定結果は、最適な補正をした結 
果、同じ周波数に異なった設定値が表示されることが 
あります。 

• サブウーファーを2台接続している場合、 
「 DISTANCE 」、 および 「 LEVEL 」 は、2台の測定 
結果を合成した値が表示されます。 


14 「 SETJ 、 および 「 CANCEL 」 の左側に 「—J 
(矢印）が表示されていることを確認し、 

⑧キーを押して 「 SETJ 、 または 
「 CANCEL 」 を選ぶ。 


fliJTO SETUP 

RESULT 


SP s 

3/4/0.1 

DIST： 

L リ L : 

— >SET 

2.10/ 3.08m 
-9.0/ +6.5dE： 

CANCEL 

[A]/[T] 

: Ijp/Down 

CENTER]：Enter 


選択項目： SET 、 CANCEL 
- AUTO SETUP で測定、最適化した視聴環 
境を適用する場合は、 「 SET 」 を選んでくだ 
さい。 

- AUTO SETUP で測定、最適化した視聴環 
境を適用しない場合は、 「 CANCEL 」 を選ん 
でください。 


15 ⑧ ENTER キーを押して、選んだ項目を決定する。 

以下の画面がモニターに表示されます。オプ 
ティマイザーマイクを本機から取り外してくだ 
さし'！。 AUTO SETUP が終了し、画面表示が 
消えます。オプティマイザーマイクは熱に弱い 
ため、直射日光が当たる場所や AV 機器の上な 
ど、高温になる場所には置かないでください。 


fllJTO SETUP 

AUTO SETUP Complete 
Disconnect Microphone 

PRESS CENTER] 
[MENU]:Exit 


スピーカー や スピーカー の 位置、スピーカー の数を変更し 
た場合は、 AUT 〇 SETUP を再度実施してください。 


13 ⑧ ENTER キーを押して、結果表示の初期画面に戻る。 


AUTO SETUP 

RESULT 


SP : 

3/4/0.1 

DIST： 

2.10/ 3.00m 

し U し 5 

■y.0/ +b.5dB 

今 >SET 

CANCEL 

[jt]/[T]：Up/Down 

[ENTER]：Enter 
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最適な視聴空間を自動的に設定する （YPAO) 


■ エラーメッセージが表示される場合 


⑧ △/▽/</> キーを押して 「 RETRY 」 または 
「 EXIT 」 を選び、 ⑧ ENTER キーを押す。 

下記は 「 E -9 :USER CANCEL 」 の表示例です。 


ERROR 


+ E-9：USER CANCEL 
Don J i operate 
any function 


>RETRV EXIT 

C^]/[N-]: Select 
[ENTER]：Enter 


選択項目： RETRY 、 EXIT 

• AUTO SETUP をもう一度実施するには、 
「 RETRY 」 を選んでください。 

• AUTO SETUP を終了する場合は、 「 EXIT 」 を 
選んでください。 


ご、(^こ 

「 E -5: N 0 ISY 」 が表示された場合、 「 PROCEED 」 も表示 
されます。 「 PROCEED 」 を選ぶと、測定を続行します 
が、設定は最適なものではありません。 

■ 警告メッセージが表示される場合 

測定中に問題が発生した場合は、 「 WARNING 」 が 
結果表示画面に表示されます。警告内容を確認し、 
問題を解決してください。 


2 ⑧</> キーを繰り返し押して、警告画面を切 
り替える。 


W-1 ： 0UT OF PHASE 
Reverse Channel 

FL - 

CENTER 
PL PR 
SR 
SBR 

[•^]/[N-]5Seleci 
CENTER]：Return 


Ibl 


•警告メッセージについて詳しくは、「故障かな？と 
思ったら」の 「AUTO SETUP 」 編をご覧ください 
(「取扱説明書」92ページ)。 

• 「-」は、警告対象外のスピ _ 力 _ を表してい 

ます。 

• rW -3: LEVEL ERROR 」 画面に 「 SWFR : TOO 
LOUD 」、 または rSWFR : TOO LOW 」 が表示さ 
れる場合は、サブウーファーの音量を調節してくだ 
さい 0 


3 ⑧ ENTER キーを押して、結果表示初期画面に 
民る。 


1 「 WARNING 」 の左側に「―」（矢印）が表示 
されていることを確認し、 ⑧ ENTER キーを 
押して、警告内容の詳細を確認する。 

「 WARNING 」 の右側に表示されている数字は、 
警告内容の数を表します。 


AUTO SETUP 

+ WARNING 


REbULT 


bP s 

3/4/0.1 

DIST ： 

z. ly/ z.mvi 

LUL ； 

-y.0 / +6.5dEi 

>SET 

CANCEL 

[A1.--CT] 

Up/Down 

CENTER] : Deiai1 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ V ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 A V製品の機能や取り扱いに関するお問い合わせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にしてください。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

( 全国共通） 醒 0570 ■01-1 808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (053)460-3459 
〒430-8650静岡県浜松市中区中沢町1〇-1 

受付日：月〜土曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：10:00〜12:00、13:00〜18:0〇 


ヤマ八 A V製品の修理、 サービスパーツに 関するお問い合わせ 
■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 
( 全国共通） S5 0570 -01 -2808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付日：月〜土曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜日9:00〜19:00 土曜日9:0◦〜17:30 

修理お持ち込み窓口 

受付日：月〜金曜日（祝日および弊社の休業日を除く） 

受付時間： 9:00〜17:45 

北海道 〒〇 64-8543 札幌市中央区南1〇条西1丁目1 -50 
ヤマノ V センター内 

FAX (011)512-6109 

首都圏〒 1 43-0006 東京都大田区平和島2 丁目1 - 1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A -5 F 
FAX (03)5762-2125 

浜松 〒435-0016浜松市東区和田町200 
ヤマハ(株)和田工場内 
FAX (053)462-9244 

名古屋 〒454-0〇58名古屋市中川区玉川町2丁目 1-2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (052)652-0043 

大阪 亍564_0〇52吹田市広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06)6330-5535 

九州 〒81 2-8508 福岡市博多区博多駅前2丁目11 -4 

FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合があります。 


• 保証期間 

お買い上げ日から1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

• 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等が含まれています。 

部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合もあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合があります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせください。 
※品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いが出る場合があります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコントロール、スイッチ • リレー類、接続端子、ランプ、ベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


※このページは、安全にご使用いただくために A V製品全般について記載して 
おります。 




永年ご使用の製品の点検を！ 


愛情点検 

こんな症状はありませんか？ 

• 電源コード•プラグが異常に熱い。 

• コゲくさい臭いがする。 

• 電源コードに深いキズか変形がある。 

• 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。 
• 電源を入れても正常に作動しない。 

• その他の異常•故障がある。 

畢 



すぐに使用を中止してください。 



事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 







ヤマ八株式会社 

〒430-8650浜松市中区中沢町1 0- 1 
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取扱説明書 



ヤマ八製品をお買い上げいただぎまして、まことに 
ありがとうございます。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年 
支障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取 
扱説明書とスタートアップガイド、保証書をよくお 
読みください。 

お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管 
し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 



保証書別添付 














安全上のご注意 

ご'使用の前に' 必ずこの「安全上のご注意」をょくお読みくださし、 。 


ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を 
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。 



「ご注意ください」という注意喚起を示します。 

0®#®® 

「〜しないでください」という「禁止」を示します。 

o® 

「必ず実行してください」という強制を示します。 


■ 「警告」と「注意」について 


以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死亡する 
可能性または重傷を負ろ可 
能性が想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A う可能性または物的損害が 

/!\ 駐する可能性施目足される」 

内容です。 


△警告 


電源/電源コード 

❶ 

必ず実行 

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン 
セントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 

プラグを抜く 

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜く。 

• 異常なにおいや音がする。 • 煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 

•ステープルで止めない。參加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。參無理な力を加えない。 

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に 
なります。 


❶ 

必ず実行 

必ず AC 100 V (50/60HZ) の電源電圧で使用する。 

それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に 
なります。 

S) 

本機の AC アウトレツトに、指定された供給電力を超 
えた機器を接続しない。また、供給電力内であっても 
電熱器*ドライヤー•電子調理器等は接続しない。 

火災の原因になります。 

電池 

禁止 

電池を充電しない。 

電池の破裂や液もれにより、火災やけがの原因になりま 
す。 


0 電池からもれ出た液には直接触れない。 

液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談してください。 

禁止 
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分解禁止 


分解禁止 


分解 • 改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因になります。 

修理 • 調整は販売店にご依頼ください。 


設置 


水ぬれ禁止 




本機を下記の場所には設置しない。 

• 浴室 • 台所 • 海岸 • 水辺 
• 加湿器を過度にきかせた部屋 
•雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 

放熱のため本機を設置する際には： 

• 布やテーブルクロスをかけない。 

• じゅうたん • カーぺットの上には設置しない。 

• 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(本機の周囲に左右 20 cm 、 上 30 cm 、 背面 20 cm 以上 
のスペースを確保する。） 

本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。 


使用上の注意 


放熱用の通風孔、パネルのすき間から金属や紙片な 
ど異物を入れない。 

火災や感電の原因になります。 

〇 

必ず実行 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず 
販売店に点検や修理を依頼する。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 

⑧ 

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。 

感電の原因になります。 

接触禁止 



本機の上には、花瓶 • 植木鉢•コップ*化粧品 • 

薬品 • □ウソクなどを置かない。 

水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。 
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 

手入れ 

❶ 

必ず実行 

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがシヨー 
卜して火災や感電の原因になります。 

蒙] 


❶ 

必ず実行 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。 

禁止 

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

鼋池 

❶ 

必ず実行 

電池は極性表示(プラス+とマイナスー）に従って、 
正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな 
ります。 


電源/電源コード 


❶ 

必ず実行 


必ず付属の専用電源コードを使用する。 

専用電源コード以外の使用は、火災や感電の原因になり 
ます。 


プラグを抜く 


長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜く。 

火災や感電の原因になります。 


ぬれ手禁止 


ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因になります。 




電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら 
ない0 

コードが傷つき、火災や感電の原因になります。 




指定以外の電池は使用しない。また、種類の異なる 
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。 

破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。 


(AV-1) 
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電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの 
原因になります。 

S) 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。 

❶ 

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外す。 

破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。 

必ず実行 


❶ 

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに 
従って廃棄する。 

必ず実行 


設置 

❶ 

必ず2人以上で開梱や持ち運びをする。 

重いので、けがの原因になります。 

必ず実行 


S) 

不安定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機が落下や転倒して、けがの原因になります。 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、 
火災の原因になります。 


ほこりや湿気の多い場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりシヨートして、火災や感電の原因に 
なります。 

❶ 

必ず実行 

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれがあります。 


他の電気製品を本機の上に置かない。 

本機の上部は高温になります。他の電気製品に障害をあ 
たえるおそれがあります。 


〇 屋外アンテナエ事は販売店に依頼する。 

工事には、技術と経験が必要です。 

必ず実行 


移動 

プラグを抜く 

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての 
接続を外す。 

接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。 
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。 

使用上の注意 

❶ 

必ず実行 

再生を始める前には、アンプの音量(ボリューム)を 
最小にする。 

突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。 

§) 

音が歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーが発熱し、火災の原因になります。 


大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因になります。 


環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生 
することがあります。 

正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 

〇 

業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを傷める原因になります。 

1手入れ 

❶ 

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。 

感電の原因になります。 

必ず実行 



薬物厳禁 

ベンジン • シンナー • 合成洗剤等で外装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。 

A 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼する。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原 
因になります。 

注意 
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高音質八イパワー 7 チャンネルアンプ 

♦ 定格出力 （6 Q 、 20 Hz 〜20 kHz 、 歪率0.09%) 
フロント： 95 W + 95 W 
センター： 95 W 
サラウンド： 95 W + 95 W 
サラウンドバック： 95 W + 95 W 

SCENE 機能 

♦ さまざまな状況に対応する17種類の SCENE テンプ 
レ _ 卜 

♦ 4種類の SCENE テンプレート新規作成機能 
♦ リモート接続したヤマ八製 DVD プレーヤー/ 

CD プレーヤーのコント□—ル機能 

音場プログラム 

♦ ドルビープ□ロジック/ドルビープ□ロジック II / 
ドルビープ□ロジック Nx デコーダー 
♦ コンプレストミュージック•エン八ンサー 
♦ バーチャルシネマ DSP 
♦ サイレントシネマ 

多彩なデコーダー 

♦ Dolby TrueHDx Dolby Digital Plus 

♦ DTS-HD マスターオーディオ、 

DTS - HD 八イレゾリューシヨンオーディオ 

♦ Dolby Digital / Dolby Digital EX 

♦ DTS / DTS-ES Matrix 6.1 、 Discrete 6.1、 

DTS 96/24 

♦ Dolby Pro Logic / Dolby Pro Logic II / 

Dolby Pro Logic llx 

♦ AAC 

高機能 FM / AM チューナー 

♦ 40 局まで登録可能なプリセット選局 
♦ オートプリセット選局 

♦ プリセットされた放送局の編集機能 

DOCK 端子 

♦ ヤマ八製 iPod 用ドック（別売 YDS - 10など）や 
Bluetooth アダプター（別売 YBA -10 など）を接続 
できる、 DOCK 端子を装備 


HDMI ™ ( High-Definition Multimedia Interface ) 

♦ フル八イビジョン映像をマルチチャンネルデジタル音 
声と一緒に楽しめる HDMI ( vl .3 a . Deep Color 、 
x . v . Color ™ 対応）インター フエー ス （1080 p 映像信 
号の伝送にも対応） 

—映像と音声のずれ補正機能（リップシンク） 

—ディープカラー映像信号 （30/36 bit ) 対応 
— x . v . Color ™ 映像信号対応 
—八イビジョン映像対応 
—髙品質デジタル音声フォーマット対応 

♦ HDCP ( High-bandwidth Digital Content 
Protection System ) 準拠 

♦ アナログ映像入力信号を HDMI デジタル映像信号へ変 
換してモニター出力できるビデオコンノ（ージョン機能 
(コンポジットビデオ〇 S ビデオ〇コンポーネントビ 
デオ- HDMI ) 

♦ 本機と HDMI 接続したテレビのリモコンで本機を操作 
できる、 HDMI コント□—ル機能に対応 

その他 

♦ 視聴空間自動最適化システム 「 YPA 0 」(Yamaha 
Parametric Room Acoustic Optimizer ; 

♦192 kHz 、24 bit の D/A コンバーター 
♦ 視聴環境に合わせて、各種設定をモニターを見ながら 
変更できるメニュー画面表示機能 
♦ アナログマルチチャンネル入力端子 

♦ S ビデオ入出力端子 

♦ コンポーネントビデオ入出力端子 

♦ D 5 ビデオ入出力端子 

♦ デジタルビデオコンバージョン機能（コンポジットビ 
デオ〇 S ビデオ ㊁ コンポーネントビデオ） 

♦ 光デジタル （ OPTICAL ) /同軸デジタル 
( COAXIAL ) 音声入出力端子 
♦ すべてのソースを高音質で再生できるピュアダイレク 
トモード 

♦ 音量とダイナミックレンジの連動機能 
(ADAPTIVE DRC ) 

♦ 音量と DSP 効果レベルの連動機能 
(ADAPTIVE DSP LEVEL ) 

♦ iPod 操作機能 

♦ コード設定機能付リモコン 
♦ バイアンプ接続 
♦ スリープタイマー 


付属品を確認する 

同栖されている付属品を確認してくだ'さい。 

□ FM 簡易アンテナ 
□ 電源コード 
□ スター トアップガイド 
□ 操作パネル図 


□ リモコン 

□単3乾電池 （2 本） 

□ オプティマイザーマイク 
□ AM ループアンテナ 
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本書の記載について 


本書について 

•分- は知っておくと便利な補足情報を記載しています。 

• フロン トパネル キーとリモコンキーの どちらで も 操 
作できる場合があります。 フロン トパネル キーとリ 
モコンキーの 名称が違う場合は、 （） 内に リモコ 
ン キーの 名称を記載しています。 

• 本書は製品の生産に先がけて印刷されています。製 
品改良などの理由で、実際の製品と仕様が一部異な 
る場合があります。また、仕様は予告なく変更され 
ることがあります。ご了承ください。 

•「® SPEAKERS 」 や「④ DVD 」 （例）は、フロン 
トノ（ネルまたはリモコンキーなどの名称を表してい 
ます。それぞれのキーの場所については、別紙「操 
作パネル図」、または106〜107ページをご覧く 
ださい。 


nniDOLBYl 

tru^TT? 


nniDOLBYl 

DIGITAL* PLUS 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されて 
います。「ドルビー 」、 「PRO LOGIC」、「Surround EX 」 
およびダブル D 記号□□は、ドルビーラボラトリーズの 
商標です。 


Sdts-HD 

Master Audio 

米国特許5,451,942、5,956,674、5,974,380、 
5,978,762、6,226,616、6,487,535およびその他の 
国における特許（出願中含む）に基づき製造されています。 
DTS は DTS 社の登録商標です。また 、 DTS ロゴ、言己 
号、および DTS - HD 、 DTS-HD Master Audio は DTS 
社の商標です。 

著作権1 996-2007 年 DTS 社。不許複製。 


AAC 

AAC □ゴマーク您はドルビーラボラトリーズの商標です。 
以下はパテントナンバーです。 


08/937,950 

5848391 

5,291,557 

5,451,954 

5 400 433 

5.222,189 

5,357,594 

5 752 225 

5.394,473 

5,583,962 

5,274,740 


5.633.981 

5 297 236 

4,914,701 

5,235,671 

07/640,550 

5,579.430 

08/678,666 

98/03037 

97/02875 

97/02874 

98/03036 


5,227,788 

5,285,498 

5,481，614 

5,592,584 

5,781,888 

08/039,478 

08/211,547 

5.703 .999 

08/557,046 

08/894,844 

5,299,238 


5.299.239 

5.299.240 
5,197,087 
5,490,170 
5,264,846 
5,268,685 
5,375,189 
5,581,654 
05-1 83,988 
5,548,574 
08/506,729 


iPod 

iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple 
Inc . の商標または登録商標です。 


Bluetooth ® 

Bluetooth Bluetooth SIG の登録商標でありヤマ八 
はライセンスに基づき使用しています。 



HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の商 
標または登録商標です。 


x . v.Color 

「 x . v . Colo 「」 は、 ソニー 株式会社の商標です。 


SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ TM SILENT CINEMA ™」 はヤマ八 
株式会社の登録商標です。 
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接続する 


リアパネル（背面) 




名称 

参照 

ページ 

① 

AUDIO 端子 

15 


DIGITAL INPUT / OUTPUT 5耑子 

15 

② 

MULTI CH INPUT 5 耑子 

23 

③ 

PRE OUT 5 龍子 

22 

④ 

DOCK 端子 

23 

⑤ 

映像用端子 （ VIDEO 端子 、 S VIDEO 端子） 

15 


COMPONENT VIDEO 5龍子 

15 


D 5 V 旧 EO 端子 

15 

⑧ 

ANTENNA 端子 

25 

⑦ 

REMOTE OUT 5耑子 

24 

⑧ 

SPEAKERS 5耑子 

12 

⑧ 

HDMI 端子 

16 

⑩ 

AC OUTLETS 

26 

⑪ 

AC IN 

26 
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接続する 


スピーカーを設置する 


下図はおすすめのスピーカー配置を表しています。このように設置すれば 、 CINEMA DSP やマルチチャ 
ンネルソースを効果的に楽しめます。 

■ 7.1 チャンネル構成の場合 

7.1 チヤンネルシステムでは、次世代才ーデイオフォーマット （Dolby TrueHD 、 DTS-HD Master 
Audio など）や、音場プ□グラムの効果を最大に発揮できます。接続について詳しくは、12ページをご 
覧ください。 

ご'こ 

CINEMA DSP 音場プ□グラムの効果をさらに楽しむには、プレゼンススピーカーも使用することをおすすめします。 
詳しくは、11ページをご覧ください。 



スピーカー 表示 
FL/FR :フロント左/右 
C :センター 

SL/SR ：サラウンド左/右 



SBL/SBR :サラウンドバック左/右 
SW :サブウーファー 


フロント左/右スピーカー 

フロントチャンネルの音声（ステレオ音声）と効果音を出力します。リスニングルーム前方に、左右のス 
ピーカーをリスニングポジションから等距離に設置します。スクリーンをお使いの場合は、スクリーンの下 
辺から4分の1位の高さが適当です。 

センタースピーカー 

会話やボーカルなど、画面中央に定位する音を出力し ます。 フロント左/右スピーカーの中間に設置し ます。 
テレビをお使いの場合は、画面とスピーカーの前面を揃え、テレビの上や下など、できるだけ画面に近いと 
ころの中央に設置し ます。 スクリーンをお使いの場合は、スクリーン真下の中央に設置し ます。 

サラウンド左/右 スピーカー 

サラウンド音と効果音を出力します。リスニングルーム左右後方に、リスニングポジションに向けて設置します。 

サラウンドパック左/右スピーカー 

後方の効果音を出力します。リスニングルーム後方に、リスニングポジションに向けて設置します。左右のス 
ピーカーは 30 cm 以上間隔を開けて設置してください。フロント左/右スピーカーと同じ間隔が理想的です。 

サブ ウーファ- 

ドルビー デジタル、 DTS 、 AAC 信号に含まれる LFE (低域効果音）や、低音を出力します。ヤマ八.アクティ 
ブサ_ボ ■ サブウーファーシステムなどの、アンプ内蔵サブウーファーをお使いください。リスニングルーム前 
方のフロント左/右スピーカーの外側に、壁の反射を防ぐために少し内向きにして設置します。 

ご、 

本機には2台のサブウーファーを接続できます。これにより、より豊かな低音再生が楽しめます。同じ機種をリスニン 
グポジションから等距離に設置し、出力極性を変更できる場合は同じ設定にしてくださし )。 SUBWOOFER PRE OUT 
2端子に接続したサブウーファーからは 、 SUBWOOFER PRE OUT 1端子に接続したサブウーファーと同じ音声が出 
力されます。 
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接続する 


■ 6.1 チャンネル構成の場合 

接続につし)て詳しくは、13ぺージをご覧ください。 


CINEMA DSP 音場プログラムの効果をさらに楽しむには、 
プレゼンススピーカ ー ち使用することをおすすめします。 
詳しくは、11ページをご覧ください。 


■ 5.1 チヤンネル構成の場合 

接続につし)て詳しくは、13ぺージをご覧ください。 

CINEMA DSP 音場プ□グラムの効果をさらに楽しむには、 
プレゼンススピーカーも使用することをおすすめします。 
詳しくは、11ページをご覧ください。 




スピーカー表示 
FL/FR :フロント左/右 
C :センター 

SL/SR ：サラウンド左/右 
S 巳：サラウンドバック 
SW :サブウーファー 



スピーカー表示 
FL/FR :フロント左/右 
C :センター 

SL/SR ：サラウンド左/右 
SW :サブウーファー 


フロント左/右スピーカー 
センタースピーカー 
サラウンド左/右スピーカー 
サブウーファー 

各スピーカーの機能や設置方法は 7.1 チャンネル 
のときと同じです （9 ページ)。 

サラウンドパックスピーカー 

リスニングポジション後方に、1本のサラウンド 
バック スピーカー を設置します。 SURROUND 
BACK SINGLE スピーカー 端子に スピーカー を接 
続してください。サラウンドバック左/右チャンネ 
ル信号はミックスされ、1本のサラウンドバックス 
ピーカー から出力されます。 「 SUR.B L/R SP 」 を 
rSMLxlJ または 「 LRGxl 」 に設定してください 
(66 ぺー ジ)。 


フロント左/右スピーカー 
センタースピーカー 
サブウーファー 

各スピーカーの機能や設置方法は 7.1 チャンネル 
のときと同じです （9 ページ)。 

サラウンド左/右スピーカー 

リスニングポジション後方に設置します。 
SURROUND スピーカー端子に接続してください。 
より自然な音のつながりを得るために、サラウンド 
左/右スピーカーを 7.1 チャンネル構成時の位置 
よりもやや後方に設置してください。サラウンド 
バックチャンネル信号はサラウンド左/右チャンネ 
ルに振り分けられて出力されます。 「 SUR.B L/R 
SP 」 を 「 NONE 」 に設定してください （66 ぺ一 
ジ)。 


その他のスピーカー構成 

7.1 / 6.1 / 5.1 チャンネル以外のスピーカー構成でも、マルチチャンネルソースを音場プ□グラムと 
一緒に楽しめます。 

「AUTO SETUP 」 （「スタートアップガイド」9ぺージ)、または 「MANUAL SETUP 」 の 
「SPEAKER SET 」（65 ベージ）で、スピーカー構成を設定してください。 
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接続する 


■ プレゼンス スピーカーについて 

プレゼンススピーカーを使えば、音場プログラム （40 ページ）を選んでいるときに前方の効果音を出力す 
ることによつて、より豊かなプレゼンス音場を実現できます。また、プレゼンススピーカーを使うことによ 
り、セリフなどの中央に定位する音声の上下位置を調節できます （55 ページ)。 

スピーカーを EXTRA SP 端子 （12 ぺージ）に接続し 、 「EXTRA SP ASSIGN 」 を 「 PRESENCE 」（65 
ページ、「スタートアップガイド」10ページ）に設定してください。 


0.5 ~ 1 m 0.5 ~ 1 m 



スピーカー 表示 

FL :フロント左 
FR :フロント右 
C :センター 
PL :プレゼンス左 
PR :プレゼンス右 



I 


プレゼンススピーカーを使っている場合、サラウンドバックスピーカーから音声は出力されません。 





























接続する 


スピーカーを接続する 


左チャンネル （ L )、 右チャンネル （ R )、 「+」（プラス、赤)、「一」（マイナス、黒）を確認して正しく接続 
してください。間違えて接続すると、音声が正しく再生されないことがあります。 


趣出 
言口 

• スピーカーを接続する前に、本機の電源プラグがコンセントに接続されていないことをご確認ください。 
• スピーカ_ケ_ブルの芯線どうしが接触したり、本機の金属部に触れたりしないようにしてください。 
本機やスピーカーが故障する原因となります。また、スピーカ_ケ_ブルがショートしていると、本機 
の電源をオンにしたときにフロントパネルディスプレイに 「CHECK SP W 旧 ES 」 と表示されます。 

• スピーカーは 防磁型をお使いください。防磁型 スピーカーを お使いでも モニターの 画面が乱れる場合 
は、 モニター と スピーカーを 離して設置してください。 

• スピーカーは、インピーダンスが6 Q 以上のものをお使いください。フロント左/右スピーカーを 
A 、 B 両方の端子に接続してお使いになる場合は、1台につき12 C 1 以上のものをお使いください。 


ご注意 


一般的にスピーカーケーブルは、平行した2本の絶縁ケーブルです。ケーブルのうちの1本は極性を判別するために異 
なった色またはラインが入っています。異なった色の（またはラインの入っている、などの）ケープルを本機とスピー 
力一の「+」（プラス、赤）へ、もう片方のケープルを「一」（マイナス、黒）へ接続してください。 

■ 7.1 チャンネル時のスピーカー接続 
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接続する 


6.1 チャンネル時のスピーカー接続 

センタースピーカー 

エクストラスピーカー 
(65 ページ） 



右 左 

フロントスピーカー 


右 左 サラウンドバックスピーカー 

サラウンドスピーカー 


5.1 チャンネル時のスピーカー接続 


エクストラス ピーカー 
(65 ページ） 


センタースピーカー 

0^5) 


サブウーファ- 
2台目 


》❹❹ 

(PLAY1 CM (RECI 


^ @ © @ ( ( | @ 
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IN OUT H OUT 


r - X /■ - PRE OUT 
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サラウンドスピーカー 
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接続する 


■ スピーカー ケーブルを接続する 


1スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を 
10 mm ぐらいはがし、ショートしないように 
芯線をしっかりとよじる。 



2 スピーカー端子を左に回してゆるめる。 



3 スピーカー 端子のわきのすき間に、 スピーカー 
ケーブルの芯線を差し込む。 



4 スピーカー端子を右に回して、締め付ける。 



■ パイアンプ接続する 


趣出 
言口 

バイアンプ接続をする場合は、本機とスピー 
力一を接続する前に必ずスピーカーのウ_ 

ファー端子とツィータ_端子をつないでいる金 
具またはケーブルを取り外してください。詳し 
くは、スピーカーに付属している取扱説明書を 
ご覧ください。 


本機はフロント用のスピーカーをバイアンプで接続 
できます。お使いのスピーカーがパイアンプ接続に 
対応しているかご確認ください。 

バイアンプで接続するには、 FRONT 端子および 
SURROUND 巳 ACK / 巳 l - AMPi ^ 子を下図のよろ 
に接続してください。バイアンプ接続を有効にする 
には、アドバンストセットアップ 「 BI - AMP 」 を 
rONJ に設定してください （84 ベージ)。 

フロントスピーカー 


右 左 



ご注意 

バイアンプ接続をしない場合は、スピーカーのウーファー 
端子とツィ_夕_端子をつなぐ金具またはケーブルがス 
ピーカーに正しく取り付けられていることをご確認くださ 
い。詳しくは、スピーカーに付属している取扱説明書をご 
覧ください。 


■ バナナプラグケーブルを使って接続する 


スピーカー端子を右に回して締め付けてから、バナ 
ナブラグをスピーカー端子先端に差し込む。 



赤：+ (プラス） 
黒：一（マイナス） 
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接続する 


端子とケーブル 


音声端子と音声ケーブル 



■ 音声端子 

本機は3種類の音声端子を装備しています。お使い 
の機器に装備されている音声端子に合わせて、使用 
する端子を決定してください。 

AUDIO 端子 

標準的なアナ□グ左右音声信号をステレオピンケー 
ブルを使って伝送します。 

DIGITAL COAXIAL 5 耑子 

同軸デジタル音声信号をデジタル音声ピンケーブル 
を使って伝送します。 

DIGITAL OPTICAL 5 耑子 

光デジタル音声信号を光ファイバーケーブルを使っ 
て伝送します。 

ご注意 

デジタル音声端子は、 PCM 信号、およびドルビーデジタ 
ル、 DTS 、 AAC のビットストリーム信号を入力できま 
す。1つの機器を COAXIAL 端子と OPTICAL 端子の両 
方を使って接続した場合は、 COAXIAL 端子に入力された 
信号を優先的に再生します。本機の OPTICAL 入力端子 
は、サンプリング周波数 96 kHz までのデジタル信号に対 
応しています。 


すべての音声/映像端子を接続する必要はあり 
ません。お使いの機器に装備されている端子に 
合わせて、音声で1つ、映像で1つを選んで接 
続してください。 


映像端子と映像ケーブル 



■ 映像端子 

本機は4種類の映像端子を装備しています。お使い 
の機器に装備されている映像端子に合わせて、使用 
する端子を決定してください。 

VIDEO 端子 

標準的なコンポジットビデオ信号をビデオ用ピン 
ケーブルを使って伝送します。 

S VIDEO 端子 

輝度信号 （ Y ) と色信号 （ C ) に分離した S ビデオ 
信号を S ビデオケーブルを使って伝送します。 

COMPONENT VIDEO 端子 

輝度信号 （ Y ) と青色差信号 （ Pb )、 赤色差信号 
( Pr ) に分離したコンポーネントビデオ信号をコン 
ポーネントビデオケーブルを使って伝送します。 

D5 VIDEO 端子 

輝度信号 （ Y ) と青色差信号 （ Pb )、 赤色差信号 
( Pr ) に分離したコンポーネントビデオ信号と、コ 
ント□—ル信号（走査線、アスぺクト比などの情 
報）を D 端子ケーブルを使って伝送します。 


本機はビデオコンパ'—ジョン機能を搭載しています。詳し 
くは、17、76ページをご覧ください。 
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接続する 


HDMI について 


■ HDMI 信号について 


音声信号について 


音声フォーマツト 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネル 
リニア PCM 

2ch、32-192kHz、 
16/20/ 24 bit 

CD 、 

DVD - Video 、 

DVD-Audio 

マルチチヤンネル 
リニア PCM 

8ch、32-192 kHz、 
16/20/ 24 bit 

DVD-Audio、 
ブルーレイディスク、 
HD DVD 

DSD 

2/5.1 ch' 

2.8224 MHz,1 bit 

SA-CD 

ビツトストリーム 

ドルビーデジタル、 
DTS、AAC 

DVD-Video 

ビツトスト 1 」ーム 
(HD オーディオ） 

ド ルビー TrueHD 、 
ドルビーデジタルプラス、 
DTS-HD マスター 
オーディオ、 DTS- 
HD 八イレゾ リユー 
シヨンオーディオ、 

DTS Express 

ブルーレイディスク、 
HD DVD 


再生機器が音声解説のビットストリーム信号をデコードで 
きる場合、以下の方法で音声接続すれば、音声解説を楽し 
めます。 

—アナログマルチチャンネル接続 （23 ページ） 

ーデジタル接続 

再生機器で音声解説をデコードし、本機へ接続する方法に 
ついて詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 


ご注意 

•お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープロテク 
卜がかかった DVD オーディオを再生する場合、映像信 
号および音声信号が出力されないことがあります。 

• 本機は HDCP 非対応の HDMI または DVI 端子を装備 
したテレビやプロジェクターには対応していません。 
HDCP 対応の有無については、お使いの HDMI 機器ま 
たは DVI 機器の取扱説明書をご覧ください。 

•ビットストリーム音声信号をデコードするには、再生機 
器がビットストリーム信号をそのまま出力するように、 
再生機器で設定を変更してください。詳しくは、再生機 
器の取扱説明書をご覧ください。 

• ブルーレイディスクや HD DVD の音声解説（例：イン 
夕ーネットからダウン□—ドした音声コンテンツなど） 
には対応していません。 


映像信号について 

以下の解像度に対応しています。 

0央像信号フォーマツト 

一480 i / 60 Hz 
- 480 p / 60 Hz 
-720 p /60 Hz 、50 Hz 
-1 0801 / 60 Hz 、50 Hz 
- 1 080 p / 60 Hz , 50 Hz 、24 Hz 


HDMI 入力端子の割り当てについて 


HDMI 入力端子 

機器 

INI 

DVD 

IN 2 

DVR 


■ HDMI 端子と HDMI ケーブルについて 


HDMI 

♦ 

g 


HDMI ケーブル 


• 接続には 19 ピンの HDMI ケーブルで 、 HDMI ロゴの 
ついているものをお使いください。また、長さ5.0 m 以 
下のちのを使うことをおすすめします。 

• 本機を DVI 端子のある機器に接続する場合は 、 HDMI 
端子公 DVI - D 端子の変換ケーブルが必要です0 


ご注意 


• HDMI で接続した機器を再生中に、本機の HDMI OUT 
端子に接続している HDMI / DVI 機器の電源をオン/ 
オフしたり、 HDMI ケーブルを抜き差ししたりしないで 
ください。音声が途切れたり、ノイズが発生したりする 
ことがあります。 

•お使いのテレビやプロジェクターによっては、本機と 
DVI 接続した場合、それらの電源がオフ、またはスタン 
バイのときや、 DVI 入力を選択していないときに、 

HDMI 接続した再生機器からの音声が再生されないこと 
があります。 

•ビデオ端子、 S ビデオ端子、コンポーネントビデオ端 
子、 D 5 ビデオ端子から入力したアナログ映像信号をデ 
ジタル処理で上位変換することにより 、 HDMI OUT 端 
子から出力できます 。 「VIDEO C 0 NV 」 を rONJ に設 
定してください （76 ページ)。 
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接続する 


音声信号と映像信号の流れ 


■ 音声信号の流れ 



ご注意 

•「 S . AUDIO 」（78 ページ）を 「 OTHER 」 に設定する 
と、 HDMMN 端子に入力した2チヤンネル PCM 、 マ 
ルチチヤンネル PCM 、 ドルビーデジタル、 DTS 信号は 
HDMI OUT 端子から出力されます。 

_ HDMI IN 端子に入力した音声信号は 、 AUDIO OUT 端子、 
および DIGITAL OUTPUT 端子から出力されません。 


■ 映像信号の流れ 



ご注意 

• 同時に複数の種類の映像入力端子を接続している場合、 
以下の優先順位で信号が出力されます。 

1 HDMI 端子 

2コンポーネント / D 5 ビデオ端子 
3 S ビデオ端子 
4ビデオ端子 

• HDMI IN 端子に入力したデジタル映像信号は、アナロ 
グ映像出力端子から出力されません。 

• 4801コンポーネントビデオ信号は S ビデオ、またはコ 
ンポジットビデオ信号に変換され 、 S VIDEO 

M 〇 NITOR OUT 端子、および VIDEO MONITOR 
〇 UT 端子から出力されます。 

• 480 p / 720〇/108 0 i コンポーネントビデオ信号 
は HDMI OUT 端子、および COMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT 端子、 D 5 VIDEO MONITOR OUT 
端子からのみ出力されます。 

• 1 080 p コンポーネントビデオイ言号は COMPONENT 
VIDEO MONITOR OUT 端子、および D 5 VIDEO 
MONITOR 〇 UT 端子からのみ出力されます。 

• 本機のメニュー画面表示用信号は VCR OUT 端子、お 
よび DVR OUT 端子から出力されないので、映像と一 
緒に録画されることはありません。 



I 
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接続する 


テレビやプロジェクターを接続する 


テレビ（またはプロジェクター）を本機の HDMI 
〇 UT 端子、または COMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT 端子、 D 5 VIDEO MONITOR 
OUT 端子、 S VIDEO MONITOR OUT 端子、 
VIDEO MONITOR OUT 端子に接続します。 

/" N 

C 本機および外部機器がコンセント 

に接続されていないことをご確認 
ください。 

V_/ 


• HDMI 音声信号を、本機で再生するか、本機の HDMI 
OUT 端子に接続した HDMI 機器で再生するかを選べま 
す 。 「OPTION MENU 」 の 「 S . AUDIO 」 で 、 HDMI 音 
声信号を再生する機器を選んでください （78 ページ)。 

• テレビ番組を楽しむ場合は、テレビのデジタル/アナロ 
グ音声出力端子を本機のデジタル/アナログ音声入力端 
子に接続してください。接続について詳しくは、「衛星 
放送チューナー、ケーブルテレビチューナーを接続す 
る」 （20 ページ）をご覧ください。 


テレビと再生機器を本機と HDMI 接続している場合は、 
テレビの光デジタル出力端子を本機の DIGITALINPUT 
OPTICAL 端子に接続してください。 


ご注意 

•本機とモニターを DVI 接続し、モニターの電源がスタ 
ンバイのときは、モニターの種類によっては HDMI 音 
声/映像入力信号を認識できない場合があります。この 
ような場合は 、 HDMI インジケーターが点滅します。 

•本機とモニターを DVI 接続している場合、映像が正し 
く出力されなかったり、まったく出力されなかったりす 
ることがあります。 

•リップシンク（音声と映像の出カタイミング補正）の自 
動補正機能と互換性を持つモニターと本機を HDMI 接 
続した場合、本機は自動的に出カタイミングを補正しま 
す （72 ページ)。リップシンクの自動補正機能を使うに 
は、モニターを本機の HDMI OUT 端子に接続してくだ 
さい0 



おすすめの接続方法 
代わりの接続方法 

(映像で1つ、音声で1つを選んで接続してください。） 
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接続する 


他の外部機器を接続する 


本機および外部機器がコンセント 
Pif - に接続されていないことをご確認 

ください。 

V_ y 


ご注意 

•「 VIDE 〇 CONV 」（76 ページ）を 「 OFF 」 に設定して 
いる場合は、映像機器と本機、およびモニターと本機を 
同じ種類の映像端子を使って接続してください （18 
ページ)。例えば、映像機器と本機をコンポジットビデ 
才端子を使って接続している場合は、モニターと本機も 
コンポジットビデオ接続してください。 


「 VIDE 〇 CONV 」（76 ページ）を「〇 N 」 に設定して 
いる場合は、変換された映像信号は MONITOR OUT 端 
子にのみ出力されます。映像を録画するときは、それぞ 
れの機器を同じ方法で接続してください。 

HDMMN または DIGITAL INPUT 端子に、初期状態で 
それぞれの端子に割り当てられている機器とは違う機器 
を接続する場合は、 「 I/O ASSIGNMENT 」 で割り当て 
を変更してください （73 ページ)。 

DVD プレーヤーを DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) m 
子と DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) 端子の両方に同時 
に接続する場合 、 DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) 端子 
に入力された信号が優先的に出力されます。 



I 


■ DVD プレーヤーを接続する 


光デジタル音声出力 DVD フ レーヤー s ビデオ出力 




おすすめの接続方法 
代わりの接続方法 

(映像で1つ、音声で1つを選んで接続してください。） 
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接続する 
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おすすめの接続方法 

代わりの接続方法 
(映像で1つ、音声で1つを選んで接続してください。） 
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接続する 


■ その他の音声機器を接続する 
ご注意 

• DIGITAL INPUT 、 または DIGITAL OUTPUT 端子に、初期状態でそれぞれの端子に割り当てられている機器とは違 
う機器を接続する場合は、 「 I/O ASSIGNMENT 」 で割り当てを変更してください （73 ページ)。 

•レコードプレーヤーを本機の GND 端子へ接続すれば、ノイズレベルを低減できます。レコードプレーヤーによって 
は、 GND 端子へ接続しないほうがよい場合もあります。 

• MM 力一トリッジまたは高出力型 MC 力一トリッジ付のレコードプレーヤーを接続する場合は、そのまま PHONO 
AUDIO 端子に接続します。低出力型 MC 力一トリッジ付のレコードプレーヤーを接続する場合は、昇圧トランスまた 
は MC へッドアンプを使用して PHONO AUDI 〇端子に接続します。 

• GND 端子は安全アースではありません。雑音が多いときに接続すると、雑音を低減できます。 

• その他の機器を DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 端子と DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) 端子の両方に同時に接続する 
場合 、 DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) 端子に入力された信号が優先的に出力されます。 

MD レコーダー、 CD レコーダー、 

レコードプレーヤー テープデッキ 



CD プレーヤー 


おすすめの接続方法 

代わりの接続方法 （1 つを選んで接続してください。） 
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接続する 


■ 外部パワーアンプを接続する 

スピーカー出力を高めるために外部パワーアンプ（プリメインアンプ）をお使いになる場合は 、 PREOUT 
端子と接続します。各 PREOUT 端子は、対応するスピーカー端子と同じチャンネル信号を出力します。 


ご注意 


• PRE OUT 端子を使って接続する場合は、本機のスピーカー端子にスピーカーを接続しないでください。 

• FRONT PRE OUT 端子から出力される信号は、 I ンコント□—ル機能によって音質を調節できます （44 ページ)。 
• サブウーファーの音量は、お使いのサブウーファー本体で調節してください。 

•「SPEAKER SET 」（65 ページ）の設定により、 SUBWOOFER 端子から音が出力されない場合があります。 



① FRONT PRE OUT 5耑子 

フロント左/右チヤンネルの信号を出力します。 

② SURROUND PRE OUT 5耑子 

サラウンド左/右チヤンネルの信号を出力します。 


③ SUR.BACK PRE OUT 5耑子 

サラウンドバック左/右チヤンネルの信号を出力し 
ます。外部パワーアンプを1つだけ接続する場合 
は、 L 側 （ SINGLE ) の端子に接続してください。 


こ'注意 


- TBI-AMPJ (84 ぺージ）を 「 ON 」 に設定してし、る場 
合、 SUR.BACK PRE OUT 端子からはフロント左/右 
チヤンネル信号が出力されます。 

•「EXTRA SP ASSIGN 」（65 ページ）の設定によ0、 
SUR.BACK PRE OUT 端子から出力される音声信号 
チヤンネルは変化します。 

④ SUBWOOFER PRE OUT 5耑子 

ヤマ八 • アクティブサ_ボ • サブウ_ファーシステ 
ムなどの、アンプ内蔵サブウーファーを1つ、また 
は2つ接続します。 


ご注意 


SUBWOOFER PRE OUT 2端子に接続したサブウー 
ファーからは 、 SUBWOOFER PRE OUT 1端子に接続 
したサブウーファーと同じ音声が出力されます。 

⑤ CENTER PRE OUT 5耑子 

センターチヤンネルの信号を出力します。 
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接続する 


■ マルチチャンネル出力端子がある機器を接続する 

DVD プレーヤーやスーパーオーディオ CD プレーヤーなど、マルチチャンネル音声出力端子がある機器と 
本機を接続すれば、マルチチャンネル音声をお楽しみいただけます。 

「MULTI CH 」 の 「INPUT CH 」 を 「8 CH 」 に設定すれば （75 ページ ）、 「MULTI CH 」 の 「 FRONT 」 

(75 ページ）で設定したチャンネルを加えて、8チャンネル音声を楽しめます。 

マルチチャンネル音声出力端子がある機器の音声出力端子を本機の MULTI CH INPUT 端子に接続してく 
ださい。接続の際は、フロントおよびサラウンドチャンネルの左/右をご確認のうえ、正しく接続してくだ 
さぃ。 備 

ご注意 

• MUI_TI CH INPUT 端子に接続した機器を入力選択すると、 （35 ページ)、音場プ□グラムは選べなくなります。 

•スピーカーが接続されていないチャンネルの音声信号は出力されません。マルチチャンネル機器の音声を聴く場合は、 

5.1 チャンネル以上のスピーカー構成で楽しむことをおすすめします。 


マルチチヤンネル機器 
(5.1 チヤンネル出力） 


マルチチヤンネル機器 
(7.1 チヤンネル出力） 


「MULTI CH 」 の 「 FRONT 」 で設定したアナログ音声入力端子 （75 ベージ） 


■ ヤマハ製 iPod 用ドック/ Bluetooth ® 
アダプターを接続する 

本機は、ヤマハ製 iPod 用ドックや巳 luetooth ア 
ダブターを接続するための DOCK 端子を装備して 
います。 iPod 用ドック（別売 YDS - 10など）や 
Bluetooth アダプター(別売丫 BA -10 など）を接 
続すれば、 iPod や Bluetooth 機器の再生が楽しめ 
ます。接続用のケーブルは専用のものをお使いくだ 
さい0 


再生のしかたについて詳しくは、 「 iPod を再生する」 
(49 ページ)、および 「 Bluetooth 機器を再生する」 
(51 ページ）をご覧ください。 


ヤマ八製 iPod 用ドック/ 
Bluetooth アダプター 
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接続する 


ゲーム機やビデオカメラをフロントパネルの 
VIDEO AUX 端子に接続します。 


ご注意 

• DOCK 端子と VIDEO AUX 端子に同時に音声信号が入 
力されている場合は、 DOCK 端子に入力された音声信 
号が出力されます。 

• V - AUX 端子に接続した機器を再生するには、入カソー 
スに 「 V - AUX 」 を選んでください。 


ゲーム 機/ 
ビデオカメラ 


おすすめの接続方法 
代わりの接続方法 

(映像で1つ、音声で1つを選んで接続 
してください。） 


VIDEO AUX 端子を使う 


■ REMOTE OUT 端子を使ろ 

お使いの機器がコント□ール信号の受信機能に対応 
しているヤマ八製機器の場合は、下図のようにモノ 
ラルミニプラグケーブルで本機の REMOTE OUT 
端子に接続してください。 



リ モー ト入力 


ヤマ八製機器 


• お使いの機器が SCENE コントロール信号の受信機能に 
対応しているヤマ八製機器の場合、本機とリモート接続 
すれば、 SCENE キーを押して SCENE を選ぶと自動的 
に再生が始まります。 

• REMOTE OUT 端子に接続している機器がヤマ八製で 
ない場合は、アドバンストセットアップメニュー 
「SCENE IR 」 を 「 OFF 」 に設定してください (84 
ぺージ）〇 



越出 
言口 

本機と接続機器の音量を十分に下げてから接続 
してください。 
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接続する 


FM / AM アンテナを接続する 

本機には、 FM 簡易アンテナおよび AM ループアン 
テナが付属しています。これらのアンテナをそれぞ 
れのアンテナ端子に正しく接続してください。通常 
はこれらのアンテナで十分な受信感度を得られます。 

ご注意 

• AM ループアンテナは、本機から離して設置してください。 
• 放送を良好に受信できない場合は、屋外アンテナを設置 
することをおすすめします。詳しくは、本機をお買い求 
めの販売店にお問い合わせください。 

•屋外アンテナを接続した場合でも、 AM ループアンテナ 
は必ず接続してください。 


AM ループアンテナの接続方法 



コードに極性はありません。また、 AM と GND そ 
れそれの端子にどちらのケーブルを接続してもかま 
いません。 


AM ループアンテナの組立方法 


AM ループ 
アンテナ 



AM 屋外アンテナ 

市販の5〜1 Om のビ 
ニール被覆線を屋外に 
[(= 張ってください 。 （AM 
ループアンテナも同時に 
使用してください。） 


Q) QJ HJ 砂 

MD/CD-R DVD DTV/CBL CD DVD 

② ® ④ | ® ® 


FM 簡易 
アンテナ 


li —": t i— 


FHONTB/ZONEB/ 

PRESENCE 

®1BCTBA»|© 

/yC=\l /yC=^l 






アース （ GND 端子） 

GND 端子は安全アースではありません。 
雑音が多いときに、接続すると雑音を低 
減することができます。アースは市販の 
アース棒か銅板に、 ビニール 被覆線を接 
続し、湿気の多い地中に埋めてください。 
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接続する 


電源コードを接続する 


コンセントへ接続するときの電源プラグの向き（極 
性）によって音質が変わることがありますので、お 
好みの向きで接続してください。 


本機の電源をオン/スタンバイ 
する 

■ 電源の入れかた 


コンセントへ 



■ AC OUTLETS 

外部オーディオ機器に電源を供給するコンセント 
で、本機の® STANDBY/ON スイッチと連動して 
います。合計で消費電力 100 W までのオーディオ機 
器を接続し、電源を供給できます。 


本機に接続したヤマ八製 iPod 用ドック（別売 YDS - 10 
など）にセットした iPod を充電しているときは、本機の 
電源がスタンパイでも AC アウトレットから電源が供給 
されます。 

本機の電源がスタンバイのときに iPod の充電が完了した 
り、 iPod を取り外したりした場合は、電源の供給が自動 
的に遮断されます。 


フロントパネルの 0 STANDBY/ON キー（また 
はリモコンの ⑭ POWER キー）を押す。 

本機の電源がオンになります。 


本機の電源をオンにしてから音声が出力するまで、数秒 
かかります。 

© SCENES - (または⑪ SCENE キ ー） を押して本 
機の電源をオンにすることもできます。 


■ 電源の切りかた 


フロントパネルの® STANDBY/ON キー（または 
リモコンの ⑬ STANDBY キー）を押す。 

スタンバイになつているあいだも、リモコンからの 
赤外線信号を受信するために、少量の電力を消費し 
ています。 


「STANDBY THROUGH 」（78 ページ）を 「 ON 」 に 
設定している場合、待機時消費電力をより多く消費し 
ますので、 「 OFF 」 に設定するか、長期間本機を使用し 
ない場合は電源ブラグをコンセントから抜いておくこ 
とをおすすめします。 


メモ! J ーパックアップ機能 

メモリーバックアップ機能は本機がスタンバイ 
のときに、記憶されたデータが失われるのを防 
ぎます。電源コードがコンセントから抜けてい 
たり、電源供給が一週間以上遮断されたりする 
と、本機のメモリー内容が消えてしまうことが 
あります。この場合は各設定をやり直してくだ 
さい。 
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接続する 


フロントパネルディスプレイ 


© 


© ③ 


④ 


© ® 




卜 


.DVR 


► VCR ► 

L Hami fanExj adaptive drc 


► V-AUX 
一 DOCK 


MASTER AUDIO ロロ DIGITAL PLUS 
_m d HD[96innTRUE HD 

™»es ISJanPLix 
MATRIX DISCRETE I 


[PCM II DSD l〔AAC ) 




► DTV/CBL ►DVD ► MD/CD-R ►CD ►TUNER ► PHONO 
LENHANCER hr — 


YPAO 0EM( 
VIRTUAL |1 


MSILENT CINEMAf 


SLEEP 


AUTO TUNED STEREO I MUTE . 


VOL. 


b'U, 


'96^4^1 

[kJ[c][Rl 

[SLlfSBlfSRl 
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® @ ® © 
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i 


① HDMI インジケーター 

入カソースの信号を HDMI IN 端子から入力してい 
るときに点灯します （16 ページ)。 

② ADAPTIVE DRC インジケーター 

「ADAPTIVE DRC 」 を 「 AUTO 」 に設定してし、る 
ときに点灯します （69 ページ)。 

③ DOCK インジケーター 

• ヤマ八製 iPod 用ドック（別売丫 DS -10 など） 

にセットした iPod からの信号を本機が認識して 
いて （23 ページ）、 V - AUX を入力選択してい 
る場合や、本機がスタンバイのときに iPod を充 
電している場合に点灯します。 

• ヤマハ製 Bluetooth アダプター（別売 YBA - 
10など）、および Bluetooth 機器をペアリング 
している （51 ページ)、または Bluetooth アダ 
プ ターが Bluetooth 機器を サーチし ている 
(51 ページ）ときに点滅します。 

• ヤマ八製 Bluetooth アダプターが Bluetooth 機 
器に接続されたときに点灯します （51 ページ)。 

④ ENHANCER インジケーター 

コンプレストミュージック•エン八ンサ_モ_ドで 
再生しているときに点灯します （42 ページ)。 

⑤ 入カ ソースインジケーター 

現在選んでいる入カソース名の左側に、「►」が点 
灯します （34 ページ)。 

⑧ YPA 〇 インジケーター 

AUTO SETUP の実中、および AUT 〇 SETUP 
での設定が有効になっているときに点灯します 
(「スタートアップガイド」9ページ)。 

⑦ チューナーインジケーター 

FM / AM 放送を聴くときや、放送局をプリセット 
するときに点灯します （45 ページ)。 

⑧ 96/24インジケーター 

本機に DTS 96/24信号を入力しているときに点 
灯します。 


⑨ MUTE インジケーター、 VOLUME インジケーター 

• 本機をミュート（消音）しているときに MUTE 
インジケーターが点滅します （37 ページ)。 

• 現在の音量を VOLUME インジケ_夕_で表示 
します。 

⑩ 入力信号インジケーター 

PCM (Pulse Code Modulation ) 信号または 
DSD (Direct Stream Digital ) 信号 、 AAC 
(Advanced Audio Coding ) 信号を再生している 
ときに点灯します。 

⑪ デコーダーインジケーター 

本機の デコーダー が動作しているときに、 デコー 
ダーの 種類に応じて点灯します。 

⑫ 音場インジケーター 

音場プログラムを使っているときに、本機がどの音 
場を使って再生しているかを表示します。 


プレゼンス音場 

丄 リスニングポジション 
(視聴位置） 

サラウンド^^サラウンド 
レフト音場 \ ライト音場 

サラウンドパック音場 

⑬ へッドホンインジケーター 

ヘッドホンを接続しているときに点灯します （37 
ページ)。 

⑭ SP A B インジケーター 

選んでいるフロントスピーカーに応じて点灯します 

SPA :フロント A スピーカーを選んでいます。 

SP B :フロント B スピーカーを選んでいます。 

SP A B ： AB 両方のフロントスピーカーを選んで 
います。 
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接続する 


⑮ DSP インジケーター 

選んでいる音場プ□グラムに応じて点灯します 
(40 ぺージ)。 


CINEMA DSP インジケーター 

シネマ DSP モードで再生しているときに点灯 
します （40 ページ)。 

V 旧 TUAL インジケーター 

パーチャルシネマ DSP モードで再生している 
ときに点灯します （43 ページ)。 

SILENT CINEMA インジケーター 

ヘッドホンを接続し、音場プ□グラムを選んで 
いるときに点灯します （43 ページ)。 


⑱マルチインフォメーションディスプレイ 

現在選んでいる音場プ□グラムの名前や、設定を変 
更するときのさまざまな情報を表示します。 


ス IJ ープ 

⑰ SLEEP インジケーター 

スリープタイマーをオンに設定しているときに点灯 
します （39 ページ)。 


⑱ 入力信号チヤンネル/スピーカーインジケーター 


■ ILFEh^- 

[lj[c][rj = 
rSLlfSBllSRl - 
fSBU ISBRl 


LFE インジケーター 

プレゼンス スピーカーインジケーター 

入力信号チヤンネルインジケーター 


入力信号チヤンネルインジケーター 

• 入力しているデジタル信号に含まれている 
チヤンネルに応じて点灯します。 

• AUTO SETUP を実行しているときや（「ス 
タートアップガイド」 9 ページ )、 「 TES T 
TONE 」（68 ページ）を 「 ON 」 に設定し、 

「巳 ASIC MENU 」 を調節しているとき (65 
ページ）に、スピーカーの設定に応じて点灯/ 
点滅します。 


プレゼンススピーカーインジケーター 

AUTO SETUP を実行しているときや（「ス 
夕一トアップガイド」9ページ )、 「TEST 
TONE 」（68 ページ）を 「 ON 」 に設定し、 
「BASIC MENU 」 を調節しているとき (65 
ページ）に 、 「EXTRA SP ASSIGN 」（65 
ページ）の設定に応じて点灯/点滅します。 


AUTO SETUP (「スタートアップガイド」9ぺ一 
ジ)' または 「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP 
ASSIGN 」（65 ページ)、 「 SUR •巳 L / RSP 」（66 
ページ）で、プレゼンスおよびサラウンドバックス 
ピーカーを自動/手動で設定できます。 


リモコンを使5 


リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本 
体の受光部に向けて正しく操作してください。 


リモコン受光部 



赤外線送信部（①） 

リモコン操作用の赤外線信号を送信します。リモコ 
ンを操作するときは、送信部を操作したい機器に向 
けてください。 

⑫ TRANSMIT インジケーター 

U モコン操作の赤外線信号を送信しているときに点 
灯します。 

操作機器選択スイッチ（⑯） 

いくつかのキーの機能は、操作機器選択スイッチの 
位置に応じて切り替わります。 

アンプ 

- AMP 

本機のアンプ機能を操作するときに選びます。 

• SOURCE 

入力選択キーで選んだ機器を操作するときに 
選びます。 

テレビ 

• TV 

④ DTV/CBL キー、または④ PHONO キー 

にリモコンコードを設定したテレビを操作す 
るときに選びます。 


ご注意 


水やお茶などの液体をこぼさないでください。 
落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 
下記のような場所には置かないでください。 

—風呂場の近くなど、湿度が高いところ 
—暖房器具やス I -ーブの近くなど、温度が高いところ 
—極端に寒いところ 
—ほこりの多いところ 

外部機器のリモコンコードを設定するには、81ページ 
をご覧ください。 
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SCENE テンプレートを選 


本機は使用する状況に合わせて、17種類の 
SCENE テンプレート （ SCENE 機能で使用する雛 
形）が記憶されています。初期設定では、それぞれ 
の SCENE キーに以下の SCENE テンプレートが 
設定されています。 

SCENE 1 : DVD Movie Viewing 

ミュージックディスク リスニング 

SCENE 2 : Music Disc Listening 
SCENE 3 : TV Viewing 
SCENE 4 : Radio Listening 

他の SCENE テンプレートを使いたい場合は、記憶 
されている SCENE テンプレートの中からお好みに 
あった SCENE テンプレートを選んで、フロントパ 
ネルやリモコンの SCENE キーに設定できます。 

SCENE テンプレートを選ぶ 



、、 1/〆 



SCENE テンプレート • ライブラリー 
(イメージ） 


SCENE キーに 
SCENE テン プレート 
を割り当てる 


2 ©INPUT セレクターを回して（または操作機 
器選択スイッチ（⑯）で AMP を選んでから 
⑧</> キーを押して）、設定したいテンプ 
レートを選ぶ。 



3 ®SCENE キーほたは⑪ SCENE キ ー) をも 

う一度押して、確定する。 

選んだ SCENE テンプレートが ©SCENE 
キーに設定されます。 



フロントパネル リモコン 


ご注意 


SCENE テンプレートを入れ替えた場合、リモコン 
の⑪ SCENE キーに設定されている入カソースも変 
更する必要があります。詳しくは、 33 ページをご覧 
ください。 


SCENE テン プレートを 
入れ替える 


1 SCENE テンプレートを入れ替えたい 

©SCENE キー（または⑪ SCENE キー）を 
約3秒間押し続ける。 

フロントノ（ネル ©SCENE キー上部のランプが点 
減し、フロントパネルディスプレイに現在設定さ 
れている SCENE テンプレートが表示されます。 

3秒 3秒 



点滅 



29 Ja 






































SCENE テンプレートを選ぶ 


■ どの SCENE テンプレートを選びますか？ 


どの ソースを 

楽しみますか？ どの機器で再生しますか？ SCENE テンプレート 初期設定キー 







* DOCK 端子と VIDEO AUX 端子に同時に音声信号が入力されている場合は、 DOCK 端子に入力された音声信号が出 
力されます。 

ご、 i’C 

上記の SCENE テンプレートを編集し、新しいテンプレートを作成できます。詳しくは、32ページをご覧ください。 
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SCENE テンプレートを選ぶ 


■ SCENE テンプレー!-一覧 

表中の灰色で示された部分は、 SCENE 1 〜4キーの初期設定を表しています。 


SCENE テン プレート 

入カ ソース 

再生モード 

説明 

ピューイング 

DVD Viewing 

DVD * 

ストレート 

Straight 

DVD プレーヤーで DVD を見るときに選びます。 

ムービー ピューイング 

DVD Movie Viewing 

© 

DVD * 

ムーピー 

MOVIE 

サイフアイ 

Sci-Fi 

DVD プレーヤーで映画ソフトを見るときに選びます。 

ライブ ビューイング 

DVD Live Viewing 

DVD * 

entertaInment 

5 ュージック ビデオ 

Music Video 

DVD プレーヤーで音楽ソフトを見るときに選びます。 

DVR Viewing 

DVR 

ムービー 

m ?vie 

Drama 

DVD レコーダーで映画ソフトを見るときに選びます。 

ディスク八イフアイ リスニング 

Disc Hi-n Listening 

DVD * 

ピュア ダイレクト 

Pure Direct 

DVD プレーヤーで CD を原音に忠実な音質で聴くときに 
選びます。 

ミュージックディスク リスニング 

Music Disc Listening 

© 

DVD * 

STEREO 

2 チヤンネ JU ステレオ 

2ch Stereo 

DVD プレーヤーで CD を 2 チャンネルで聴くときに選 
びます。 

ディスク リスニング 

Disc Listening 

DVD * 

STEREO 

7 チヤンネ J レ ステレオ 

/ch Stereo 

DVD プレーヤーで CD を BGM として聴くときに選びます。 

CD A H-ff Listening 

CD * 

ピュア ダイレクト 

Pure Direct 

CD プレーヤーで CD を原音に忠実な音質で聴くときに 
選びます。 

リスニング 

CD Listening 

CD * 

STEREO 

7 チヤンネ J レ ステレオ 

/ch Stereo 

CD プレーヤーで CD を BGM として聴くときに選びます。 

ミュージック リスニング 

CD Music Listening 

CD * 

STEREO 

2 チヤンネ J レ ステレオ 

2ch Stereo 

CD プレーヤーで CD を 2 チャンネルで聴くときに選び 
ます。 

ラジオ リスニング 

Radio Listening 

© 

TUNER 

ミュージック エン八:/サー 

MUSIC ENHANCER 

7 チヤンネル エン八ンサー 

/ch Enhancer 

FM/AM 放送を聴くときに選びます。 

ドック リスニング 

Dock Listening 

V-AUX 

5 ュージック エン八ンサー 

MUSIC ENHANCER 

7 チヤンネ JU エン八ンサー 

/ch Enhancer 

iPod や Bluetooth を聴くときに選びます。 

TV Viewing 

© 

DTV/CBL 

ストレート 

Straight 

テレビを見るときに選びます。 

スポーツ ビューイング 

TV Sports Viewing 

DTV/CBL 

ENTERfAINMENT 

スポーヅ 

Sports 

テレビでスポーツを見るときに選びます。 

アクション ゲーム プレイング 

Action Game Playing 

V-AUX 

ENTERfAINMENT 

アクション ゲーム 

Action Game 

アクションゲームを楽しむときに選びます。 

RPG Playing 

V-AUX 

ENTERfAINMENT 

口ールプレイング ゲーム 

Roleplaying Game 

ロールプレイングゲームを楽しむときに選びます。 

レコード リスニング 

し P Record Listening 

PHONO 

ピュア ダイレクト 

Pure Direct 

レコードプレーヤーでレコードを原音に忠実な音質で聴 
くときに選びます。 


* お使いの機器が SCENE コントロール信号の受信機能を持つヤマノ V 製機器の場合、本機とリモート接続すれば、 
⑪ SCENE キーを押して SCENE を選ぶと自動的に再生が始まります。 



蒙 
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SCENE テンプレートを選ぶ 


新しい SCENE テンプレートを 
作成する 

SCENE テンプレートを新しく作成して、それぞれ 
の SCENE キーに設定できます。本機に記憶され 
ている17種類 SCENE テンプレートを基に、新 
しい SCENE テンプレートを作成します。 

SCENE テンプレートを選ぶ SCENE テンプレートを 

新しく作成する 



SCENE テン プレート • 

ライブラリー 

(イメージ） 




SCENE キーに 
SCENE テンプレート 
を割り当てる 


1 本機に接続したモニターの電源をオンにする。 


2 編集したい SCENE テンプレートが設定されて 
いる ⑪ SCENE キーを約 3 秒間押し続ける 

SCENE テンプレートの編集画面がモニターに 
表示されます。 


SCENE 1 


m DUD Movie Uiewing 
T INPUT ： DUD 
MODE ： MOUIE 
Sci-Fi 

[ENTER]：Renane 
[SC:ENE1]:SET 
[RETURN]:EXIT 


こ'注意 

編集したい SCENE テンプレートが ©SCENE キー 
に設定されていない場合は、⑧<3/〇キーを繰り返 
し押して、編集画面に表示されている SCENE テン 
プレートを切り替えてください。 


3 ⑧ △ / ▽キーを押して SCENE テンプレートの項 

目を選び、 ⑧< / > キーを押して設定値を選ぶ。 

以下の項目を編集できます。 

- INPUT :入カソース設定 
. MODE : 再生モード設定（音場プ□グラム、 
ストレートデコードモード、 

ピュアダイレクトモード） 


4 ⑪ SCENE キーをもう一度押して、確定する。 

: 、ふ’こ 

新しく作成した SCENE テンプレートには、名前の前に 
「* (アスタリスク)」が表示されます。 

ご注意 

• SCENE テンプレートを編集した場合、リモコンの 
©SCENE キーに設定されている入カソースも変更する 
必要があります。詳しくは、33ページをご覧ください。 
• 新しく作成した SCENE テンプレートを再編集した場合 
は、変更内容を上書きして保存します。 

•新しく作成した SCENE テンプレートは、設定した 
©SCENE キーでの み選べます。 

■ SCENE テンプレート名を変更する 


「新しい SCENE テンプレートを作成する」の手順 3 
で、 SCENE テンプレートの名前を選び、 

⑧ EMTER キーを 押す。 


SCENE 1 


RENAME 

DUD Mo 1 -, 1 i e Uiewing 


[▲]/[t]:C haracter 
[，]/[>]: Position 
CEHTER]：SET 
[RETURN]!CANCEL 

• 文字を変更するには、⑧ △/ ▽キーを押します。 

• 変更したい文字の位置へ「一」（下線）を移動す 
るには、⑧</>キーを押します。 

• 変更した名前を無効にするには 、⑧ RETURN 
キーを押します。 

• 変更した名前を確定するには、⑧ ENTER キー 
を押します。 
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SCENE テンプレートを選ぶ 


SCENE (シーン）機能でのリモコンの役割と操作 


■ SCENE 機能で使用できるキー 

SCENE 機能で楽しむ外部機器のリモコンコードを 
設定すれば、本機のリモコンを使って外部機器を操 
作できます。リモコンコードの設定方法について詳 
しくは、「リモコンコードを設定する」 （81 ベー 
ジ） をご覧ください。 


以下の操作を行5前に、リモコンの操作機器選択ス 
イツチで⑯ SOURCE を選んでください。 


1 楽しみたいシーンの⑪ SCENE キーを押す。 


2 * で示されているキーを押して、 SCENE 機能 

で楽しむ機器を操作する。 



■ SCENE キーで 呼び出す入カ ソースを 
変更する 

「 SCENE テンプレートを入れ替える」 （29 ベー 
ジ）や「新しい SCENE テンプレートを作成する」 
(32 ページ）で、各 SCENE キーで呼び出す入力 
ソースを変更した場合に、変更後もリモコンで入力 
ソースを操作できるように SCENE キーの設定を 
変更します。 


1 入カソースを変更したシーンの⑪ SCENE キー 
を押しながら、変更した入カソースの入力選択 
キー（④）を押し続ける。 

⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅し 

よ 9 〇 


2 ⑫ TRANSMIT インジケーターがもう2回点滅 
するまで、さらに押し続ける。 


こ'注意 

設定に失敗した場合は、⑫ TRANSMIT インジケーター 
が繰り返し点滅します。この場合は設定を始めからやり直 
して <ださい。 


没て 

* この部分で示されているキーを使って、 SCENE 機能で 
楽しむ機器を操作できます。 


■ 基本操作 
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再生する 


瞀生 

DTS - CD を再生するときは、特に注意が必要で 
す。 DTS - CD を DTS 非対応の CD プレーヤー 
で再生するとノイズだけが再生され、スピー 
カーが故障する原因になります。お使いの CD 
プレーヤーが DTS - CD の再生に対応しているこ 
とをご確認ください。また、 DTS - CD を再生す 
る前に音量が十分に下げられていることをご確 
認ください。 


デジタル接続をして DTS-CD を楽しむときは、再生 
する前に 「INPUT MENU 」 の 「DECODER MODE 」 
を 「 DTS 」 に設定してください （74 ベージ)。 


以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス 
イツチで⑯ AMP を選んでください。 


基本的な操作 


1本機に接続したモニターの電源をオンにする。 


モニター画面に入力信号の情報を表示できます。詳 
しくは38ページをご覧ください。 


2 © INPUT セレクターを回して（または入力選 
択キー（④）を押して)、再生したい入カソー 
スを選ぶ。 

現在選んでいる入カソース名がフロントパネル 
ディスプレイに数秒間表示されます。 


選べる入カ ソース 



現在選んでいる入カソース 


いずれかのリモコンキーを押すと、現在選んでいる入 
カソースに対応する入力選択キーが約5秒間点灯し、 
どの機器が現在選ばれているかをお知らせします。 


3 入力機器を再生する、または FM / AM 放送局 
を選ぶ。 

• 外部機器の操作については、外部機器に付属 
している取扱説明書をご覧ください。 

• FM / AM 放送局の選びかたについては、 

45ページをご覧ください。 


4 © VOLUME コント□ールを回して（または 
©VOLUME + /ーキーを押して)、音量を調 
節する。 

•各スピーカーの音量を調節するには、44ページを 
ご覧ください。 

• 録音時の音量には影響しません。 

•電源をオンにしたときの音量の最大値や、音量の初 
期値を設定できます （69 ページ)。 


5 ⑭ PROGRAM セレクターを回して（または 

㉑ PROG </> キーを繰り返し押して)、楽 
しみたい音場プログラムを選ぶ。 

選んだ音場プ□グラムの名前がフロントパネル 
ディスプレイに表示されます。音場プログラム 
について詳しくは、40ページをご覧ください。 



現在選んでいる音場プログラム 


ご注意 

MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生して 
いる場合、音場プ□グラムは選べません。 


•音場プ□グラムの名前や説明にこだわらず、最も心 
地よく聞こえる音場プログラムをお選びください。 

• 入カソースを選ぶと、本機は前回その入カソース選 
択時に選んでいた音場プ□グラムを自動的に呼び出 
します。 

• 現在選んでいる音場プ□グラムの情報をモニター画 
面に表示できます。詳しくは、54ページをご覧く 
ださい。 
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再生する 


以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス 
イツチで⑯ AMP を選んでください。 


マルチチヤンネル入力の音声を 
聴く 

本機の MULTI CH INPUT 端子に接続した機器の 
音声を再生します。 


◎ INPUT セレクターを回して（または ㉕ MUI_TI 
CH IN キーを押して)、マルチチヤンネル入力を選ぶ。 

フロントパネルディスプレイに 「MULTI CH 」 と 
表示されます〇 

ご'こ 

「INPUT MENU 」 の 「MULTI CH 」 で、マルチチヤンネ 
ル入力の設定を変更できます （73 ページ)。 

ご注意 

MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生している 
場合、音場プ□グラムは選べません。 


フロントスピーカーを 選ぶ 

音声を出力するフロントスピーカー （FRONT A 、 
FRONT B ) を選びます。 


© SPEAKERS キーを繰り返し f 甲して、 FRONT 
A または EXTRA SP 端子に接続したスピーカーの 
オン/オフを切り替える。 

音声を出力するスピーカーが、以下のように切り替 
わります。 


FRONT A -> FRONT B -i 


FRONT A 

L A 巳オフ < - と <-1 

FRONT B 


ご注意 


•「EXTRA SP ASSIGN 」（65 ページ）が 
「 PRESENCE 」 または 「 NONE 」 に設定されている場 
合、 「 AB オン」または「巳オン」は設定できません。 

• フロントスピーカーを選ぶときは、音量を下げてから操 
作してください。 

■ 別の部屋で再生を楽しむ 

「EXTRA SP ASSIGN 」（65 ページ）を 「ZONE 
巳」に設定すれば 、 EXTRA SP 端子に接続したス 
ピーカーを別の部屋（ゾーン B ) に設置して再生を 
楽しめます。 


© SPEAKERS キーを繰り返し押して、ゾーン巳 
スピーカーの オン/オフを切り替える。 

ゾーン B スピーカーをオン、フロント A スピーカー 
を オフにすると、メイン リスニングルームに 設置し 
たすベての スピーカーからは 音が出なくなります。 


ご注意 

ゾーン 巳 スピーカーがオン、 フロント A スピーカー が才 
フのときに音場プ□グラムを選ぶと、自動的にバーチャル 
シネマ DSP モードに切り替わります （43 ページ)。 


■ 基本操作 
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再生する 


以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス 
イッチで⑯ AMP を選んでください。 


音声を入力する端子を選ぶ 
(入カモード切り替え） 

本機は複数種類の入力端子を装備しています。1つ 
の再生機器を2種類以上の音声端子を使って接続 
している場合に、どの端子から音声を入力するかを 
選びます。 


•通常は 「 AUTO 」 に設定することをおすすめします。 

•「OPTION MENU 」 の 「AUDIO SELECT 」 で、本機の 
電源を入れたときに、前回設定した入カモードをそのま 
ま使うか AUTO に戻すかを設定できます （77 ベー 
ジ)。 


©AUDIO SELECT キー（または操作機器選択ス 
イッチ（⑯）で AMP を選び、 ㉖ AUDIOSEL 
キー）を繰り返し押して、音声を入力する端子を切 
り替える。 


選べる入カ ソース 



現在の入カモード設定 


モニターに現在の状態を表示する 

本機に接続したモニターに、現在の状態を表示でき 
よ 9 〇 


1 本機に接続した モニターの 電源をオンにする。 


2 リモコンの ⑳ D 旧 PLAY キーを押す。 

現在の状態がモニターに表示されます。 


STATUS U0L： -40.0dE： 


M0 リ IE 
Sci-Fi 

INPUT： DUD 
fl.SEL： HDNI 

CDISPLfiVIsSTATUS OFF 


「OPTION MENU 」 の 「 OSD - AMP 」 で、表示す 
る時間を設定できます （76 ページ)。 

表示画面を消すには、もう一度⑳ DISPLAY キー 
を押します。 

本機の表示画面信号は本機の DVR VIDEO OUT 、 
および VCR VIDEO OUT 端子から出力されないの 
で、表示画面が映像と一緒に録画されることはあり 
ません。 


表示 

説明 

rrjT 

以下の優先順位で入力端子を選びます。 

(1) HDMI 

(2) デジタル 

(3) アナログ 

HDN I 

HDMI 端子を選びます。 HDMI 信号 
が入力されていない場合、音声は出力 
されません。 

•.■•リード"..！ 1 

し UHi . V _ Ur i 

以下の優先順位で入力端子を選びます。 

(1) 同軸デジタル 

(2) 光デジタル 

同軸/光デジタル信号が入力されてい 
ない場合、音声は出力されません。 

RNfiLOG アナログ端子を選びます。アナログ信 

号が入力されていない場合、音声は出 
力されません。 


ご注意 


HDMI 、 および同軸/光デジタル端子に再生機器が割り当 
てられていない場合、その端子は選べません。また、選ん 
だ端子に再生機器が接続されていない場合、音声は出力さ 
れません。端子の割り当ては 、 「INPUT MENU 」 の 「 I/O 
ASSIGNMENT 」 で変更できます （73 ページ)。 
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再生する 


へッドホンで再生を楽しむ 


フロントパネルの PHONES 端子とへッドホンを、 
へッドホン用ケーブルを使って接続する。 



音声と映像で異なる入カソース 
を楽しむ 

(バックグラウンドビデオ機能） 

バックグラウンドビデオ機能とは、映像系入カソー 
スの映像と、音楽系入カソースの音声を組み合わせ 
て楽しむ機能です。例えば、美しい景色をビデオで 
見ながら、クラシック音楽を楽しめます。 

リモコンの入力選択キー（④）を押して、映像系 
ソースを選んでから、音楽系ソースを選ぶ。 


音楽系ソース 


(kv\ fn) 映像系ソースー 

DOCK j^CBL _ MD 

(3 l c c^A l CD - R ； 

lu 

(DVD) ( DVR ) ( VCR ) (PHONO) 


(TUNERll 


へッドホンを接続しているときに音場プ□グラムを選ぶ 
と、自動的にサイレントシネマ TM モードに切り替わりま 
す （43 ぺージ )。 

ご注意 

• へッドホンを接続しているときは、スピーカーから音声 
は出力されません。 

• ドルビーデジタル、および DTS 信号はヘッドホンの左 
右チヤンネルに振り分けられます。 


映像系ソース 


DOCK CBL 
(v-AUXj I DTV ] 


^DVR I ( VCR) 


音楽系ソース 


一時的に音量を下げる 


.MULTI CHIN 


リモコンの ⑰ MUTE キー（または本体の 
®MUTE キー）を押す。 

もとの音量に戻すときは、もう一度⑰ MUTE キー 
を押してください。 

• フロントパネルの ©VOLUME コント□—ルを回して 
(またはリモコンの ©VOLUME + /ーキーを押して）、 
ミュートを解除することもできます。 

• 「 V 〇 LUME MENU 」 の 「MUTE TYPE 」 で、下げる音 
量を選べます （69 ページ)。 

• 音量を一時的に下げているときは、フロントパネルデイ 
スプレイに MUTE インジケーターが点滅します。もと 
の音量に戻すと、インジケ_夕_は消玎します。 


'TMULTI CHJ も音楽系ソースとして選べます (35 
ページ)。操作機器選択スイッチ（⑯）で AMP を選び、 
㉕ MU じ H CH IN キーを押してください。 

| MULTI CH INPUT 端子に接続した機器の音声を他の機 
器の映像と一緒に楽しむには 、 「MULTI CH 」 の 
「巳 GV 」 で、映像系入カソースを選んでください （75 
ぺージ）〇 


■ 基本操作 
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再生する 


入力信号情報を表示する 

音声および映像入力信号の情報をモニターに表示し 
ます。 


1 操作機器選択スイッチ（⑯）で AMP を選び、 
リモコンの ⑲ SET MENU キーを押す。 

SET MENU 画面が表示されます。 


SET MENU 


■AUTO SETUP 
■ MANUAL SETUP 
■SIGNAL INFO 


[▲]/[▼]:Up/Down 
CENTER ]： Enter- 


2 ⑧▽キーを繰り返し押して 「SIGNAL INFOJ 
を選び、 ⑧ ENTER キーを押す。 

入力信号の音声情報が表示されます。 


3⑧< / >キーを押して、音声情報と映像情報を 
切り替える。 


こ'注意 


•本機が情報を正しく表示できない場合は、 r —」と 
表示されます。 

• AAC 信号のビットレートは再生中に変化する場合があ 
ります。 

■ 映像情報 


表示 

説明 

■ 1 r\ I...I - r :: L S : S 

i iL/i i .1 j. ui iinL. 

映像入力信号と 、 HDMI OUT 端 
子から出力している映像信号を表 
します。 

i ir'. i.'r !•-. r~ 

I iL/i I .L 1 て • L ••■ 二 1 b 

HDMI 映像入力信号の解像度を 
表します。 

3_| ! ■丨 j"*s J »"*• !•**: r* B, 

h i i H L U u K L a 

アナ ロ グ映像出力信号の解像度を 
表します。 

liLM'i .1 iilKKUK 

HDMI 信号や HDMI 機器に関す 

f : !!~. L .： T :. .! P™ t—\ 

V.rii./i'i i i• ii~i□ t. ノ 

る エラーを 表します。 


ご注意 


本機が情報を正しく表示できない場合は、 r —」と表 
示されます。 


4 ⑲ SET MENU キーを押して、終了する。 


■ 音声情報 


表示 

説明 

F" L'P.i'iri i 

フオーマツトを表します。本機がデジタ 
ル信号を認識できないときは、自動的に 
アナログ入力に切り替わります。 

™>rii'ir L._ 丄 

アナログ信号をデジタル信号化するとき 
の、1秒あたりのサンプル数を表します。 

1 1."'. 1 1! !|—： 

*■■>■ 11H i "i i i i_. L._ 

入力信号に含まれているチヤンネ)レ数を 
表します（フロント/サラウンド/ 

LFE )。 例えば、入力信号にフロント3 
チヤンネル、サラウンド2チヤンネル、 

LFE が含まれている場合は、「3/2/0.1」 

と表示されます。 

P~. T -!- t—. !■■- 

t ; 丄 1 Ki~i i ET_ 

入力信号の1秒あたりのデータ量を表します。 

r\ r 

1/ i 

ドルビーデジタル、 DTS のダイア□グノー 
マライゼーシヨンレベルを表します。 

r LHLi 

ドルビーデジタル、 DTS 、 PCM に含ま 
れている、自動的にデコ_ダ_ (「サラウ 
ンド EX 」 など）を切り替えるための識別 
信号を表します。 


HDMI エラー 情報 


メッセージ 

原因 

r-. : : r ••••■ r™ ! i p— : 

C. V j. L- El 'J V L K 

制限台数を超える HDMI 機器が接続さ 
れています。 

ni/L-h LKKuK 

HDCP の認証に失敗しました。 

U し it ui"Kf a 

HDMI 出力信号の解像度がテレビの許 
容範囲を超えています。 
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再生する 


一定時間後に自動的にスタンバイ 
にする（スリープタイマー ） 

設定した時間が経過すると、自動的にスタンバイに 
なるように設定します。聴きながら、または録音し 
ながらおやすみになりたいときなどに便利です。ス 
リーブタイマーが作動すると、本機背面の AC アウ 
トレツト （26 ページ）に接続した機器の電源も才 
フになります。 


スリープタイマーを解除する 


こ'注意 

本機に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売 YDS - 10 
など）にセットした iPod を充電しているときは、本機の 
電源がスタンバイでも AC アウトレットから電源が供給 
されます。 

操作機器選択スイッチ（⑯）で AMP を選び、 

⑬ SLEEP キー（または① SLEEP キー）を繰り 

返し押して時間を設定する。 

⑬ SLEEP キーを押すごとに、下記のように設定が 
切り替わります。 


フロントパネルデイスプレイに 「 SLEEP 0 FFJ と 
表示されるまでリモコンの ⑱ SLEEP キーを繰り 
返し押す。 


消灯 


SLEEP インジケーターが消灯し、数秒後にフロン 
トパネルディスプレイの 「SLEEP OFF 」 表示が消 
えます。 

⑬ STANDBY キー（または ® STANDBY /0 N キー） 

を押して本機の電源をスタンバイにした場合もスリープタ 
イマーは解除されます。 


， SLEEP 120 nin- 


し EEP 9@nin- 


-SLEEP OFF e SLEEP 30nin <- SLEEP 60nin ^ 

時間を選んでいるあいだは、フロントパネルディス 
プレイに SLEEP インジケーターが点滅します。 
SLEEP インジケーターが点灯に変わると、スリー 
プタイマーの時間設定が完了し、音場プログラム表 
爪に民ります。 


点滅 


qi FF 

'sleep* 

.. , 

点灯 

_1_ 


、し 

• £ T 、 ！ 


■ 基本操作 
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音場プログラムを楽しむ 


本機は2チヤンネルソースやマルチチヤンネルソースのほぼすべてをマルチチヤンネル音声で楽しめる、 
多彩なデコーダーを装備しています。また、音の楽しさを広げる、音場プ□グラムが記憶されたヤマ八•デ 
ジタルサウンドフイールドプ□セツシング （ DSP ) チップを搭載しています。 

音場プ□グラムを選ぶ 


⑭ PROGRAM セレクターを回す（または操作機器 
選択スイッチ（⑯）で AMP を選び、 ㉑ PROG 
キーを繰り返し押す)。 

選んだ音場プログラムの名前がフ□ントノ（ネルディ 
スプレイ、およびモニターに表示されます。 


ご注意 

• 入カソースを選ぶと、本機は前回その入カソース選択時 
に選んでいた音場プログラムを自動的に呼び出します。 

• MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再生している 
場合、音場プログラムは選べません （35 ページ)。 

.Dolby Digital Plus、Dolby TrueHD 、 DTS-HD 
Master Audio 、 DTS-HD High Resolution Audio 信号 
を再生している場合、音場プログラムは適用されません。 

• 入カソースが 96 kHz を超えるサンプリング周波数の場 
合、音場プログラムは適用されません。 


音場プ□グラムガイド 


音場プ□グラムの名前や説明にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プ□グラムをお選びください。 

■ 音楽用音場プ□グラム 

音楽用には、ピュアダイレクトモードもおすすめします （44 ページ)。 

ご注意 

• スピーカーの 設定により、設定を変更できる音場 パラメーターは 変化します。 

•「 DIALG . LIFT 」 は 、 「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP ASSIGN 」 かく 「 PRESENCE 」 に設定されてし'!るときのみ設 
定できます （65 ページ)。 

CLASSICAL 


プログラム 


特長 


ヨーロッパに多くみられる、内装材にシックな木の内張りが使われた、ミュンヘンにある 
250 ◦席程度のコンサートホールです。繊細な美しい響きが豊かに拡がり、落ち着いた雰囲気 
を持っています。座席の位置は1階の中央左寄りです。 


i IC r "i 


170 ◦席程度のウィーンの伝統的なシューボックス型の中規模コンサートホールです。周囲の 
柱や彫刻により、全方向からの複雑な反射音を生み出しています。豊かな響きが特長です。 


宮廷の大広間のような天井の高い比較的広めの空間で、宮廷音楽や室内楽に適した心地よい残 
響が特長の音場です。 


ライブ クラブ 

LIVE/CLU 巳 


プログラム 


特長 

セラー クラブ 

し . パゴ丄丄 -lar ■ L- .1 L-ii：J 

天井の低いアットホームなライブ八ウスです。小さなステージのすぐ前にいるような、リアルでラ 
イブな音場で、強い響きが特長です。 

ザ □キシー シアター 

-1-1 ••!- ! 1 
i i i*;;r 1 s? ! ! ii し r ヒ * 

□サンゼルスにある□ック系ライブノ V ウスで、 
場です。 

客席は最高時で約 460 程です。客席中央左寄りの音 


かつてニューヨークに存在した有名なライブハウス「ザ•ボトム • ライン」のステージ正面の音場 
です。フロアは 300 席ある左右に幅広い客席で占められ、明瞭な響きが特長の音場です。 























音場プログラムを楽しむ 


■ すべてのソース用音場プログラム 


ご注意 


•入カソースや本機の設定により、設定を変更できる音場パラメータ_や、生成される音場は変化します。 

•「 DIALG . LIFT 」 は 、 「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP ASSIGN 」 力'': 「 PRESENCE 」 に言 S 定されてし、るときのみ言 S 
定できます （65 ページ)。 


エンターテイメント 

ENTERTAINMENT 

プログラム 

特長 

スポーツ 

二: h _ Ul _ '免-::- 

ステレオ放送のスポーツ中継やスタジオバラエティ番組がライブ感豊かに楽しめます。スポーツ中 
継では解説者やアナウンサーの声はセンターに明瞭に定位し、歓声も含め場内の雰囲気は適度な空 
間の中で周囲に拡がり、その場にいるような臨場感が体感できます。 

アクション ゲーム 

M しし .LUri Lj - diM'r 

力ーレースや FPS などのアクションゲームに合わせてデザインされた音場です。チャンネル毎に効 
果の範囲を制限した反射音データを用いることで、明瞭な方位感を保ちつつさまざまな効果音の存 
在感を高め、臨場感と迫力のあるプレイ環境を提供します。 

□ールプレイング ゲーム 

i ••.しし L ヒ '卜•丄 c:i I ? j . i i ™ j di • i ヒ* 

RPG やアドベンチャーゲームなどに合わせてデザインされた音場です。映画用の音場効果と、 

Action Game で用いた音場デザインを組み合わせることで、プレイ中のフィールドの奥行きや立体 
感を演出し、ムービーシーンでは映画的なサラウンド効果を提供します。 

ミュージック ビデオ 

i ' iL - S ；::-1 L - U i ' J 0 U 

ポップス • ロック • ジャズなどのライブコンサート会場のイメージです。ステージ上のボーカルや 
ソロ楽器のリアル感と、リズム楽器のノリを重視したプレゼンス音場に加え、広大なライブ会場の 
空間を再現するサラウンド音場により、ホットなライブ空間に浸れます。 



蒙 


■ 映像用音場プログラム 

ご、 

下記の音場プログラム （Mono Movie 以外）と組み合わせるデコーダーを選べます。詳しくは59ぺージをご覧ください。 


ご注意 

•入カソースや本機の設定により、設定を変更できる音場パラメーターや、生成される音場は変化します。 

•「 DIALG . LIFT 」 は 、 「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP ASSIGN 」 が 「 PRESENCE 」 に設定されているときのみ設 
定できます （65 ページ)。 


ムービー 

MOVIE 


プログラム 

特長 

スタンダード 

.!!' し - di . iLj-df 'u 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC などの各種マルチチャンネル音声のオリジナル定位を乱すこ 
となく、サラウンドの包囲惑を重視した音場です。「理想的な映画館」をコンセプトにデザインされ 
た音場で、視聴者を左右後方から美しい響きで包み込みます。 

スペクタクル 

二:卜. i : ゴし T ._ - id し . L ヒ： 

壮大なスケール感を演出するスペクタクルな音場です。シネスコサイズのワイド画面にマッチする広 
大な空間再現と微小な効果音から迫力の大昔響まで、ダイナミックレンジの広い音場感が特長です。 

_サィ.ファ; r . 最新 sfx 映画の緻密なサウンドデザインを鮮やかに描き分ける抜けの良い音場です。セリフ、効果 

とて•レ 1 ™ 1 音、巳 GM の明快な分離感を保ちつつ各々の異なった空間を鮮やかに再現します。 

アクション&アドベンチャー映画に最適な音場です。響きを抑え、左右の拡がり感を重視した力強 
n,L ii=sn | : ：：.-., ：! い空間を再現します。奥行惑は浅めで各チャンネルのセパレーションや音の明瞭度を保ちつつ、ク 

U アで力強い空間を再現します。 

ドラマ 

i •ノ r ■•: ai ! ic:i 

シリアスなドラマからミュージカルやコメディまで、幅広いジャンルの映画に対応する落ち着いた 
響きが特長の音場です。控えめな響きでありながら適度な立体感を持ち、セリフの明瞭度とセン 
ター定位を軸に効果音や BGM が柔らかな響きで立体的に再現されます。長時間聴いていても疲れ 
ません。 

モノ ムービー 

i ' iLM'iU MuM I tr 

往年のモノラル映画を当時の映画館の雰囲気で楽しめる音場です。音声に拡がりと適度な残響が付 
加され、奥行感をともなった心地よい空間が再現されます。 
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音場プログラムを楽しむ 


■ ステレオ再生用音場プログラム 
こ'注意 

入カソースや本機の設定により、設定を変更できる音場パラメ_夕_は変化します。 


ステレオ 

STEREO 


プログラム 

特長 

2チヤンネル ステレオ 

i _:1 し •ヒ 

前方からのステレオ音声が楽しめる、基本的な再生モードです。 

7チヤンネル ステレオ 

1— 二1 し■ヒ し！ 

後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特長の再生モードです。ホームパーティー 
の巳 GM に最適です。セツトメニューの設定により、最大 7 つのスピーカーから音が出力されます。 

■ コンプレストミュージック•エンハンサー 

MUSIC ENHANCER 


プログラム 

特長 

ストレート エンハンサー 

••■-1 * _. ! ! 1 

L-r ciil . F ii - i - ai - iL -0 t 

2 チヤンネル/マルチチヤンネル圧縮オーディオフオーマットを、音源のチヤンネル数はそのまま 
にダイナミックに再生します。 

7 チヤンネル エン八ンサー 

r " *—■ 1" i i 二. r i i' i j r i しヒ r _ 

7 チヤンネルステレオ音声でダイナミックに再生します。 


■ サラウンド デコーダー 
SUR . DECODE 


プ□グラム 

特長 

サラウンド デコーダー 

L-i r ■ B l ! <：：： u >j <：：： r ■ 

デコーダーを選んで 2 チヤンネルソースをマルチチヤンネルで再生するときに選びます。詳しくは、 

59 ページをご覧ください。 















音場プログラムを楽しむ 


■ サラウンドスピーカーなしで音場プ□クラ 
ムを楽しむ（バーチャルシネマ DSP ) 

サラウンドスピーカーがない場合でも、バーチャル 
シネマ DSP モードにより、臨場感あふれる音場再 
生を楽しめます。パーチャルシネマ DSP モードで 
は、仮想スピーカーを創り出すことによって自然な 
音場を再現します。 「 SUR . L/R SP 」 を 「 NONE 」 
に設定すれば （66 ページ)、音場プ□グラム （40 
ページ）を選んでいるときは自動的にバーチャルシ 
ネマ DSP モードに切り替わります。 


こ'注意 

以下の場合は、 「 SUR . L/R SP 」 を 「 NONE 」 に設定し 
ても （66 ページ)、バーチャルシネマ DSP モードには 
切り替わりません。 

-MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を入力選択し 
ているとき （35 ページ） 

—へッドホンを PHONES 端子に接続しているとき 
-7 ch Stereo を選んでいるとき 

■ へッドホンで音場プログラムを楽しむ 
(サイレントシネマ™) 

サイレントシネマ™では、ドルビーデジタルや 
DTS などのマルチチャンネルソースを、ヘッドホ 
ンで楽しめます。音場プ□グラム （40 ページ）を 
選んでいるときにへッドホンを PHONES 端子に接 
続すれば、自動的にサイレントシネマ™モードに 
切り替わります。サイレントシネマ™モードで再 
生しているあいだは、フロントパネルディスプレイ 
の SILENT CINEMA インジケーターが点灯します。 


以下の操作をする前に、 U モコンの操作機器選択ス 
イッチで⑯ AMP を選んでください。 


音場効果をかけずに再生する 
以トレートァ」一トモード） 

スト レー ト デコー ドモードでは、2チヤンネル ソー 
スをフ□ント左/右スピーカーからステレオ音声で 
再生します。マルチチヤンネルソースの場合は、 
ソースを適切なデコーダーでデコードし、音場効果 
をかけずにマルチチャンネル音声で再生します。 


©STRAIGHT キー（または ㉔ STRAIGHT 
キー）を押して、 「 Straight 」 を選ぶ。 

■ ストレートデコードモードを解除する 


©STRAIGHT キー（または ㉔ STRAIGHT 
キー）をもう一度押して、フロントパネルデイスプ 
レイの 「 Straight 」 表示を消す。 

音場プ□グラム名が表示され、音場効果をかけた状 
態に戻ります。 


ご注意 

• MULTI CH INPUT 端子に接続した機器は、サイレント 
シネマ ™ モードで再生できません （35 ページ)。 
•ピュアダイレクトモード （44 ページ)、または 2 ch 
Stereo (42 ページ)、ストレートデコードモードを選 
んでいる場合は、サイレントシネマ TM モードは無効に 
なります。 


■ 基本操作 
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その他の音声機能 


以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス 
イツチで⑯ AMP を選んでください。 


原音に忠実な音質で再生する 
(ピュアダイレクトモード） 

入カソースを原音に忠実な高品質音声で再生します。 
ピュアダイレクトモードをオンにすると、音声入力 
信号を最小限の回路構成で再生します。 


◎PURE DIRECT キー（または ㉗ PURE 
DIRECT キー）を押して、ピュアダイレクトモー 
ドのオン/オフを切り替える。 

ピュアダイレクトモードで再生しているあいだは、 
フロントパネルの ©PURE D 旧 ECT キーが点灯し、 
フロントパネルディスプレイは消灯します。 

ご注意 

• ピュアダイレクトモードで再生しているときは、以下の 
設定が無効になります。 

一音場プログラム2切り替え 
ーモニター画面表爪 

_セットメニューでの設定変更（音量の設定以外） 

—すべてのビデオ機能（ビデオコンノ（ージョン機能など） 
•本機の電源をスタンバイにすると、ピュアダイレクト 
モードは自動的に解除されます。 

ピュアダイレクトモードで再生中に入力切り替えや音量調 
節などの操作をすると、フロントパネルディスプレイが数 
秒間だけ点灯します。 


スピーカーの 音量を調節する 

再生音を聴きながら、各スピーカーの音量を調節し 
ます 。 MULTI CH INPUT 端子に接続した機器を再 
生しているときも調節できます。 

こ'注意 

「AUTO SETUP 」 （「スタートアップガイド」9ページ） 

や 「SP LEVEL 」（67 ページ）で各スピーカーの音量を調 
節している場合は、設定が上書きされます。 


1 リモコンの⑦ LEVEL キーを押してから、 

⑧ △/ ▽キーを繰り返し押して、調節するス 
ピーカーを 選ぶ。 


表示 調節する スピーカー 


r~!—. 1 I - :- : 

「 i ~. i " - i i L .. 

フロント左 スピーカー 

i - i i i \ 

フロント右 スピーカー 

CENTER センタ—スピーカ— 

二:: Ljr ::. b l ._ 

サラウンド左 スピーカー 

■ i ir-. i -- . 

サラウンド右 スピーカー 

SBL サラウンドバック左 スピーカー 

lii'bK 

サラウンドバック右 スピーカー 

Si . i . iF :: R サブウーファー 



プレゼンス左 スピーカー 


rKH ；：' K プレゼンス右スピ _ 力 _ 


音色を調節する 
(卜ーンコント □ ール） 

フロント左/右スピーカーまたはヘッドホン（接続 
時のみ）の低音域と高音域のパランスを調節します。 

設定はスピーカー用とへッドホン用で別々に保存されます。 


1 フロントノ（ネルの ©TONE CONTROL キー 

を繰り返し押して、低音域 （ BASS ) または高 
音域 ( TREBLE ) を選ぶ。 


ご、ふ’こ 

•各チャンネル スピーカー の有無により、設定できる 
スピーカーは 変化し ます。 

•モニター画面をオンにしているときは、 「 LEVEL 」 
メニューが表示されます。 


2 ⑧</> キーを押して、音量を調節する。 

• 音量を上げるには、⑧>キ_を押します。 
• 音量を下げるには、⑧<キ_を押します。 
調節範囲：一10.0 dB 〜+10.0 dB 


3⑦ LEVEL キーを押して、音量の調節を終了する。 


2 ⑭ PROGRAM セレクターを回して、音色を調節する。 

調節範囲：一1 O . OdB 〜+10.0 dB 


ご注意 


•音色を極端に調節した場合、他のスピーカーとの音のつ 
ながりが悪くなることがあります。 

• ピュアダイレクトモードで再生しているときや MULTI 
CH INPUT 端子に接続した機器を再生しているとき 
(35 ページ）は音色を調節できません。 
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FM / AM 放送を聴く 


選局方法を選ぶ 


FM / AM 放送は、大別して2種類の方法で受信できます。 

ノーマルチューニングモード （AUTO TUNING / MANUAL TUNING ) 

周波数をサーチしたり、直接指定したりして FM / AM 放送を自動、または手動で受信します（下記 
「ノーマルチューニングモードで選局する」）。 

プ U セツトチューニングモード （PRESET TUNING ) 

FM / AM 放送局をプリセツト（登録）しておき、プリセツトグループとプリセツトナンパーを指定する 
ことによって簡単に呼び出します（「プリセットチューニングモードで選局する」 （46 ページ））。 


こ'注意 

受信感度が最良になるように、本機に接続した FM/AM アンテナの向きや位置を調節してください。 


ノーマルチューニングモードで 
選局する 


以下の操作を行5前に、リモコンの操作機器選択ス 
イッチで⑯ SOURCE を選び、④ TUNER キーを押し 
てください。 


1 ©INPUT セレクター を回して（または 

④ TUNER キーを押して)、 ITUNERJ を入力 
選択する。 


2 ©BAND キー（または ⑦ BAND キー）を押し 
て、パンドを選ぶ。 

フロントパネルディスプレイに 「 FM 」、 または 
「 AM 」 と表示されます。 


3 ©SEARCH MODE キー（または ⑲ SRCH 
MODE キー）を押して、受信方法を選ぶ。 

• オート選局モード （AUTO TUNING ) 

電波が強く、受信を妨げる障害物がない場合 
に効果的です。 

フロントパネルディスプレイに 「AUTO 
TUNING 」 と数秒間表示され、 AUTO イン 
ジケーターが点灯します。 


点灯 



コロン （ ： ） 非表示 


マニュアル選局モード （MANUAL TUNING ) 

受信したい放送局の電波が弱く、オート選局 
モードで受信できない場合に使います 。 FM 
放送局を受信する場合は自動的にモノラル受 
信が行われ、電波が弱い場合でもよりよい受 
信状態で音声をお楽しみいただけます。 
フロントパネルディスプレイに 「MANUAL 
TUNING 」 と数秒間表示されます。 



コロン （ ： ） 非表示 


• プ 1 J セツトチユーニングモード 

(PRESET TUNING ) 

あらかじめ登録しておいた放送局の中から、 
受信する放送局を選びます。 

フロントパネルディスプレイに 「PRESET 
TUNING 」 と数秒間表示されます。このと 
き、周波数ダイレクト選局では受信できませ 
ん。詳しくは46ページをご覧ください。 


4 ② PRESET/TUMINGo / > キー（または 
©PRESET/CHA / ▽キー）を繰り返し}甲し 
て、放送局を受信する。 

• ⑥〇キー（または® △キー）を押すと、低い 
周波数から高い周波数へ向かって選局します。 

• ©< キー（または®▽キー）を押すと、高い 
周波数から低い周波数へ向かって選局します。 

•放送局を受信すると、フロントパネルディスプレイに 
TUNED インジケーターが点灯します。 

• マニュアル選局しているときにキーを押し続ければ、 
サーチを継続できます。 

• © INFO キーを繰り返し押して、フロントパネルディス 
プレイに周波数と音場プ□グラムを表示できます。 


■ 基本操作 
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FM / AM 放送を聴く 


以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス 
イッチで⑯ SOURCE を選び、④ TUNER キーを押し 
てください。 


■ 周波数ダイレクト選局 

周波数を直接入力して、放送局を受信します。 


1 ⑦ BAND キーを繰り返し押して、バンドを選ぶ。 

フロントパネルディスプレイに 「 FM 」、 または 
「 AM 」 と表示されます。 


2 ⑧ SEARCH MODE キー（または ⑲ SRCH 
MODE キー）を押して、オート選局モード 
(AUTO TUNING ), またはマニュアル選局 
モード （MANUAL TUNING ) を選ぶ。 



コロン （ ： ） 非表示 


フロントパネルディスプレイにコロン （ ： ） が表示 
されている場合は、放送局の周波数を入力できませ 

ん。 ®SEARCH MODE キー（または⑲ SRCH 
MODE キ _) を繰り返し押して、コロンを消してく 
ださい。 


3数字キー （⑧） を押して、受信する放送局の周 
波数を入力する。 

例： 77.1 MHz の放送局を受信する場合 


%— %— % 


受信範囲外の周波数が入力された場合、フロントパネル 
ディスプレイに 「WRONG STATION 」 と表示され、前 
回選局していた放送局が自動的に選局されます。 


プリセツトチユーニングモード 
で選局する 

AM / FM 放送局を40局 （8 局 x 5グループ、 

A 1 〜 E 8) まで登録（プリセツト）できます。 
放送局を登録しておくと、あとは簡単な操作で選局 
できます。放送局を登録するには、「オートプリ 
セツトで登録する」 （47 ページ）または「マニユ 
アルプリセツトで登録する」 （47 ページ）をご覧 
ください。 


以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス 
イッチで⑱ SOURCE を選び、④ TUNER キーを押し 
てください。 


1 ⑧ SEARCH MODE キー（または ⑲ SRCH 

MODE キー）を繰り返し押して、プリセツト 
チューニングモード （PRESET TUNING ) を 
選ぶ。 


2 ㊣ PRESET/TUNINGc / > キー（または 
⑧ PRESET/CHA / ▽キー）を押して、プ■」 
セット放送局 （ A 1 〜 E 8) を選ぶ。 

プリセットグループとプリセット番号がバンド 
や周波数とともにフロントパネルディスプレイ 
に表示されます。 



プリセツトグループ、プリセツト番号 


©A/B/C/D/E キー（または⑧ A/B/C/D/E キー) 
を繰り返し押して、プリセツトグループ （ A 〜 E ) 

を切り替えることもできます。 
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FM / AM 放送を聴く 


■ オートプリセットで登録する 

電波の強い FM 放送局を、自動的に40局（8局父 
5グループ、 A 1〜 E 8) まで登録（プリセット） 
できます。 

AM 放送局は自動で登録できません。手動で登録し 
てください（右記参照)。 


1 ©INPUT セレクターを回して（または操作機 
器選択スイッチ（⑯）で SOURCE を選び、 

④ TUNER キーを押して)、 TUNER を入力選 
択する。 


2 ©BAND キー（または ⑦ BAND キー）を押し 
て、 「 FMJ を選ぶ。 

フロントパネルディスプレイに 「 FM 」 と表示 
されます。 


3 ©MEMORY キ ー（ または ⑧ MEMORY キー） 

を3秒以上押し続ける。 

プリセツトグループ/番号と MEMORY インジ 
ケーター、 AUT 0 インジケーターが点滅しま 
す。約5秒後に、現在の周波数から高い周波数 
に向かってオートプリセツトを開始します。 


点滅 



点滅 


オートプリセットが完了すると、 MEM 0 R 丫イ 
ンジケーターが消灯します。 

• オートプリセットを開始するプリセット番号を指定でき 
ます。手順3を操作したあとに、 ©A/B/C/D/E キー 
を押してから ®PRESET/TUNING<1 / 〇キーを繰り 
返し押して、最初のプリセット放送局を登録するプリ 
セット番号を選んでください。 

•登録を中止するには、選局しているときに 
©MEMORY キー（または⑨ MEMORY キー）を押し 
てください。 


ご注意 

•同じプリセット番号に新しし倣送局を登録すると、前に 
登録されていた放送局は消去され、新しい放送局に入れ 
替わります。 

•オートプリセットでは、登録する放送局の数が4〇 ( A 1 
〜 E 8) に満たない場合には、登録されなかったメモリー 
に A 1 からのプリセット放送局が順番に登録されます。 

• オートプリセットでは、電波の強い FM 放送局だけが登 
録されます。 AM 放送局や電波の弱い FM 放送局を登録 
したいときは、ノーマルチューニング モー ドで放送局を 
受信したあと、手動で登録してください（「マニュアル 
プリセツトで登録する」右記参照)。 


■ マニュアルプリセツトで登録する 

AM 放送局や、電波の弱い FM 放送を手動で登録し 
よ9 〇 


1 放送局を受信する。 

受信方法については45ページをご覧ください。 


2 ©MEMORY キー（または ⑨ MEMORY キー) 
を押す。 

フロントパネルデイスプレイに MEMORY イ 
ンジケ_夕_が約30秒間点滅します。 


MEMORY 

点滅 


登録を中止するには、選局しているときに 
©MEMORY キー（または® MEMORY キー）を 
押してください。 


3 MEMORY インジケーターが点滅しているあいだ 
に、⑥ PRESET/TUNINGO / > キー（また 
は⑧ PRESET/CHA / ▽キー）を繰 D 返し押し 
て、プリセツト放送局 （ A 1 〜 E 8) を選ぶ。 

• ㊣ 〇キー（または⑧△キー）を押すと、低い 
プリセツトグループ/番号から高いプリセツ 
トグループ/番号へ向かって選局します。 

• ㊣ <キー（または®▽キー）を押すと、高い 
プリセツトグループ/番号から低いプリセツ 
トグループ/番号へ向かって選局します。 


点滅 



I 

A 1に登録 


©A/B/C/D/E キー（または⑧ A/B/C/D/E キ ー) 
を繰り返し押して、プリセツトグループ （ A 〜 E ) 

を切り替えることもできます。 


4 MEM 〇 RY インジケーターが点滅しているあい 
だに、 ©MEMORY キー（または 
⑨ MEMORY キー）を押す。 

バンドや周波数がプリセツトグループとプリ 
セツト番号とともにフロントパネルディスプレ 
イに表示されます。 MEMORY が消灯します。 


■ 基本操作 
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FM / AM 放送を聴く 


ご注意 

•同じプリセット番号に新しい放送局を登録すると、前に 
登録されていた放送局は消去され、新しい放送局に入れ 
替わります。 

•放送局が登録されると、放送局の周波数と受信モード 
(ステレオ、モノラル）も同時に登録されます。 

■ プリセットした放送局を入れ替える 

オートプリセットやマニュアルプリセット機能を 
使つて登録した放送局を入れ替えられます。 
ここでは例として、 「 E 1」（ E = プリセットグルー 
プ、1=プリセット番号）に登録した放送局を 
「 A 5」 に、 「 A 5」 の放送局を 「 E 1」 に変更する場 
合の手順を説明します。 


4 ®EDIT キーをもう一度押す。 

フロントパネルディスプレイに 「EXCHANGE 
E 1- A 5」 と表示され、プリセツト放送局が入 
れ替わります。 


以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス 
イッチで⑯ SOURCE を選び、④ TUNER キーを押し 
てください。 


1 ©A/B/C/D/E キーと⑥ PRESET/ 

TUNINGO/O キーを押して、 「 E 1」 を選ぶ。 

「プリセツトチューニングモードで選局する」 

をご覧ください （46 ページ)。 


2 ⑧ EDIT キーを 3 秒以上押し続ける。 

フロントパネルディスプレイに 「 E 1」、 および 
MEMORY インジケーターが点滅します。 


点滅 



点滅 


3 ©A/B/C/D/E キーと ㊣ PRESET/ 

TUMNG</I> キーを押して、 「 A 5」 を選ぶ。 

フロントパネルディスプレイに 「 A 5」、 および 
MEMOR 丫インジケーターが点滅します。 

「プリセツトチューニングモードで選局する」 

をご覧ください （46 ページ)。 


点滅 



点滅 
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iPod を再生する 


リアパネルの DOCK 端子に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売 YDS -1 0など）に iPod をセットすれ 
ば （23 ページ)、 iPod を本機のリモコンで操作したり、モニター画面に表示されるメニューを見ながら操 
作したりすることができます。また、コンプレストミュージック•エン八ンサーモードを選べば、圧縮オー 
デイオフオーマツト （ MP 3 など）をダイナミックな音声で再生できます。 


ご注意 


•iPod (クリックホイール ）、 iPod nano、iPod mini に対応しています。 

• iPod の種類やソフトウェアのバージョンにより、映像系ファイルの表示など、一部の機能が使えない場合があります。 

來 

• フロントパネルディスプレイやモニター画面に表示されるメッセージについては、「故障かな？と思ったら」の iPod 
欄をご覧ください （91 ページ） 

•本機と iPod との通信が完了すると、フロントパネルディスプレイに 「iPod connected 」 と表示され、 DOCK インジ 
ケーターが点玎します。 操 

• DOCK 端子には、 iPod のアナログ音声信号およびアナログ映像信号のみ入力されます。入力されたアナログ音声信号 
は AUDIO OUT ( REC ) 端子からのみ出力されます。 

•本機の電源がオンのとき、本機に接続したヤマ八製 iPod 用ドック（別売 YDS -10 など）にセットした iPod は自動的 
に充電されます。また 、 「INPUT MENU 」 の 「STANDBY CHARGE 」 で、本機の電源がスタンバイのときの iPod 
の充電モードを設定できます （74 ページ)。 iPod を充電しているときは、 DOCK インジケーターが点灯します。 


iPod を操作する 


V - AUX / DOCK を入力選択すれば、 iPod を操作できます。 iPod は、モニター画面に表示されるメニュー 
を見ながら行う「メニュー表示モード」と、 iPod の画面を見ながら行う「ノーマルモード」の2種類の方 
法で操作できます。 


■ リモコン操作 


以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス 
イッチで⑯ SOURCE を選び、④ V-AUX キーを押し 
てください。 


キー 

機能 

⑧ ENTER 

選んだメニューに入ります。 

A 

上のメニューにカーソルを移動します。 

V 

下のメニューに力ーソルを移動します。 

<i 

1つ前の表示に戻ります。 

i > 

選んだメニューに入ります。 

⑩《 

巻き戻しします（長押し)。 


早送りします（長押し)。 

»i 次の曲の先頭にスキップします。 

KW 再生中の曲の先頭にスキップします。 

□ 

再生を停止します。 

DD 

一時停止します（ノーマルモード時は 
再生/一時停止)。 

[> 

再生します（ノーマルモード時は再生/ 
一時停止)。 

⑲ MENU 

1つ前の表示に戻ります。 

⑳ DISPLAY 

メニュー表示モードに入る、または終 
了します。 


■ ノーマルモードで操作する 

ノ _ マルモ _ ドでは、モニター画面にメニュ_を表 
示させずに、リモコンを使って基本的な操作（再 
生、停止、スキップなど）ができます。 


• iPod に保存されている映像系のファイルも楽しめます 
(一部モデルを除く）。 

• iPod 本体で fe 操作でぎます。 
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iPod を再生する 


■ メニュー 表示モードで操作する 

本機とモニターを映像接続すれば、モニター画面に 
表示されるメニューを見ながらリモコンを使ってさ 
まざまな操作ができます。また、コンテンツの情報 
を見たり、お好みに合わせて設定を変更したりする 
ことちできます。 


•「OPTION MENU 」 の 「FL SCROLL 」 で、再生してし'! 
る曲のフロントパネルディスプレイでの表示方法を設定 
できます （76 ページ)。 

- 「OPTION MENU 」 の 「 OSD - SOURCE 」 で、メ 
ニューや再生情報をモニター画面に表示させたとぎの表 
示時間を設定できます （76 ページ)。 


こ'注意 

• iPod 本体では操作できません。 

•本機が表示できない文字は r_j (アンダーパー）で表 
示されます。 

•「 Settings 」 項目は、モニター画面に表示されるメ 
ニューでのみ変更できます。⑧ △/ ▽キー、および 
⑧ ENTER キーを押して、 I 受定を変更してください。 

• 映像系のファイルはメニュー表示モードでは選択できま 
せん。ノーマルモードで再生してください。 


1 操作機器選択スイッチ （⑱） で SOURCE を選 
び、④ V-AUX キーを押す。 


シャッフル Shuffle 

曲やアルバムをランダムに再生します。 

選択項目： Off 、 Songs、Albums 

• ランダム再生しない場合は、 「 Off 」 を選んでく 
ださい。 

• 曲ごとにランダム再生する場合は、 「 Songs 」 を 
選んでください。 

• アルバムごとにランダム再生する場合は、 
「 Albums 」 を選んでください。 

「 Shuffle 」 が rotfJ 以外に設定されているときは、モニ 

ター画面の右上に r =) cJ が表示されます。 

曲やアルバムを繰り返し（リビート）再生します。 

選択項目： Off 、 One、All 

• リピート再生しない場合は、 「 Off 」 を選んでく 
ださい。 

• 曲ごとにリピート再生する場合は、 「 One 」 を選 
んでください。 

• すべての曲をリピート再生する場合は、 「 All 」 を 
選んでください。 

「 One 」 または 「 All 」 を選んでいるときは、 モニター 画面 

の右上に「〇」、または「〇」が表示されます。 

■ 再生情報画面の表示 


2 ⑳ DISPLAY キーを押す。 

メニュー画面がモニターに表示されます。 


iPod Top 



Hrt.i sis 

fllbuns 

Son9s 

Genres 

Conposers 

Settings 


3 ⑧ △/▽/</> キーを押してメニュー項目を 

選び、 ⑧ ENTER キーを押して再生する。 

選択項目： Playlists (プレイリスト）、 

Artists (アーテイスト）、 

Albums (アルバム)、 

Songs (曲名）、 

Genres (ジヤンル）、 

Composers (作曲#)、 

Settings (設定メニュー） 

• Playlists > Songs 

• Artists > Albums > Songs 

• Albums > Songs 

• Songs 

• Genres > Artists > Albums > Songs 

• Composers > Albums > Songs 

• Settings > Shuffle、Repeat 


LUJ 
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1] トラック番号/トラック数 

2] アーティスト名 

3] 曲名 

4] 進渉表示 

5] 経過時間 

6] シャッフル / U ピート表示 

7] ► (再生)、 II (一時停止)、 ►► (早送り）、 
斓（巻き戻し） 

8 ] アルバム名 


9] 残り時間 
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Bluetooth ® 機器を再生する 


ヤマハ製巳 luetooth アダプター(別売 YBA -10 など）を DOCK 端子に接続すれば、本機と巳 luetooth 
機器（ポータブルオーディオプレーヤーなど）をケープルで接続することなく、 Bluetooth 機器に保存し 
た音楽ファイルを再生できます。再生する前に、 Bluetooth アダプターと Bluetooth 機器を「ペアリン 
グ」してください。 


Blue tooth ® アダプターと 
Bluetooth ® 機器をペアリングする 

Bluetooth 機器を Bluetooth アダプターを使って 
本機で再生する前に、「ペアリング」を行います。 

本機能をはじめて使う場合や、ペアリングしたデー 
夕が消去された場合は、必ず行ってください。「ぺ 
アリング」とは、 Bluetooth で通信するために 
Bluetooth 機器を登録することです。 


• ペアリングは、 Bluetooth 機器と Bluetooth アダプ 
ターをはじめて使うときのみ必要です。 

• Bluetooth で通信できるようにするには、本機および 
Bluetooth 機器の両方でペアリングしてください。必要 
に応じて Bluetooth 機器の取扱説明書もご覧ください。 

本機では、セツトメニュー 「START PACING 」 

と、クイックペアリングの2種類の方法でペアリ 
ングできます。 

■ セットメニューでペアリングする 

モニターに表示されるメニューを見ながらペアリン 
グします 。 「INPUT MENU 」 の 「START 
PACING 」 を選んでください。詳しくは、74 
ページをご覧ください。 

■ クイックペアリングでペアリングする 


セキュリティー確保のため、ペアリングできる時間は 
8分に制限されています。以下の手順を一通り読んで 
から操作に移ることをおすすめします。 


1 ©INPUT セレクターを回して（または操作機 
器選択スイッチ（⑯）で SOURCE を選び、 

④ V-AUX キーを押して)、 V - AUX を入力選 
択する。 


2ペアリングしたい Bluetooth 機器の電源をオン 
にする。 


3 ©BAND キー（または ⑦ BAMD キー）を、約 
3秒間押し続ける。 

フロントパネルデイスプレイに 
「 Searching ...」 と一時的に表示され 、 DOCK 
インジケーターが点滅します。 

ご'<^’こ 

ペアリングをキャンセルするには、再度© BAND 
キー（または⑦ BAND キ _) を押します。 


ご注意 

Bluetooth アダプターが DOCK 端子に接続されて 
いない場合は、フロントパネルディスプレイに 「No 
BT Adapter 」 と表示されます。 


4 Bluetooth 機器が Bluetooth アダプターを認識 
していることを確認する。 

Bluetooth 機器が Bluetooth アダプターを認 
識している場合は、 Bluetooth デバイスリス 
卜に 「 YBA -10 YAMAHA 」 （例）と表示され 

よ9 〇 


5 Bluetooth デバイスリストから Bluetooth アダ 
プターを選び、 Bluetooth 機器にパスキー 
「0000」を入力する。 

正しくペアリングされた場合は、フロントパネ 
ルディスプレイに 「 Completed 」 と表示され 
よ9 〇 


こ'注意 

ヤマハ製 Bluetooth アダプターは8台までの Bluetooth 
機器とペアリングできます。9台目の機器が正しくべアリ 
ングされ、ペアリングデータが登録された場合、最初にぺ 
アリングした機器のデータは消去されます。 


Bluetooth ® 機器の再生を楽しむ 


1 ◎IMPUT セレクターを回して（または操作機 
器選択スイッチ（⑯）で SOURCE を選び、 

④ V-AUX キーを押して）、 V - AUX を入力選 
択する。 


2 Bluetooth 機器の再生を開始する。 

接続した Bluetooth アダプターが Bluetooth 
機器を認識すると、フロントノ^ネルデイスプレ 
イに 「BT connected 」 と表示され 、 DOCK 
インジケータ— が点灯します。 


⑧ ENTER キーを押すと、接続した Bluetooth アダプ 
ターは最後に接続していた Bluetooth 機器を検索し、 
接続します。 Bluetooth アダプターが Bluetooth 機器 
を検索できなかった場合は、フロントパネルディスプレ 
イに 「Not found 」 と表示されます。 

Bluetooth アダプターと Bluetooth 機器の接続を解除 
するには、⑧ RETURN キーを押してください。 
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■ 基本操作 


















外部機器で録音/録画する 


録音される音声の音量の調節や操作は、録音機器側で行います。詳しくは録音機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 


DTS 信号はデジタルビットストリームで伝送されるため、 DTS 信号をデジタル録音したものをデコー 
ダーを通さずに再生するとノイズだけが再生されます。 DTS - CD または DTS DVD の音声をデジタル録 
音したものを再生する場合は、デコーダーを通して再生してください。 DTS - CD の音声を録音する場合 
は、 DTS デコーダー内蔵の DVD プレーヤーからアナログで録音することをおすすめします。詳しくは、 
お使いのプレーヤーに付属している取扱説明書をご覧ください。 


ご注意 


• 本機をスタンバイにすると、接続した機器間で録音/録画できません。 

• I -ーンコント□—ル （44 ページ）や音量の設定 （34 ページ)、スピーカーの音量 （44 ページ)、音場プログラム 
(4 〇ページ）の効果は、録音される音声に影響しません。 

• MULTI CH INPUT 端子に接続した機器の音声は録音できません。 

• DIGITAL INPUT 端子に入力したデジタル信号は、録音用のアナログ AUDIO OUT ( REC ) 端子から出力されません。 
同様に 、 AUDIO IN 端子から入力したアナログ信号を DIGITAL OUTPUT 端子から出力することもできません。アナ 
ログ信号を録音する場合は、再生する機器をアナログ接続してください。同様に、デジタル信号を録音する場合は、再 
生する機器を同軸デジタルまたは光デジタル接続してください。 

• 再生している機器の音声/映像を、同じ機器で録音/録画できません。 

• 本機では、 S ビデオまたはコンポジットビデオ端子から入力した映像信号を録画できます。 S ビデオ映像を録画する場 
合は、再生する機器を S ビデオ接続してください。同様に、コンポジットビデオ映像を録画する場合は、再生する機器 
をコンポジットビデオ接続してください。 

• DOCK 端子から入力した音声信号は 、 AUDIO OUT ( REC ) 端子からのみ録音できます。 

•あなたが録音したものは、個人で楽しむ場合以外は、著作権者に無断で使用することはできません。 

没: 

録音/録画する前に、あらかじめ「試し録音」、「試し録画」をしてください。 


コピー防止機能のあるビデオを再生すると、画像が乱れる場合があります。 


1 本機と本機に接続されているすべての機器の電 
源をオンにする。 


2 © INPUT セレクターを回して（または、入力 
選択キー（④）を押して)、録音/録画したい 
機器を選ぶ。 


3 録音/録画する音声や映像を再生する、または 
FM / AM 放送局を選ぶ。 


4 録音/録画機器を操作して、録音/録画を開始 
する。 
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HDMI コントロール機能を使う 


HDMI を使ったコント□—ル機能に対応しているテレビ（一部を除く）と本機を HDMI 接続した場合、テ 
レビのリモコンで本機の以下の機能を操作できます。 

• 電源のオン/スタンバイ（テレビ連動） 

• 音量の調節（上/下、消音） 

• 音声を出力する機器の切り替え（テレビ〇本機） 

• テレビや、テレビと接続した機器の音声信号を本機で再生 
• 本機と HDMI 接続した HDMI コント□—ル機能対応機器とのリンク動作 

HDMI を使ったコン ト□—ル 機能に対応している機器の例として、パナソニック製ビエラリンク対応テ レ 
ビ「ビエラ 」、 DVD レコーダー/ブルー レイ レコーダー 「ディーガ」、東芝製レグザリンク対応テレビ 
「 REGZA 」 などがあります。テレビや DVD レコーダー/ブルー レイ レコーダー/ HD DVD レコーダー 
は、なるべく 同ーメーカー のものを使うことをおすすめします。 

故こ 

• HDMI を使ったコント□—ル機能に対応している DVD レコーダー/ブルーレイレコーダー/ HD DVD レコーダー 
(一部を除く）を HDMI 接続している場合は、それらの機器も連動して操作できます。詳しくは DVD レコーダー/ 
ブルーレイレコーダー/ HD DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 

• 下記の設定時には、テレビの取扱説明書も合わせてご覧ください。 


1 HDMI を使ったコントロール機能に対応してい 
るテレビと本機を HDMI 接続する。 


HDMI や HDMI 接続について詳しくは、 「 HDMI に 
ついて」 （16 ページ)、および「テレビやプ□ジェク 
ターを接続する」 （18 ページ）をご覧ください。テ 
レビの取扱説明書では、 AV アンプとの接続方法をご 
覧ください。 


2 HDMI 接続しているすべての機器の電源をオン 
にする。 

外部機器の操作について詳しくは、お使いの機 
器に付属している取扱説明書をご覧ください。 


3 HDMI 接続しているすべての機器の設定を確認 
し、コントロール機能を有効にする。 

「HDMI CONTROL 」（78 ページ）を 「 ON 」 

に設定してください。外部機器の設定について 
詳しくは、お使いの機器に付属している取扱説 
明書をご覧ください。 

手順1〜手順3までは、一度操作すれば二回 
目以降は必要ありません。 


4 テレビの電源をオフにする。 


5 HDMI 接続している、テレビ以外の機器の電源 
がオンになつていることを確認する。 

オフになつている場合は、オンにしてください。 


6 テレビの電源をオンにする。 


7テレビの入力を、本機に接続した入力 
([ HDMI ] など）に切り替える。 


8本機の入力を 、 DVD レコーダーまたはブルー 
レイレコーダー、 HD DVD レコーダーに切り 
替えて、レコーダーの画像が正しく映るかを確 
認する。 


9 テレビのリモコンで、本機の電源オン/スタン 
パイや音量の調節、音声出力機器の切り替えな 
どの操作をする。 


「STANDBY THROUGH 」（78 ページ）を 「 ON 」 に 
設定している場合、本機の電源がスタンバイのときでも 
本機と HDMI 接続した機器の映像や音声をテレビで再 
卞でキ*オ 

本機が動作しない場合は、以下のことをご確認ください。 
—「HDMI CONTROL 」（78 ぺ一、ジ）がく「〇 N 」 に設定 
されている 

—テレビの設定で、 HDMI を使ったコント□—ル機能が 
有効になっている（テレビの取扱説明書参照） 

テレビの電源をオン/オフしたり、電源プラグをコンセ 
ントに接続し直したりすると、正常に動作する場合もあ 
ります。 

HDMI 以外の音声を再生しているときには、テレビのリモ 
コンを操作してテレビの電源をオフにしても、本機の電源 
はスタンバイになりません。そのまま再生を楽しめます。 


ご注意 

「STANDBY THROUGH 」（78 ページ）を 「 OFF 」 に 
設定している場合、本機の電源がスタンバイのときは 
HDMI コントロール機能ははたらきません。テレビの電 
源と連動して本機の電源のオン/スタンバイを切り替える 
場合は、 「 ON 」 に設定してください。 


「 STAND 巳 YTHR 〇 UGH 」 を 「 ON 」 に設定してし、る 
場合、待機時消費電力をより多く消費しますので、 
「 OFF 」 に設定するか、長期間本機を使用しない場合は 
電源プラグをコンセントから抜いておくことをおすす 
めします。 

使用を再開するときは、手順2から設定し直すことを 
おすすめします。 


■ 基本操作 
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音声出力を詳細に設定する 


音場 パラメーターを 変更する 

音場プ□グラムは初期設定のままで十分にお楽しみ 
いただけますが、音場プ□グラムを変更することに 
より、ソースやリスニングルームの音響にあわせて 
音場効果をアレンジできます。 


ご注意 


「OPTION MENU 」 の 「MEMORY GUARD 」 を 「 ON 」 
に設定しているときは、音場パラメーターを変更できませ 
ん （77 ページ)。変更する前に 「 OFF 」 に設定してくだ 
さい0 


1本機に接続したモニターの電源をオンにする。 


2操作機器選択スイッチ（⑯）で AMP を選び、 
⑳ PARAMETER キーを押す。 

以下の画面がモニターに表示されます。 

音場プログラム 



音場 パラメーター 設定値 


3 ㉑ PROGc/o キーを 押して、 パラメーター 

を変更したい音場プログラムを選ぶ。 


4 ⑧ △/ ▽キーを押して、変更したい音場パラ 
メーターを選び、 ⑧ キーを押して、設 
定値を変更する。 

• 数値を大きくするには、⑧1>キ_を押します。 
• 数値を小さくするには、キーを押します。 

^(fvl 

• 音場ノ v° ラメーターの機能や調節範囲について詳しくは、 
55ページをご覧ください。 

•初期設定値を変更すると、モニターに表示されている音 
場パラメーター名の左側にアスタリスク （*) が表示さ 
れます。 

• 他の音場パラメーターの設定を変更する場合は、手順3 
と手順4を繰り返してください。 

• 音場プログラムの中には、音場パラメーターの表示がモ 
ニター上で1ページを超えるものがあります。このよう 
な場合は、⑧ △/ ▽キーを押してページを切り替えてく 
ださい。 

• 選んだ音場プ□グラムのパラメ_夕_を初期設定に戻す 
には、⑧▽キーを繰り返し押して 「 INITIALIZE 」 を選 
び、⑧>キ_を押します。確認画面がモニター画面に 
表示されたら、キーを押して確定するか、 

キーを押してキャンセルしてください。 



5 ⑳ PARAMETER キーを押して、音場パラ 

メーターの設定を終了する。 
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音声出力を詳細に設定する 


^V- 

音場 パラメー ターの変更のしかたについて詳しくは、54 
ページをご覧ください。 


■ 基本的な音 場パラメーター 

それぞれの音場プ□グラムは、プログラムの性格を 
特徴付けているパラメーターを持っています。音場 
プ□グラムを変更するときは、はじめに 「DSP 
LEVEL 」 および 「 DIALG . LIFT 」 を調節し、音場 
効果を一度確認したあとでその他のパラメ_夕_を 
変更することをおすすめします。 


セリフの上下位置調節 ( DIALG . LIFT ) 

プレゼンススピーカーを使つている場合に、セリフ 
など、中央に定位する音の定位位置（上下方向）を 
調節するパラメ_夕_です。値を大きくすると上方 
に定位します。 



エフェクト量の調節 （DSP LEVEL ) 

エフェクト量（音場効果のかかり具合）を微調節す 
るパラメーターです。視聴環境に合わせて、直接音 
のレベルを確認しながら音場効果のかかり具合を変 
更できます。 









〇 〇 
□ □ 


〇 ク 

□ □ 


□ □ 


エフェクト量：小 エフェクト量：大 


「DSP LEVEL」 は、以下のように調節してください。 

• 効果音が小さく感じられる 
• 各音場プログラム間の違いが感じ取れない 


効果レベルを大きくする 

• 音がぼんやりと聴こえる 
• 音場効果のかかり具合が過剰に感じられる 


〇 I 〇 m c | 


セリフがテレビ画面よりも低い位置から聞こえる場 
合、セリフの上下位置を上へ移動してください。 



選択項目： 0、1、2、3、4、5 

「0」（初期設定値）が最も低く、「5」が最も高い位 

fcC す0 


こ'注意 

•「 DIALG . LIFT 」 は 、 「EXTRA SP ASSIGN 」 を 
「 PRESENCE 」 に設定しているときのみ調節できます 
(65 ページ)。 

• セリフの上下位置を初期設定よりも下にすることはでき 
ません。 


効果レベルを小さくする 

可変範囲： 一6 dB 〜 + 3 dB 



のな置 
フ的位 
リ想位 
セ理定 


応用操作 
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音声出力を詳細に設定する 


ソースの 原音 
' 初期反射音 


ソースの 原音 
1初期反射音 


時間 



時間 



小二〇_1 


大= 2_0 


二 


ディレイ 


時間 


デイレイ 


時間 



デイレイ 


時間 







小=1 ms 


大= 99 ms 


L 2 L 空間の広がり感を調節するパラメーターです。値を大きくするほど広い空間（部屋）に 

:^フ^ 7 なり、値を小さくするほど狭い空間になります。音が反射を繰り返すとき、壁と壁の間 

が広い大きなホールほど、反射音と反射音の時間的な間隔が長くなります。このことか 
ら、反射音どうしの時間間隔を調節すれば、広がり感を変えることができるということ 
1 SIZE になります。 1 .◦で実測値そのまま、 2.0 にすると、 1 辺の長さが倍の空間になります。 

、、り/ 

空間の大きさを調節するときは、対応する音場の遅延時間も調節することをおすすめ 
します。本設定は、シネマ DSP 音場プ□グラムを選んでいる場合に特に効果的です。 


可変範囲： 0.1 〜 2.0 


■ その他の音場パラメーター 

音場プログラムをカスタマイズするには、以下の音場パラメーターで設定を変更してください。 


音場ノ 又ラメーターの変更の しかたについて詳しくは、54ページをご覧ください。 


音場 パラメーター 特長 


直接音から初期反射音が始まるまでの時間（遅延時間）を調節するパラメーターです。 
初期反射音の遅れは、音源と反射面との距離によって決まります。つまり、遅延時間を 
短くすると、音源が壁面に近づいた感じになり、逆に遅延時間を長くすると、音源は壁 
面から離れた感じになります。このパラメーターを調節することにより、ソースの原音 
から周りの壁までの距離感、空間の大きさ感、音像のできかた等が調節できます。 

、、り. 

遅延時間を調節するときは、対応する音場の空間の大きさも調節することをおすすめ 
します。本設定は、シネマ DSP 音場プ□グラムを選んでいる場合に特に効果的です。 


可変範囲：1〜 99 ms ( INIT . DLY 、 P . INIT . DLY ) 

1〜 49 ms ( S . INIT . DLY . SB INI . DLY ) 



In 


1(て^ 
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音声出力を詳細に設定する 


音場パラメーター 



特長 


初期反射音の減衰特性を決めるパラメ_夕_です。値を大きくするほど、ライブな 
(反響が多い）音場になり、値を小さくするほどデッドな（反響が少ない）音場になり 
ます。実際のホールでのライブ惑/デッド感は、反射面の吸音特性によって決定され、 
反射音の減衰が早ければデッドに、遅ければライブに感じられます。 


可変範囲：0〜1〇 




k デッド 


時間 





ライブ 


時間 



:「•_ [ | "T" T iv! !•— 

!\L：.V ■■ ! i I ill. 


後部残響音が減衰していく時間を調節するパラメーターです。約1 kHz の残響音が 
60 dB 減衰するのにかかる時間を基準にしています。値を小さくするほど、残響音が 
早く減衰します。 REV . TIME を調節することにより、反響が少なめのソースやリス 
ニン グルームに少し長めの残響時間を設定したり、逆に反響が多めのソースやリスニ 
ングルームには、短い残響時間を設定して自然な残響音となるように調節したりする 
ことができます。 


可変範囲：1 .0 〜 5.0 s 


後部残響音 


ソースの 原音 


後部残響音 



小=1 .Os 


大= 5.0 s 


57 Ja 
























































































音声出力を詳細に設定する 



ソースの原音 



k 續 I 溫レを I 謹隸く ig 揣 r 。 値を大きく する 隱 


可変範囲： 0〜100% 


L :4 RE . L :1 2チャンネルアナログソースを再生しているときにデコーダーや DSP 回路をバイパ 

(2ch Stereo のみ） スして、より局音質で再生します。 


選択項目： AUTO 、 OFF 


、ユ， 

•デコーダーや DSP 回路をバイパスするには、 I ンコント□—ルの 「 BASS 」、 およ 
び 「 TREBLE 」 が 「0 dB 」 に設定されているときに、 「 AUT 0」 を選んでください。 

• デコーダー や DSP 回路をバイパスしないときは、 I ン コント ロールの 
「 BASS 」、 および 「 TREBLE 」 が 「0 dB 」 に設定されているときに、 「 OFF 」 を選 
んでください。 

•マルチチャンネル信号（ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC ) が入力されると、入力信 
号は2チャンネルにダウンミックスされ、フロント左/右スピーカーから出力され 
ます。 

• 以下の場合、フロント左/右スピーカーの低音域成分はサブウーファーから出力さ 
れます。 

-「 LFE / 巳 ASS OUT 」 が 「 BOTH 」 に設定されているとき （65 ページ)。 

-「FRONT SP 」 が 「 SMALL 」 に設定されていて （66 ページ)、 「 LFE/BASS 
OUT 」 が fSWFRJ に設定されているとき （65 ベージ)。 




音 場 パラメーター 

特長 

F.C.U n し卜_! i 

残響音が発生しはじめるまでの時間を調節するパラメーターです。値を大きくするほ 
ど、残響音が初期反射音より遅れて発生するようになります。同じ REV.TIME でも、 
REV.DELAY を長くしていくと大きな空間の残響感になります。 


可変範囲： 〇〜25〇 ms 


二 (VJ(dB 


上 rvn dB 
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音声出力を詳細に設定する 




音場パラメーター 

特長 


SL 


(7 ch Stereo のみ） 


7 ch Stereo プログラムでの、各チヤンネルの音量を調節します。各チヤンネルス 
ピーカーの有無により、設定できるノ V ° ラメーターは変化します。 

可変範囲： 0〜100% 


1—1™ !—• P - - • -V. ! 1—•! ! 1~ - 1 

L l~ I l!L L- 1 L._ C. V il. L 

(Straight Enhancer 、 

7 ch Enhancer のみ） 

コンプレストミュージック • エン八ンサーモードの効果レベルを調節するパラメー 
ターです。高音域が過剰に強調されているときは、 「 LOW 」 に設定してください。 

選択項目： HIGH : LOW 


•効果レベルを弱くするには 「 LOW 」 に設定してください。 

•効果レベルを強くするには 「 HIGH 」 に設定してください。 


■ 音場プ□グラムと組み合わせるデコーダー 
を選ぶ （ SUR .) 

MOVE プログラム （Mono Movie 以外）と組み合 
わせるデコーダーを選びます。 MOV 旧プログラム 
について詳しくは、41ページをご覧ください。 

選べる デコーダー 


デコーダーを 選ぶ 


デコーダー 


説明 


映画用のドルビープ□ロジック 
llx (またはドルビープロ□ジッ 
ク II )デコーダーです。 「 SUR . 

巳 L/R SP 」 を 「 NONE 」 に設 
定している場合 （66 ページ)、 
ドルビープ□ロジック llx デコー 
ダーは選べません。 


6 C i nema 映画用の DTS デコーダーです。 


■ 2チヤンネル ソースを マルチチヤンネルで 
楽しむ（サラウンドデコードモード） 

2チヤンネル ソースを マルチチヤンネル化して楽し 
むための デコーダーを 選びます。 

操作機器選択スイッチ（⑯）で AMP を選び、 

㉓ SUR . DECODE キーを 繰り返し押して、デ 
コーダーを 選ぶ。 

選べるデコーダーについては、次ページの表をご覧 
ください。 

ご' 

各デコーダーのパラメーターを調節できます （60 ベー 
ジ)。操作機器選択スイッチで⑯ AMP を選び、 

㉙ PARAMETER キーを押してモニター画面を表示してく 
ださい。⑧ △/ ▽キーを繰り返し押してデコーダーパラ 
メーターを選んだら、⑧</>キ_を繰り返し押して調 
節してください。 


■応用操作 
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音声出力を詳細に設定する 



デコーダ— 


ド ルビー プ□ロジック デコーダー です。すべての ソースに 適しています。 


し丄 r ic ! i ! ic:i 


ドルビープ□ロジック IIX (またはドルビープ□□ジック II ) デコー ダーです。映画鑑賞 
に適しています。 「 SUR . B L/R SP 」 を 「 NONE 」 に設定している場合 （66 ページ)、 
ドルビープ□ロジック llx デコー ダーは選べません。 

ドルビープ□ロジック llx (またはドルビープ□□ジッタ II ) デコー ダーです。音楽鑑賞 
に適しています。 「 SUR . B L/R SP 」 を 「 NONE 」 に設定している場合 （66 ページ)、 
ドルビープ□ロジック llx デコー ダーは選べません。 

ドルビープ□ロジック llx (またはドルビープ□ロジック II ) デコーダーです。ゲームに 
適しています。 「 SUR . B L/R SP 」 を 「 NONE 」 に設定している場合 （66 ぺージ)、 
ドルビープ□ロジック llx デコーダーは選べません。 

DTS デコーダーです。映画鑑賞に適しています。 


DTS デコーダーです。音楽鑑賞に適しています。 


ドルビーデジタル、 DTS、DTS 96/24信号を再生しているときにサラウンドデコードモードを選ぶと、本機は自動的 
に 「SURROUND DECODE Dolby Digital 」、 または 「SURROUND DECODE」、「SURROUND DECODE DTS 
96/24」プログラムを選びます。 

デコーダーパラメータ-覧 


デコーダーパラメーター 


(PLIIx Music、PLII Music 
のみ） 


(PLIIx Music、PLII Music 
のみ） 


PRO LOGIC II Music および PRO LOGIC llx Music プログラムでの、フロント音場 
の広がり感を調節するパラメーターです。フロント左/右の音声を左右に大きく回り 
込ませることで、サラウンド音場につながるような広がり感を得ることができます。 

選択項目： OFF 、 〇 N 

PRO LOGIC II Music および PRO LOGIC llx Music プログラムでの、フロント音場 
とサラウンド音場のレベル差を調節するパラメーターです。再生するソフトによって 
生じる、フロントとサラウンドのレベル差を調節して、好みのバランスにすることが 
できます。一（マイナス）にするとサラウンド側、+ (プラス）にするとフロント側 
が強くなります。 

可変範囲： _ 3〜+ 3 

初期設定 ： STD (スタンダード） 


CENTER l . ij：!：DTH PRO LOGIC II Music および PRO LOGIC llx Music プログラムでの、センター音声 

(PLIIx Music、PLII Music の左右への広がりを調節するパラメーターで會。センターからの音声を、好みに合^) 
のみ） せて左右に振り分けることができます。 

可変範囲：〇〜7 

(0 にするとセンターのみ、7にするとフロント左/右のみからセンター 
音声が出力されます。） 

初期設定：3 


(Neo:6 Music のみ） 


DTS Neo :6 Music プログラムでの、フロント音場の広がり感を調節するパラメー 
ターです。値を小さくするとフロント音場の広がりが大きくなり、大きくすると狭く 
(センターへの定位が強く）なります。 

可変範囲： 0.0 〜1 .0 

(0.0 にするとフロント左/右のみ、1 .0 にするとセンターのみからセン 
ター音声が出力されます。） 


初期設定： 0.3 


































本機では、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽しみいただけるように、セットメニューで設定を変 
更できます。お使いの視聴環境に合わせて設定を変更してください。 

■ 自動設定 HUTO SETUP 

お使いになるスピーカーの配置や性能、お部屋の音響特性を測定し、最適な視聴空間を自動的に設定します 
(「スタートアップガイド」9ベージ)。 

■ 手動設定 MfiHUfiL SETUP 
以下の項目を手動で設定します。 

i il'ri.1' i L- i_mu 


fDSPEhlKEF? SET E^TRfl SF' ASSIGN EXTRA SP 端子に接続したスピーカーの用途を設定します。 65 




LFE/BflSS OUT 

LFE 信号や低音域成分を出力するスピーカーを設定します。 

65 



r-riHI- !T i—D 

rh.UNI z>r 

フロントスピーカーの大きさを設定します。 

66 



CENTER SP 

センタースピーカーの有無と大きさを設定します。 

66 



i~i in ! .-ri s~ri 

~>UK« !_•••• h. ~>r 

サラウンドスピーカーの大きさと数を設定します。 

66 



SUR.B レ. R SP 

サラウンドバックスピーカーの大きさと数を設定します。 

66 



CROSS OUER 

「SPEAKER SET」 で 「SML」(SMALL) に設定したス 
ピーカーのクロスオーバー周波数を設定します。 

67 



i~i sni iririrrrrr! Durii-cr 

~>UbwUU ヒ h. hi H 二 i ヒ 

低音が物足りないときやはっきりしないときに、サブウー 
ファーの位相を設定します。 

67 

E: 1 二 1 1 

:1—! 1 1 
i._LvL.i_. 

r-r ： I n _.r.I ■ 丨 TC: 

rh. s し••■卜 h. s h.-- - し M 1 K- 
!~! ir - ! I .•i— | in r ： .■ 

~>UK« l.-- - K--' 

SB し/ SBR/SWFR/ 

PR. L-’PR ■ R 

各スピーカーの音量を個別に調節します。 

67 

• 一 ... 


UNIT 

スピーカーの距離を調節するときに使う距離の単位を設定 
します。 

68 

しノ ニ 1 !" 

!-•* 丄 1 hii、i し•[二 



FRONT レ‘ FRONT R/ 
CENTER/SUR a し/ 

s~! ir ： r ： 

: ~Dr: .-I~! !!~T~: li— 

h.-- - r Kri~> 

し.. -PRNS R 

各スピーカーからリスニングポジションまでの距離を設定 
します。 

68 

[•り TI 

— •••_ -T- "P" I I P™ 

Z.D 1 i L'iWL 

— 

「SPEAKER SET」、「SP LEVEL」、「SP DISTANCE」 

68 


を設定するときにテストIンを出力するかしないかを設 
定します。 


機能 


ページ 


メニユ- 


サブメニュ- 


一で本機を設定する 


応用操作 
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一で本機を設定する 


_li|_ ^3 —rb l~*~l I : b .1 :■— !. J !— ： ! I 

日里故 Tt vULurib ribrii. 


メニュー 


機能 

ページ 

pr ， 丁 T | JET 

本機の音量とダイナミックレンジを連動して調節します。 

69 

HDflF-TIUE DSF ! LEUEL 本機の音量と DSP レベルを連動して調節します。 

69 

riUTE TYPE 

ミュート （37 ページ）時に下げる音量を設定します。 

69 

Mn 1 " 1 ! ini 

yu し!！ 

音量の最大値を設定します。 

69 

T KJ T T | ini 

X ! 1 J. ! n v *— *1— a 

電源をオンにしたときの音量を調節します。 

69 

a ! n / TN = ni ^ !—：•■：! ：：. sr-. 

H vJoXTH i し . 

i iL! 



メニュー 

サブメニュー 

機能 

ページ 

卜 i ノ QWUriL. [二 i' 

EQ TVPE SELECT 

イコライザーのタイプを設定します。 

70 


GEQ 

「EQ TYPE SELECT 」 を 「 GEQ 」 に設定しているとき 
に、スピーカーの音色を調節します。 

70 


TEST 

「 GEQ 」 を設定しているときに、テスト!ンを出力する 
かしないかを設定します。 

70 

t: L-i — Li i._ Li. y t. i 一 

SPEAKER 

スピーカーで音を聴く場合の LFE の音量を調節します。 

71 


HEADPHONE 

へッドホンで音を聴く場合の LFE の音量を調節します。 

71 

1". ■••• し .i i ii _ ii i .L し 

p~.. i i i— 

Krir - i'.jil. 

SPEAKER 

スピーカーで音を聴く場合のダイナミックレンジを設定し 
ます。 

71 


HEADPHONE 

へッドホンで音を聴く場合のダイナミックレンジを設定し 
ます。 

71 

し| ノ L__ J • 卜 .: 1 、 〆 !"-"!し 

HDMI AUTO 

映像と音声の出カタイミングのずれを自動的に補正するか 
しないかを設定します。 

72 


AUTO 

補正時間を微調整します。 

72 


MflNUHL 

モニター がリップシンクの自動補正機能に対応していない 
場合や、 「 HDMIAUTO 」 を 「 OFF 」 に設定している場合 
に、出カタイ5ングを手動で補正します。 

72 

r—! : -!- !-. : : ：-•■ 

[ニノ [ 二 ■•••1 丨 i ノ ニ : lijp ベ II 


マルチチヤンネルソ _ スを 6.1 /7.1チヤンネル再生す 
るときのデコーダーを選びます。 

72 






















セツトメニューで本機を設定する 


~1 —I—.Sn«»-*-l .1 T ! !|—.1 I-! - b ： II I 

y\/j H - 1 HrU i IMLNU 


ご注意 

下記のメニューには、すべての入カソースで選択できないものや、特定の入カソースでしか選択できないものがあります。 


サブメニュー 


機能 

ページ 

I/O ASSIGNMENT 

使用する機器が本機の入出力端子の機器名と異なる場合に、使用する機器に合 
わせて端子を割り当てます。 

73 

T !■!!-:! IT r~ r-t snKir - 

INru 1 r.dNHnci 

各入カソース名を変更します。 

73 

UO し TRIM 

入カソース間の音量差を補正します。 

74 

レヒし UU ヒ r：. nUUc. 

適用するデコーダ- 

ーモードを設定します。 

74 

STflNDBV CHARGE 

本機がスタンバイモードのときに、 iPod を充電 （23 ページ）するかしない 
かを設定します。 

74 

START PAIRING 

ヤマハ製 Bluetooth アダプターと Bluetooth 機器のペア U ングを開始します。 

74 

E：GU 

バックグラウンドビデオ機能で組み合わせる映像系入カソースを選びます。 

75 

INru 1 し rt 

MULTI CH INPUT 入力のチャンネル数を設定します。 

75 

FPfiNT 

MULTI CH INPUT 8チャンネル入力時のフロント端子を設定します。 

75 

その他の設定 5 Of 

•• "T - T .■■■. I 1 

■' i i 'Jn riLi'i'J 



メニュー 

サブメニュー 

機能 

ページ 

hi ノ L ノ丄二： L._ri Y ™*il. i 

「•！ T hlMCTD 

し 1 i rinth. 

フロントパネルディスプレイ表示の明るさを調節します。 

76 


OSD SHIFT 

モニター画面に表示される文字の上下位置を調節します。 

76 


，— ,~jj irir'CT 

U 二 i し 1 -：： lUUh. しヒ 

メニュー表示モードで iPod を操作しているときのメ 
ニュー画面の表爪時間を設定します 0 

76 


rii~r-. nMD 

UZ'L- 1 HPlr 

モニターに現在の状態を表示するときの表示時間を設定します。 

76 


FL SCROLL 

iPod を再生しているときのフロントパネルディスプレイ 
表示を設定します。 

76 

1—. \ : ! T P - . 1— ■ |— -|- 

& ノ : •ノ丄 l ノ !z：'L i 

UIDEO CONU. 

ビデオコンバージョン機能のオン、オフを設定します。 

76 

し /1 s i il. i ■ i U K T *J i J n P：. U 

- 

誤操作によって設定値が変更されないように保護します。 

77 

L- y X i'i .i. i n L.-i "i i - .i. 'Zi 

AUDIO SELECT 

電源をオンにしたときに適用する入カモードを設定します。 

77 


DECODER MODE 

電源をオンにしたときに適用するデコーダーモードを設定します。 

77 


EXTD SUR. 

電源をオンにしたときに適用する 6.1 /7.1チャンネル 
再生時のデコーダーを設定します。 

77 

i— ! ! 1-. i. j t 了 

丄 コ匕 i 

HDMI CONTROL 

HDMI を使ったコント□—ル機能のオン/オフを切り替えます。 

78 


S„AUDIO 

HDMI 信号の出力先を設定します。 

78 


STflNDBV THROUGH 

「HDMI CONTROL 」 が 「 ON 」 に設定されている場合に、 

本機の電源がスタンバイときでも HDMI 入力信号を 

HDMI OUT 端子から出力するかしないかを設定します。 

78 


1 日巧目挪 Z' i iJi ir-iL. .LrirU 

音声/映像信号の情報を表示します （38 ページ)。 
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セツトメニューで本機を設定する 


セットメニューの操作手順 

操作にはリモコンを使います。各項目の初期設定 
は、太字で記載しています。 


• 再生中でもセツトメニューを操作できます。 

• セツトメニューの操作中に ㉙ PARAMETER キーを押 
すと、セツトメニューの操作はキャンセルされます。 

• セツトメニューの操作中に1つ前の操作に戻りたい場合 
は、リモコンの⑨ RETURN キーを押します。 


1 操作機器選択スイッチ（⑱）で AMP を選び、 
⑲ SET MENU キーを押す。 

モニター に SET MENU 画面が表示されます。 


2 ⑧ △/ ▽キーを押して、 「MANUAL SETUP」 

を選ぶ。 


SET 

MENU 


■AUTO SETUP 
■MANUAL SETUP 
■SIGNAL INFO 


[Ji]/[T]: Up/Down 
[ENTER ]： Enter 


4 ⑧ △ / ▽ キーを繰り返し押してから⑧ ENTER 

キーを押して、設定を変更したいメニューを選ぶ。 

下記は 、 「SOUND MENU 」 を選んだ場合の表 
示例です。 


3 SOUND MENU 


+ fl>EQUALIZER 
EDLFE LEUEL 

C) DYNAMIC RANGE 

D) LIPSVNC 
E>EKTD SIJR. 




5 ⑧ △/ ▽キーを繰り返し押してから⑧ ENTER 

キーを押して、設定を変更したいサブメニュー 
を選ぶ。 

下記は 、 「LFE LEVEL 」 を選んだ場合の表示例 
です。 


B>LFE LEUEL 


HEADPHONE- - -ildl 


離:]! fidjui-t- 0 


3 ⑧ ENTER キーを押す。 

モニターに MANUAL SETUP 画面が表示され 
よ 9 〇 


MANUAL SETUP 


1 BASIC MENU 

2 UOLUME MENU 

3 SOUND MENU 

4 INPUT MENU 

5 OPTIOH MENU 


撒鋁ぬ :， n 


6 ⑧ △/ ▽キーを押して設定項目を選び、 

⑧< / >キーを押して設定を変更する。 

• 数値を大きくするには、⑧ i > キーを押します。 
• 数値を小さくするには、⑧<キ_を押します。 


7 ⑲ SET MENU キーを押して、セツトメニュー 

を終了する。 
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セツトメニューで本機を設定する 


1 BASIC MENU (基本設定) 


スピーカーに関する基本的な設定を手動で変更しま 
す。 BASIC MENU の項目には、 AUTO SETUP 
(「スタートアップガイド」9ページ）ですでに自動 
的に設定されているものもあります。 


1 BASIC MENU 


A > SPEAKER SET 
B>SP LEUEL 
OSP DISTANCE 
CO TEST TONE 


溫龊ぬ ; sr 


「TEST TONE 」 を 「 ON 」 に設定すれば 、 「SPEAKER 
SET」、「SP LEVEL」、「SP DISTANCE 」 の各項目をテ 
スト I ンを聞きながら調節できます。 

■ スピーカーの設定 R；'SPEAKER SET 

こ 

ページを切り替えるには、⑧ △/ ▽キーを繰り返し押します。 

EXTRA SP の用途 i : ぐ.、 i KH ~> h ! H i UM 
EXTRA SP 端子に接続したスピーカーの用途を設 
定します。 


HiSPEAKER SET 


EXTRA SP ASSIGN 
: 'FRONT B ZONE B 

PRESENCE NONE 


選択項目 

説明 

FRONT 巳 

メインリスニングルームで2組目のフ 
ロントスピーカー（スピーカ ー B ) とし 
て使います。 

ZONE B 

別の部屋（ゾーン B ) でフロントスピー 
カーとして使います。 

PRESENCE 

プレゼンススピーカーとして使います。 

NONE 

スピーカーを接続していない場合に選び 
ます。 


LFE / 低音域成分の出力 LFE / BhSS OUT 
LFE (低域効果音）や低音域成分を出力するスピー 
力一を設定します。 


H>SPEAKER SET 


LFE/EflSS OUT 



SUFR FRONT >B0TH 


LFE 信号の出力先 



サブウ 

—ファー/スピ- 

一力一 

選択項目 

サブウーファー 

フロント 
スピーカー 

その他の 

スピーカー 

BOTH 

出力する 

出力しない 

出力しない 

SWFR 

出力する 

出力しない 

出力しない 

FRONT 

出力しない 

出力する 

出力しない 

低音域信号の出力先 


サブウ 

—ファー/スピ- 

一力一 

選択項目 

サブウーファー 

フロント 
スピーカー 

その他の 

スピーカー 

BOTH 

*1 

氺。 

*3 

SWFR 

*4 

*3 

*3 

FRONT 

出力しない 

*1 

*3 


*1 フロントチャンネルと、 「 SMALL 」 に設定した 
チャンネルの低音域成分を出力します。 

*2 フロントチャンネルの低音域成分を出力します。 

*3「 LARGE 」 に設定してし'!る場合に、低音域成分を 
出力します。 

*4「 SMALL 」 または 「 NONE 」 に設定したチャンネ 
ルの低音域成分を出力します。 


こ'注意 


•「EXTRA SP ASSIGN 」 は 、 AUTO SETUP © 
「EXTRA SP ASSIGN 」 の設定と連動しています（「ス 
夕一トアップガイド」10ページ)。 

•アドバンストセットアップメニユー 「 BI - AMP 」(84 
ベージ）を 「 ON 」 に設定している場合、 「 PRESENCE 」 
は選べません。 

•「EXTRA SP ASSIGN 」 の設定を変更した場合は、再 
度 AUTO SETUP を美施してください（「スタートアッ 
プガイド」9ページ)。 
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セツトメニューで本機を設定する 


スピーカーサイズを選ぶときの目安 

ウーファーの口径が 
—1 6 cm 以上：大 
— 1 6 cm 未満：小 


フロントスピーカー I " KUM i 


fl>SPEAKER SET 


s 

FRONT SP 

0 

\ 



SMALL >LflRSE 


選択項目 

説明 

LARGE 

フロントスピーカーが大きい場合に選び 
ます。 

SMALL 

フロントスピーカーが小さい場合に選び 
ます。 


ご注意 

「 LFE/BASS OUT 」 を 「 FRONT 」 に設定しているとき 
は、 「 LARGE 」 のみ選べます。 「 LARGE 」 以外に設定さ 
れている場合は、自動的に 「 LARGE 」 に変更されます。 

センタースピーカー CENTER SP 


fl〉SPEAKER SET 

CENTER SP 


レ X \ 


NONE >SMflLL LARGE 


選択項目 

説明 

LARGE 

センタースピーカーが大きい場合に選び 
ます。 

SMALL 

センタースピーカーが小さい場合に選び 
ます。 

NONE 

センタースピーカーを接続していない場 
合に選びます。センターチャンネル信号 
はフロント左/右スピーカーに振り分け 
られます。 


サラウンド左/右スピーカー SUR - L/R SP 


SPEAKER SET 


SUR. L/R SP 

LaoLBLJul 





HONE >SMflLL LARGE 


選択項目 

説明 

LARGE 

サラウンドスピーカーが大きい場合に選 
びます。 

SMALL 

サラウンドスピーカーが小さい場合に選 
びます。 

NONE 

サラウンドスピーカーを接続していない 
場合に選びます。自動的にバーチャルシ 
ネマ DSP モードが選択され、 「 SUR . 巳 
L/R SP 」 は 「 NONE 」 に設定されます。 


サラウンドパック左/右スピーカー 


fl)SPEAKER SET 


SUR.B L/R SP 



/ A 


SMLxl >SMLx2 LRGxl 


選択項目 

説明 

LRGxl 

大きいサラウンドバックスピーカーを 

1つ接続している場合に選びます。 

LRGx 2 

大きいサラウンドバックスピーカーを 

2つ接続している場合に選びます。 

SMLxl 

小さいサラウンドバックスピーカーを 

1つ接続している場合に選びます。 

SMLx 2 

小さいサラウンドバックスピーカーを 

2つ接続している場合に選びます。 

NONE 

サラウンドバックスピーカーを接続して 
いない場合に選びます。サラウンドバッ 
クチヤンネル信号はサラウンド左/右ス 
ピーカーに振り分けられます。 


ご注意 

「 SUR . B L/R SP 」 を 「 NONE 」 に設定しているとき 
にドルビー TrueHD 信号が入力された場合、サラウン 
ドパック左/右チャンネルはサラウンド左/右チャン 
ネルに振り分けられません。 
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セツトメニューで本機を設定する 


低音域成分 クロスオーバー CR 0 S 1 

「SPEAKER SET」（65 ページ）で 「SML」 （ま 
たは 「SMALL」） に 設定した各 スピーカーから 出 
力する低音域成分の下限周波数を設定します。設定 
よりも低い周波数信号は、サブウーファーまたはフ 
□ント スピーカーから 出力されます。 

選択 I 頁目： 40Hz、60HZs 80 Hz 、 90Hz, 

1 00 Hz 、110 Hz 、120 Hz 、16 〇 Hz 、 
200 Hz 


PI > SPEAKER SET 


CROSS OUER 


r 


司 HI 


E 

/ 




\ 

FREQ_■ _ ■80Hz 


お使いのサブウーファーが音量やクロスオーバー周波数の 
調節機能を装備している場合は、音量を約半分（または半 
分よりやや小さめ)、クロスオーバー周波数を最大に設定 
してください。 


サブウーファーの位相 SUE 

低音が物足りないときやはっきりしないときに、サ 
ブウーファーの位相を設定します。 


H>SPEAKER SET 


SUBWOOFER PHASE 


El© i 151 


>N0Rf_1flL RE リ ERSE 


選択項目 

説明 

NORMAL 

サブウーファーの位相を逆転しません。 

REVERSE 

サブウーファーの位相を逆転します。 


■ ス ヒーカーの 音量 

リスニングポジションで聞こえる各スピーカーの音 
量が同じになるように、それぞれのスピーカーの音 
量を個別に調節します。 

可変範囲： 一 10•〇 dB 〜 +10.0 d 巳 
可変ステップ： 0.5 dB 
初期設定： 

FR.L / FR.R / SWFR/ PR.L / PR.R : OdB 
CNTR / SUR.L / SUR.R / SBL / SBR :一 l.Od 日 


B>SP LEUEL 

レ 2 


+ 

FR.L ■■■■■ 

■■■11 . 

FR.R ■■… 

■■■11 . 

CNTR ■■… 

■■1 . 

SUR.L ■■… 
SUR.R "… 

■■1 . 

■■1 . 

a 

i 

s 

S G 


B>SP LEUEL . 


+ SE:L 

SBR .I- 

SWFR .II- 

F'R.L . II" 

PR.R . II" 




選択項目 


スピーカー 


FR.L 


フロント左スピーカー 


FR.R 


フロント右スピーカー 


CNTR 


センタースピ_力_ 


SUR.L 


サラウンド左 スピーカー 


SUR.R 


サラウンド右 スピーカー 


S 巳し 


サラウンドパック左 スピーカー 


SBR 


サラウンドバック右 スピーカー 


SWFR 


サブウーファ- 


PR.L 


プレゼンス左 スピーカー 


PR.R 


プレゼンス右スピ 力 


•お使いのサブウーファーが音量やクロスオーバー周波数 
の調節機能を装備している場合は、音量を約半分（また 
は半分よりやや小さめ)、クロスオーバー周波数を最大 
に設定してください。 

•「TEST TONE 」 を 「 ON 」 に設定すれば （68 ページ)、 
テスト I -ーンを聞きながら調節できます。 


こ'注意 

•各チャンネルスピーカーの有無により、設定できるス 
ピーカーは変化します。 

•「 SUR . 巳 l_/R SP 」 を 「 LRGxl 」 または 「 SMLxl 」 
に設定している場合 （66 ページ)、 rSBLJ および 
fSBRJ の代わりに 「 SB 」 と表示されます。 



■ 応用操作 
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セツトメニューで本機を設定する 


■ ^7 I I _■士^^* !""■■■• ■"" p "： !"•. T :** *• . T . :•■•: I . !:■•••!"*"• 

入刀 C/J5E 離し .- 1 二 ■ 卜 Ui 二 | I 卜 iIi し [. 

各スピーカーからの音が同時にリスニングポジショ 
ン（視聴位置）に届くように、スピーカーから音が 
出るタイミングを調節します。音が出るタイミング 
は、各スピーカーからリスニングポジションまでの 
距離を設定することで調節されます。 

「SPEAKER SET 」 の設定により、選択できるス 
ピーカー 項目は変化します。 


OSP DISTANCE レ 2 


OSP DISTANCE 2/2 

+ UNIT.meters 

FRONT L -3.00 r-i 


今 SE：L.2.40n 

FRONT R - 3.00m 


SBR.2.40r-i 

SUR. L.2.40m 


PRNS L. 3.00 n 

SUR. R. 2.401 vi 


PRNS R. 3.00 n 

[A]/[T]: Up/Down 
[ ル •_[►]: Select. 


[A]/[T]: Ijp/Down 
[<!/[►]: Adjust 


距離の単位設定 UNIT 
初期設定 ： meters ( m ) 


選択項目 

説明 

meters ( m ) 

スピーカーの距離をメー トルで表示します。 

feet ( ft ) 

スピーカーの距離をフイートで表示します。 


スピーカーの 距離 

可変範囲： 0.30 〜 24.00 m (1.0 〜80.0 ft ) 
可変ステップ： 0.10 m (0.5 ft ) 

初期設定： 

FRONT L / FRONT R / SWFR / PRNSL / PRNS R : 
3.00 m (10.0 ft ) 

CENTER : 2.60 m (8.5 ft ) 

SUR . L / SUR . R / SBL/SBR : 

2.40 m (8.0 ft ) 


選択項目 

スピーカー 

FRONT L 

フロント左スピーカー 

FRONT R 

フロント右スピーカー 

CENTER 

センタースピーカー 

SUR . L 

サラウンド左スピーカー 

SUR . R 

サラウンド右スピーカー 

S 巳し 

サラウンドバック左ス ピーカー 

SBR 

サラウンドバック右スピーカー 

SWFR 

サブウーファー 

PRNS L 

プレゼンス左スピーカー 

PRNS R 

プレゼンス右スピ_力 _ 


こ*注意 


•各チャンネルスピーカーの有無により、設定できるス 
ピーカーは変化します。 

•「 SUR . 巳 L/R SP 」 を rLRGxlJ または 「 SMLxl 」 
に設定している場合 （66 ページ)、 rSBLJ および 
「 S 巳 R 」 の代わりに 「 SUR . 巳」と表示されます。 

■ ~7 k K —、ノ n TircT 

「SPEAKER SET」、「SP LEVEL」、「SP 
DISTANCE 」 の各項目を調節するときに、テスト 
トーンを出力します。 


D>TE5T TONE 

>0FF ON 


[ENTER ]： Ret 


eci 

urn 


選択項目 

説明 

OFF 

テスト!ンを出力しません。 

ON 

テストトーンを出力します。 

^(fvl 


音圧計をお持ちの場合は、音圧計を c 特性/スローモード 
に設定した5えで、各スピーカーからの音量がリスニング 
ポジションで 75 dB SPL になるように調節してください。 


こ*注意 


「BASIC MENU 」 の設定を終了すると、自動的に rOFFJ 
に切り替わります。 
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セツトメニューで本機を設定する 


2 VOLUME MENU 

，立皿三 / ii 中、 

I 日里 kaE ノ 


音量に関するさまざまな設定を手動で変更します。 


2 UQLUME MENU 


+ ADAPTIUE DRC----0FF 
ADAPTItE DSP 

LEUEL - OFF 

MUTE TVPE.FULL 

mX UO し - ■ ■■+16.5dB 
IHIT. UOL..OFF 

[▲]•••..[▼]: Ijp/Down 
[，]/.!>]: Select 


アダプティブダイナミックレンジコント□ール 

• P". i I~. •••■• 

riL- ! Hr i I vL Uh . し 

本機の音量とダイナミックレンジ（最大音量から最 
小音量までの差）を連動して調節します。音量を小 
さくして再生したり、夜間に再生したりするときに 
効果的です。 「 AUTO 」 に設定すると、ダイナミッ 
クレンジは以下のように変化します。 

一音量を小さく設定したとき：狭くなります。 

一音量を大きく設定したとき：広くなります。 



入カレベル 入カレベル 

3^5. - ill 0^5. - -4- 

日里 ■ /」、 日里■人 


選択項目 

説明 

AUTO 

ダイナミックレンジを自動的に調節します。 

OFF 

ダイナミックレンジを自動的に調節しま 
せん。 


ご、 

•「SOUND MENU 」 の 「DYNAMIC RANGE 」 で、 

ビットストリーム信号のダイナミックレンジを設定する 
こともできます。 （71 ページ)。 

• へッドホンを使って再生しているときにも有効です。 

ご注意 

ピュアダイレクトモード （44 ページ）で再生していると 
ぎは 、 「ADAPTIVE DRC 」 は無効になります。 


アダプティブ DSP レベル 

. 1-. "r •!■ ! ! r*~ 1-. ■•— f. I r - -i : p—s 

hnJH'r' i J. vL し 1 .: LLvLL 

本機の音量と DSP のエフェクト量 (55 ぺージ) 
を連動して調節します。 


選択項目 

説明 

AUTO 

□SP のエフェクト量を自動的に調節し 
ます。 

OFF 

DSP のエフェクト量を自動的に調節し 
ません。 

こ'注意 


「 AUTO 」 に設定しても、 DSP のエフェクト量の設定値 
は変わりません （55 ページ)。 

ミユ—卜 P 守 C / J 日里 i iij i ヒ i 汁 [■ 

ミュ_卜（消音）時に下げる音量を調節します。 

選択項目 

説明 

FULL 

完全に消音し、無音にします。 

-20 d 巳 

いま聴いている音量よりも、 20 dB 下げ 
て再生します。 

音量の上限 

i i M U i __ 丨 


音量が間違って上がりすぎないように、音量の最大値 
を設定します。例えば、「一 5 dB 」 に設定していると 
き、音量の可変範囲は一 80.0 dB から一 5.0 d 巳に 
なります。初期設定値 （+16.5 dB ) では、最大音 
量まで出力します。 

可変範囲：一30.0 dB 〜 +15.0 dB 、 +16.5 d 巳 
可変ステップ： 5.0 d 巳 


こ'注意 

• AUTO SETUP (「スター ト アップガイド」9ページ） 

の測定中は 、 「MAX VOL .」 の設定に関わらず音量は自 
動的に0 dB に調節されます。 

•「 MAXVOL .」 の設定は riNIT . VOL . J の設定よりも優先 
されます。例えば、 「 MAXVOL .」 を「一 30.0 d 日」、 
「 INIT . VOL 」 を「一 20.0 dB 」 に設定しても、次回電源 
オン時の音量は自動的に 「_30.0 dB 」 に制限されます。 

音量の初期値 INIT . UOL . 

音量をオンにしたときの音量を設定します。 
選択項目： OFF 、 MUTE 、一80.0 d 巳〜 + 16.5 d 巳 
可変ステップ： 0.5 d 巳 


こ'注意 

「 INIT . V 0 L .」 の設定よりも 「 MAXV 0 L .」 の設定が優先 
されます。 





■応用操作 


こ - -Nm-Rs 
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セツトメニューで本機を設定する 


3 SOUND MENU 
( 音の設定） 

音声に関するさまざまな設定を手動で変更します。 


3 SOUND MENU 


+ fl：：-EQUALIZER 
B>LFE LEUEL 
ODVHflMIC RANGE 
COLIPSVHC： 
E>EXTD SUR. 


CENTER]： 



■ 1 ノ J_ll' .•. 1—.—. ■ i.~.! t i— r~. 

""I — I フ * "1 ■ ノ ^™ H ノ ilA:.!UHL J ■こ t.K 

パラメトリックイコライザーやグラフィックイコラ 
イザーを使って、音質や音色を調節します。 

イコライザーの選択 EQ TVPE SELECT 
イコライザーの種類を選びます。 


fl>EQUALIZER 

EQ TVPE SELECT 

flUTO PEQ >GEQ OFF 
[NATURAL] 


CENTER]s Enter 


選択項目 

説明 

AUTO PEQ 

「AUTO SETUP 」 （「スタートアップガ 
イド」9ページ）で設定した、パラメト 

U ックイコライザーを使います。 

GEQ 

グラフィックイコライザーを使って、手動 
で調節します。調節メニューを表示するに 
は、⑧ ENTER キーを押してください。 

OFF 

イコライザーを使いません。 


「AUTO PEQ 」 の下に、現在適用されているパラメトリッ 
クイコライザーの種類（「スタートアップガイド」1〇 
ページ）が表示されます。 


グラフィックイコライザー GEQ 

フロント左/右スピーカーに合わせて、センター、 
サラウンド、サラウンドバックスピーカーの音質を 
調節します。7つの周波数帯域 （63 Hz 、160 Hz 、 
400 Hz 、1 kHz 、2.5 kHz 、6.3 kHz 、16 kHz ) を 
調節できます。 

可変範囲： 一 6.0 dB 〜+ 6.0 dB 
可変ステップ： 0.5 dB 


fl>EQUALIZER 1 


TEST >0FF ON 

4 CHANNEL - FRONT 

し 

63Hz : 

0dE ： 

160 Hz …" II ■■… 

0dB 

400Hz II ••… 

0dE ： 

Ik Hz ■■… II ■■… 

0dE ： 

[A] /CT]: Up/Down 
[，]/!>]: Adjust. 



fl>EQUALIZER 2 

^2 ， 

TEST >0FF OH 
CHANNEL-■ -- FRONT 

し 

-> 2.5kHz 

0dE： 

6.3kHz ■■… II ■■… 

0dB 

16kHz ■■… II ■■… 

0dB 

[A]/[T]: Up/Down 
[<!/[>]: Hd-jusi 



:、 ふ’こ 

⑧ △ / ▽ キーを押して周波数帯域を選び、⑧< / >キー 
を押して調節します。 


こ'注意 


「EQ TYPE SELECT 」 が 「 GEQ 」 に設定されているとき 
のみ、グラフィックイコライザーを調節できます。 

テストトーン TEST 

「 GEQ 」 を調節するときに、テスト!ンを出力し 
ます。⑧ △/ ▽キーを押して 「 TEST 」 を選び、 

⑧</>キーを押して roNj を選んでください。 


fl>EQUALIZER 


CHANNEL - FRONT L 


fc.3Hz ■■■■叩… ■ 
160Hz ■■… II ■■… 

40yHz .ii ■■… 

lk Hz ■■…11…" 

Up/Down 
[O]: Select. 


0dE： 

0：:： iE ； 

0dE： 

0dB 


選択項目 

説明 

OFF 

テストトーンを出力しません。 

ON 

テストトーンを出力します。 


ご注意 


「AUTO PEQ 」 は 、 AUTO SETUP (「スタートアップガ 
イド」9ページ）を実施している場合にのみ選べます。 
この場合、 「 AUT 0 PEQ 」 が初期設定となります。 
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セツトメニューで本機を設定する 


■ 低域効果音の音量 b ノ L..rL LtLvLL 
LFE (低域効果音）チャンネルの音量を調節しま 
す。スピーカーで音を聴く場合と、ヘッドホンで音 
を聴く場合を個別に設定できます。 LFE とは、映 
画の爆発シーンなど、意図されたシーンでのみ出力 
される、重低音による効果音です。 

可変範囲： 一 20 〜 OdB 
可変ステップ： Id 巳 


BJLFE LEUEL 


HEADPHONE- --- id! 


⑴沏 iKr 


—7 レ 0 -H m i—rsr-s-ii/rT "： 

A tl 刀用 ::: <r [： Lhr \ c:.K 

スピーカーで音を聴く場合の LFE の音量を調節し 
ます。 


へッドホン用 HEADPHONE 

へッドホンで音を聴く場合の LFE の音量を調節し 

ます。 


こ'注意 


「 LFE/BASS OUT 」（65 ベージ）の設定により、 
SUBWOOFER PRE OUT 端子から信号が出力されない 
場合があります。 


■ ダイナミックレンジ しノ D 、_ ■ r.i HrliL- KHriLiLi 
ビットストリーム信号再生時のダイナミックレンジ 
を調節します。スピーカーで音を聴く場合と、 へッ 
ドホンで音を聴く場合を個別に設定できます。 


ODVNflniC ： RANGE 

SPEAKER. 

my. 

+ HEADPHONE. 

my. 

[A]/[T]s iJp/Down 


[，]/[>]: Select 




スヒーカー用 irLHr \ i:.K 

スピーカーで音を聴く場合のダイナ s ックレンジを 
調節します。 4 = 


へツト爪ノ用 「_ i ヒト i し 5 「• h U hi E 二 

へッドホンで音を聴く場合のダイナミックレンジを 
調節します。 


選択項目 

説明 

M IN/AUTO 

• MIN :ドルビー TrueHD 信号以外のビッ 
トストリーム信号再生時に、夜間や小音量 
でも聴きやすいダイナミックレンジです。 

• AUT 0 :ドルビー TrueHD 信号再生時 
に、入力信号からの情報に基づいてダイ 
ナミックレンジを自動的に調節します。 

STD 

一般的な家庭用として推奨するダイナ 
ミックレンジです。ドルビー TrueHD 信 
号再生時も、入力信号の惰報に関わらず 
常にダイナミックレンジは基準値に保た 
れます。 

MAX 

入力された信号を補正せず、そのまま再 
生するダイナミックレンジです。 


フ1 j a 




























セツトメニューで本機を設定する 


■ 音声と映像のずれ補正 D>LIPSVNC 
音声と映像の出カタイミングのずれを補正します。 


D>LIPSVNC 

+ HDMI AUTO … 

… OFF 

AUTO. 

■ - MS 

c. offset - ■ 

• - 

MANUAL-. 

■ ■ ■ 0|V| £ 

[A]/[T]: Ijp/Down 

be ■レ 

ci 


HDMI 自動判定 HDMI fiUTO 

リップシンクの自動補正機能に対応しているモニ 
ターと本機を HDMI 接続している場合に、出カタ 
イミングを自動的に補正します。音声出力を遅らせ 
る時間を設定します。 

選択項目： ON 、 OFF 

モニターが自動補正機能に対応している場合： 

rONJ に設定します。下記の 「 AUTO 」 で、補 
正時間を微調整できます。 

モニターが自動補正機能に対応していない、ま 
たは自動補正機能を使わない場合： 

「 OFF 」 に設定します。下記の 「 MANUAL 」 で、 
補正時間を手動で調節してください。 

自動補正 hUTO 

「HDMI AUTO 」 を rONJ に設定している場合に、 
補正時間を微調整します。 

可変範囲： 〇〜240 ms 
可変ステップ：1 ms 

ご、ふ’こ 

モニター 画面に表示される 「 offset 」 は、自動補正機能 
によって調節された時間と、 「 AUTO 」 によって微調節さ 
れた時間の差を表しています。本機はこの 「 offset 」 の 
値を記憶して、自動補正機能を持つ別の モニター にも同じ 
値を適用します。 


■ 6.1 / 7.1 チャンネルデコーダー選択 

!—• •• I I -：- 1-. 1! P-. 

t.tz.r*'i I L' 二 1 U K ■ 

サラウンドバックスピーカーを使って、マルチチヤ 
ンネルソースを 6.1 または 7.1 チヤンネル再生す 
るためのデコーダーを選びます。 


E>EKTD 5UR. 

今 EKTD SUR..AUTO 


CENTER ]： Return 


選択項目 

説明 

AUTO 

本機が確認できる信号（フラグ）が記録 
されているソースが入力されると、彳言号 
に応じて最適なデコーダーを自動的に選 
び、 6.1 または 7.1 チヤンネルで再生し 
ます。 

PLIIxMovie 

プ□ロジック llx デコーダーにより、ド 
ルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号を 

7.1 チヤンネルで再生します。 

PLIIxMusic 

プ□ロジック llx デコーダーにより、ドル 
ビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号を 6.1 
または 7.1 チヤンネルで再生します。 

EX/ES 

ドルビーデジタル EX デコーダーによ 
り、ドルビーデジタルおよび AAC 信号 
を 6.1 または 7.1 チヤンネルで再生し 
ます。 

また、 DTS - ES デコーダーにより、 

DTS 信号を 6.1 または 7.1 チヤンネル 
で再生します。 

OFF 

6.1 または 7.1 チヤンネルで再生しませ 
ん。 5.1 チヤンネルで再生します。 


手動補正 riflNUflL 

モニター がリップシンクの自動補正機能に対応して 
いない場合や 、 「HDMI AUTO 」 を 「 OFF 」 に設定 
している場合に、補正時間を手動で微調整します。 
可変範囲： 〇〜 240 ms 
可変ステップ：1 ms 
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セツトメニューで本機を設定する 


4 INPUT MENU 
( 入力の設定） 

入カソースに関するさまざまな設定を手動で変更し 
よ 9 〇 


4 INPUT 

MENU 1/2 

+ fl) 

PHONO 

E：> 

TUNER 

C：> 

CD 

D) 

MD/CD-R 

F> 

DTU/CBL 

G) 

U-flUX 

la 」•/[_¥_]: Ijp/Down 

CENTER ]： Enter 


4 INPUT 

MENU 2/2 

+ H:) 

DOCK 

BLUETOOTH 

J:_ 

し :: ■ 

DUR 

UCR 

MULTI CH 

[血]./ [ t ]: Ijp/Down 

CENTER ]： Enter- 


入カ ソース 

選択項目 

巳 ) TUNER 

INPUT RENAME 

VOL TRIM 

L)MULTI CH 

INPUT RENAME 

VOL TRIM 

BGV 

INPUT CH 

FRONT 

A)PHONO 

C ) CD 

D ) MD / CD-R 

E ) DVD 

F ) DTV/C 巳 L 

G ) V-AUX 

J ) DVR 

K ) VCR 

I/O ASSIGNMENT 

INPUT RENAME 

VOL TRIM 

DECODER MODE 

H)DOCK 

INPUT RENAME 

VOL TRIM 

STANDBY CHARGE 

DBLUETOOTH 

INPUT RENAME 

VOL TRIM 

START PAIRING 


こ'注意 

上記のメニューには、すべての入カソースで選べないもの 
や、特定の入カソースでしか選べないものがあります。 


入出力端子の割り当て レ〇 H .L ti NI ! IL M I 
本機が装備している入出力端子は、それぞれに接続 
する外部機器が初期設定で割り当てられています。 
初期設定とは異なる機器を接続した場合に、接続し 
た端子の割り当てを変更してください。割り当てを 
変更すれば、入力選択時に表示される機器名と、実 
際に選ばれる機器を一致させられます。 


J> DUR 

+ COMPONENT IN- 

■[E:]* 

COAXIAL IN ■… 

NONE 

OPTICAL IN ■… 

NONE 

OPTICAL OUT … 

NONE 

HDMI IN. 


Current - 1 ； DTU/C 

: BL > 

[•*!]•--.!>] s belec 


[ENTER] s Enter 



• 端子に機器が割り当てられていない場合は、モニター画 
面に 「 NONE 」 と表示されます。 

•「OPTICAL OUT 」 には、本機の DIGITAL OUT 端子に 
接続した機器を設定してください。 

• 同じ種類の端子には、1つの機器を1回のみ割り当てら 
れます。 

• 現在の設定を変更すると、端子名の右側にアスタリスク 
(*) が表示されます。 

• 端子を選ぶと、現在その端子に割り当てられている機器 
がモニター画面の 「 Current 」 欄に表示されます。上図 
では、コンポーネント [ B ] 端子には DTV / CBL が割り 
当てられていることを表しています。 


入カソース名の変更 .LMrU 1 KLri Hrlii 


モニター 画面やフロントパネルディスプレイに表示 
される入カソース名を変更します。 


J> DUR 

INPUT RENAME 

DUR ^ 

DUR 

[，]/!>] 5 

Ca]/[t]s 

CENTER ]： 

[RETURN ]： 

Position 

Character 

Enter- 

Return 


1 ⑧< / > キーを押して、変更する文字、または 

スペースに、点滅している_ (アンダーパー） 
を合わせる。 


73 Ja 

































セツトメニューで本機を設定する 


⑧ △/ ▽キーを押して文字を選び、 ⑧ 

キーを押してアンダーパーの位置を移動する。 


ご注意 

_最大9文字まで入力できます。 

•⑧▽キーを押すと順番どおりに、⑧△キーを押すと 
順番とは逆に文字が表示されます。 

A 〜 Z 、 〇〜9、 a 〜 z 、 記号（#、 *' — 、+な 
ど）、スペース 


k! 三 71 * 中 : 「 : 一.:！ 

I ド OQ 冗电 t 卜 K 疋 二 1 i rii -iL/D Y し nMF.iJQ 

本機の電源がスタンバイのとき （26 ページ）に、 
本機に接続したヤマ八製 iPod 用ドック（別売 
YDS - 10など）にセツトした iPod の充電モード 
を設定します。 


選択項目 

説明 

AUT 0 

iPod を充電します。 

OFF 

本機の電源がスタンバイのときは iPod 
を充電しません。 


3入カソースごとに手順1 、 2を繰り返す。 


4入力が終わったら、 ⑧ ENTER キーを押す。 

音量差の補正 U 0 L « TRIM 

入カソース間の音量差を補正することで、入力を切 
り替えたときの急な音量の変化を防げます。 

可変範囲： 一 6.0 dB 〜+ 6.0 d 巳 
可変ステップ： 0.5 dB 
初期設定： O . Od 巳 


ペアリング開始 START Phi RING 
ヤマハ製 Bluetooth アダプター（別売丫 BA - 10 
など）と巳 luetooth 機器（ポータブルオーディオ 
プレーヤーなど）のペアリングを開始します。ペア 
U ングについて詳しくは、 「 Bluetooth アダプター 
と巳 luetooth 機器をペアリングする」 （51 ベー 
ジ） をご覧ください。 


セキュリティー確保のため、ペアリングできる時間は 
8分に制限されています。以下の手順を一通り読んで 
から操作に移ることをおすすめします。 


E：> TUNER 


し 6 . 0 dB 


愁 sir 


j-jf ■ i 、、、 33+n :1-. p - -!—. :. j .!-. p - - 

ァコーターモード ] S 択 ULL.UULK riUUL 
入力するデジタル音声信号を AAC 、 または DTS 
に固定します。 



C> CD 

I/O ASSIGNMENT 

INPUT RENAME 

UOL. TRIM.0.@dB 

+ DECODER MODE- -- AUTO 

[A]/[T]: Ijp/Down 
[，]/[>]: Select 


選択項目 

説明 


AUT 0 

自動的に音声入力信号を選びます。 

DTS 

DTS 信号に固定します。 DTS 信号以外 
の信号が入力されても再生されません。 

AAC 

AAC 信号に固定します。 AAC 信号以外 
の信号が入力されても再生されません。 


1 ⑧ ENTER キーを押して、ペアリングを開始する。 

ヤマハ製 Bluetooth アダプターが Bluetooth 
機器をサーチします。フロントパネルディスプ 
レイに 「 Searching ..」 と表示されます。 


2 Bluetooth 機器が Bluetooth アダプターを認識 
していることを確認する。 

Bluetooth 機器が Bluetooth アダプターを認 
識している場合は、 Bluetooth デバイスリス 
卜に 「 YBA -10 YAMAHA 」 （例）と表示され 

よ9 〇 


3 Bluetooth アダプターを選び、 Bluetooth 機器 
にパスキー「0000」を入力する。 

正しくペアリングされた場合は 、 「Pairing 
completed 」 と表示されます。 

ペアリングをキャンセルするには、⑧ RETURN キー 
を押してください。 


4 ⑨ RETURN キーを押して 、 「START 
PAIRING 」 の設定を終了する。 


ご注意 


こ'注意 

「□ EC 0 DER MODE 」 は、再生する機器が HDMk 光/ 

同軸デジタル端子に割り当てられているときのみ有効です 
(73 ベージ)。 


Bluetooth アダプターが日 luetooth 機器を検索できな 
かった場合は 、 「Not found 」 と表示されます。 

巳 luetooth アダプターが本機に接続されていない場合 
は 、 「No Bluetooth adapter 」 と表示されます。 
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セツトメニューで本機を設定する 


バッククラウンドビデオ設定 BGU 

MULTI CH INPUT 端子に入力した音声を再生して 
いるときに組み合わせて楽しむ映像系入カソースを 
選びます。 


L：：' MULTI CH 


INPUT RENAME 

リ〇し TRIM.8.0dB 

+ BGU.LAST 

INPUT CH.6CH 




選択項目 

説明 

LAST 

前回選んでいた映像系入カソースを再生 
します。 

DVD 、 DTV / 
CBL 、 DVR 、 
VCR 、 V-AUX 

選んだ映像系入カソースを再生します。 

OFF 

パックグラウンドビデオ機能を使いません。 


フロント用入力端子選択 FRONT 

「INPUT CH 」 を 「8 CH 」 に設定した場合に、フロ 
ントチヤンネル用として使うアナログ音声入力端子 
を選びます。 

選択 I 頁目： CD 、 MD / CD - R 、 DVD 、 DTV / CBL 、 
VCR 、 DVR 、 V-AUX 


L> MULTI CH 

INPUT RENAME 

UO し TRIM.0.0dE 

E ： 0U- - - . .LAST 

INPUT CH.8CH 

4 FRONT. DUD 

[A]/[T]s iJp/Down 
Select 


ご注意 

「 FRONT 」 は 、 「INPUT CH 」 を 「8 CH 」 に設定したと 
きのみ表示されます。 


チヤンネ J レ数選択： I : N P U T C H 
MULTI CH INPUT 端子に入力した音声を再生する 
ときに入力するチヤンネル数を設定します。ここで 
は、 LFE 0.1 チヤンネルも1チヤンネルとして数え 
よ 9 〇 

選択項目： 6 CH 、8 CH 


L> MULTI CH 


INPUT RENAME 

リ〇し TRIM.0.0dB 

BGU.LAST 

+ INPUT CH.6CH 


[A]/[T]: IJp/Down 
[，]/[►]: Select 


5.1 チャンネル音声を入力する場合： 

「6 CH 」 を選んでください。 

7.1 チャンネル音声を入力する場合： 

「8 CH 」 を選んでください。この場合、フロント 
チャンネル用として使うアナ□グ音声入力端子 
を、 「 FRONT 」 （右記参照）で選んでください。 


■応用操作 
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セツトメニューで本機を設定する 


5 OPTION MENU 
( その他の設定） 

その他のさまざまな設定を変更します。 


5 OPTION MENU 


fl>DISPLflV SET 
EDUIDEO SET 
OMEMORV GUARD 
D>IHIT. CONFIG 
E>HDMI SET 


[▲]■/[▼] s Up/Down 
CENTER ]： Enter 


^7J\ C/J|x7E H ノ し 5 i b r し H t_ 二 匕:. i 


ご注意 

アドバンストセットアップメニュー 「 INIT 」 の 「 VIDEO 」 
で 、 rOSD SHIFT 」 を初期設定に戻せます （85 ぺ一 
ジ)〇 


FDDISPLflV SET 


DIMMER- --- 
OSD SHIFT- 
OSD-SOURCE 
OSD-flMP- -- 
FL SCROLL■■ 





ディスプレイの明るさ し ! 1 rii s ib.K 

フロントパネルディスプレイ表示の明るさを設定し 

よ9 〇 

可変範囲： 一 4〜〇 
可変ステップ：1 

• 表示を暗くするには、⑧<キ_を押してく 
ださい。 

• 表示を明るくするには、⑧>キ_を押して 
ください。 


画面表示時間設定（アンプ） OSD-fiMP 
モニターに 現在の状態を表示する （36 ページ）と 
きの表示時間を設定します。 


選択項目 

説明 

ON 

モニター 画面を継続して表示します。 

10 S 

モニタ _ 画面を1◦秒間表示します。 

30S 

モニター画面を30秒間表示します。 

FL 表示設定 

i L._ 二 : 1 し P". *.J し . し . 


本機に接続したヤマ八製 iPod 用ドック（別売 
YDS - 10など）にセットした iPod を再生すると 
きに、14文字を超える曲名のフロントパネルデイ 
スプレイへの表示方法を設定します。 


選択項目 

説明 

C0NT 

すべての文字をスクロールしながら、繰 
り返し表示します。 

ONCE 

すべての文字を一度スクロールして表示 
したあと、スクロールを停止し、最初の 
文字から14文字目までを表示します。 

■ 映像の設定 EOUIDEO SET 

こ'注意 



アドバンストセットアップメニュー HNIT 」 の 「 VIDEO 」 
で、 「 VIDE 〇 SET 」 を初期設定に戻せます （85 ぺ一 
ジ)〇 


B>UIDEQ SET 

UIDEO COHU..ON 


い ]/！ >]: Select 


表示画面の位置調節 OSD SHIFT 
モニター画面表示の上下位置を調節します。 

可変範囲：一 5 (下方）〜+5 (上方） 

可変ステップ：1 
初期設定：0 

• 下に移動するには、キーを押してください。 
• 上に移動するには、キーを押してください。 


画面表爪時間設定 (iPod) OSD - SOURCE ! 

メニュー表示モードで iPod を操作しているときの 
モニター画面の表示時間を設定します。 


選択項目 

説明 

ON 

メニュー画面を継続して表示します。 

10 S 

メニュー画面を1◦秒間表示します。 

30S 

メニュー画面を30秒間表示します。 


ビデオコン/ (ー ジョンの設定 し]!し i _.- uNU ■ 


本機のアナログ入力端子に入力した信号を、別の種 
類の信号に変換して出力します。 


選択項目 

説明 

ON 

信号の種類を変換します。コンポジット 
ビデオ、 S ビデオ、コンポーネントビデ 
才、 D 5 ビデオ端子から入力した映像信 
号の種類を変換し、 HDMI を含むすべて 
の端子から出力します。 

OFF 

映像信号の種類を変換しません。入力し 
た信号は、入力端子と同じ種類の出力端 
子からのみ出力します。 


フ 6j a 

































































セツトメニューで本機を設定する 


選択項目 

説明 

AUTO 

自動的に入力信号の種類を判別し、デ 
コーダーを決定します。 

LAST 

前回選んでいたデコーダーの設定を適用 
します。 


ご注意 

•4801コンポーネントビデオ信号は、 S ビデオ、または 
コンポジットビデオ信号に変換され 、 S VIDEO 
MONITOR 〇 UT 端子、または VIDE 〇 MONITOR 
OUT 端子から出力されます。 

•変換された映像信号は 、 MONITOR OUT 端子へのみ出 
力されます。外部機器を使って録画するときは、再生機 
器と同じ種類のビデオ接続を行ってください。たとえ 
ば、本機と再生機器を S ビデオ接続した場合は、本機と 
録画機器も S ビデオ接続してください。 

• ビデオデッキを本機に接続している場合、コンポジット 
ビデオ信号または S ビデオ信号をコンポーネント信号に 
変換すると、ビデオデッキの種類によっては画質が劣化 
する場合があります。 

•特殊な映像信号を出力する機器（ゲーム機など）と接続し 
た場合、映像が正しく出力されなかったり、 rONJ に設 
定しても入力信号が変換されなかったりする場合がありま 
す。このような場合は、 「 OFF 」 に設定してください。 


■ 設定の保缠 

誤操作による設定値の変更を防止します。 


選択項目 

説明 

OFF 

設定を保護しません。 

ON 

以下の設定を保護します。 

一音場ノ〈フメ_夕_の設定 
-「AUTO SETUP 」 の設定 

— XL —力 一の」 日里 5殳疋 

-「MANUAL SETUP 」 の設定 

ご注意 


•「 MEM 〇 RY GUARD 」 を「01\1」に設定しても、以下 
の項目は変更できます。 

—「SOUND MENU — EXTD SUR 」 の設定 (72 
ベージ） 

-「INPUT MENU - DECODER MODE 」 の設定 
(74 ページ） 

—「MEMORY GUARD 」 の設定 
•「 MEM 〇 RY GUARD 」 を 「 ON 」 に設定すると、セッ 
トメニュー画面の右上に 「 E 」 が表示されます。 

•「 MEM 〇 RY GUARD 」 を「01\1」に設定しているとき 
でも、音場パラメーター 「 SUR .」 の設定は変更できま 
す （59 ページ)。 


選択項目 

説明 

AUTO 

自動的に入力信号の種類を判別し、デ 
コーダー モードを決定します。 

LAST 

前回選んでいたデコーダーモードの設定 
を適用します。 

6.1 /7.1 

チヤンネルデコーダー設定 &：TD SUR ,, 


本機の電源をオンにしたときに適用する 6.1 / 
7.1 チヤンネル再生時のデコーダー （72 ページ) 
を設定します。 


■ 電源オン時の設定 D )： I ： N ：!： T ：： CONFIG 
本機の電源をオンにしたときに適用する入カモード 
や デコーダー モード、 6.1 /7.1チヤンネル再生 
時の デコーダーを 設定します。 


入カモード初期値 


S 


本機の電源をオンにしたときに適用する入カモード 


(36 ページ) 

を設定します〇 

選択項目 

説明 

AUTO 

自動的に入力信号の種類を判別し、入力 
モードを決定します。 

LAST 

前回選んでいた入カモードの設定を適用 
します。 


デコーダーモー ド初期値 L ,: '_<■ L J L ,! ini i ~. 

本機の電源をオンにしたときに適用するデコーダー 
モード （ 74 ページ）を設定します。 


& >INIT. CONFIG 


+ AUDIO SELECT--AUTO 
DECODER NODE-•AUTO 
EXTD SUR. ■ * • ■»fliJTO 


CENTER ]： Return 


OMEMORV GUARD 


[ENTER ]： Return 


■ 応用操作 


7 フ j a 










































セツトメニューで本機を設定する 


■ HDMI の設定 E ) HDM :[ SET 
HDMI に関する設定を変更します。 


E:)HDMI SET . 


媒 3 


Ijp/Down 

Select 


HDMI コントロール機能設定 HDMI CONTROL 
HDMI を使ったコント□—ル機能に対応している機 
器（一部を除く）と本機を HDMI 接続した場合に、 
HDMI を使ったコント□—ル機能を使用するかしな 
いかを設定します。 HDMI コント□—ル機能につい 
て詳しくは、 「 HDMI コントロール機能を使う」 

(53 ページ）をご覧ください。 


選択項目_説明 

ON HDMI コントロール機能を使用します。 

OFF HDMI コント □- ル機能を使用しません。 


スタンパイ時の HDMI 出力設定 


本機の電源がスタンバイのときに、 HDMMN 端子 
から入力した HDMI 信号を HDMI OUT 端子から 
出力するかしないかを選びます。 


選択項目 

説明 

ON 

HDMI 入力信号を HDMI OUT 端子から 
出力します。 

OFF 

HDMI 入力信号を HDMI 〇 UT 端子から 
出力しません。 

こ'注意 


「HDMI CONTROL 」 を 「 OFF 」 に設定しているときは表 
示されません。 


「STANDBY THROUGH 」 を 「 ON 」 に設定してし'!る 
場合、待機時消費電力をより多く消費しますので、 
「 OFF 」 に設定するか、長期間本機を使用しない場合は 
電源プラグをコンセントから抜いておくことをおすす 
めします。 


HDMI 音声出力設定 S ■ HUD 10 

HDMI IN 端子から入力した音声信号を、本機で再 
生するか、本機の HDMI OUT 端子に接続した機器 
で再生するかを選びます。 


選択項目 

説明 

DSP-AX763 

入力信号を本機で再生します 。 HDMI IN 
端子に接続した HDMI 機器から入力した 
音声信号は 、 HDMI OUT 端子へ伝送し 
ません。 

OTHER 

HDMI OUT 端子に接続した機器で再生 
します。 


ご注意 


•「HDMI CONTROL 」 を 「 ON 」 に設定しているときは表 
示されません。 

•「 S . AUDI 0」 を 「 OTHER 」 に設定しているときでも、 
本機の電源がスタンバイのときは、 HDMI 入力信号は 
HDMI OUT 端子に伝送されません。 

• 本機に接続したモニターの仕様により、本機がモニター 
に出力できる HDMI 音声/映像信号は変化します。 
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■ 本機を操作する 

操作機器選択スイッチ（⑯）で AMP を選んでくだ 
さい。 



AMP を選ぶ 


■ テレヒを操作する 

本機に関係なくテレビのリモコンとして使う場合 
は、操作機器選択スイッチ（⑯）を TV にセットし 
ます。④ DTV/CBL または④ PHONO キーにテレ 
ビのリモコンコードを設定してください （81 ベー 
ジ)。両方のキーにリモコンコードを設定した場合 
は、④ DTV/CBL キーに設定したリモコンコード 
が優先されます。 

HDMI コント□—ル機能を使っている場合 (53 
ページ)、本機と HDMI 接続したテレビを本機のリ 
モコンで操作すると、本機の電源や音量が動作する 
ことがあります。 HDMI コント□—ル機能に対応し 
ている機器を本機と HDMI 接続している場合は、 
それらの機器の電源も動作することがあります。 


* 1 - 


TV を選ぶ 


*1 操作機器選択スイッチの位置に関わらず、本機を操作 
でさます。 

*2 操作機器選択スイッチ（⑯）を AMP にセットしたと 
きに、本機を操作できます。 

*3 ④ 「 A 」、「 B 」、「 C 」 の各キーは、本機の入力とは関係 
なく他の機器を操作できます。 


^VHun| Inanrl I mute I 


^YAMAHA 
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dEl 回回回 


o ® ® 

© (D © © 
® W ® 



InMnl [impinj [mute] 



S CgD ls°J CE] 
0 ©® © 

®YAMAHA 


ご注意 

*1 操作機器選択スイッチの位置に関わらず、テレビを操 
作できます。 


リモコン キー 

テレビ 

TV POWER 

テレビの電源を切り替えます。 

TV V 〇 L +/ - 

テレビの音量を操作します。 

TV CH +/ - 

テレビのチヤンネ)レを切り替えます。 

TV MUTE 

テレビの音量を一時的に消音します。 

TV INPUT 

テレビの映像入力を切り替えます。 


*2 操作機器選択スイッチ（⑯）を TV にセットしたときに、 
テレビを操作できます。各キーの操作内容について詳し 
くは、次ページ表中の「テレビ」欄をご覧ください。 


こ'注意 


リモコンの機能を詳しく知る 


他の機器のリモコンコードを設定することにより、本機のリモコンで DVD プレーヤー、テレビなど、本機 
以外の AV 機器を操作できます。 


リモコンでさまざまな機器を操作する 


■応用操作 
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リモコンの機能を詳しく知る 


■ 他の機器を操作する 

各入力選択キーに他の機器のリモコンコ_ドを設定 
すれば （81 ページ）、本機のリモコンでそれらの 
機器を操作できます。他の機器を操作したいとき 
は、操作機器選択スイッチ（⑯）で SOURCE を 
選んでから、操作したい機器の入力選択キーを押し 
ます。各キーの機能について詳しくは、下の表をご 
覧ください。お使いの機器によっては、いくつかの 
キーが機能しないことがあります。このような場合 
は、お使いの機器に付属しているリモコンをお使い 
ください。 


本機のリモコンは、12台までの異なる機器を操作できる 
ように、12種類のコントロールエリアを装備しています。 


[ 1 ] 



[sl 


- [9] 


リモコンキー 

DVD 

プレーヤー/ 

レコーダー 

ビデオデッキ 

テレビ 

LD 

プレーヤー 

CD 

プレーヤー 

MD/CD 

レコーダー 

チューナー 

[1] 

AV 

POWER 

電源^ 

電源 M 

電源 #2 

電源 M 

電源# 1 

電源つ 


[2] 

1-9、 0、 

+ 10 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

周波数 （0 〜9)、 
プリセツト局選択 
(1 〜 8) 

[3] 

TITLE 

タイトル 
メニュー 






パンド 

[4] 

PRESET / 
CH A 

選択（上へ） 

チャンネル選択 
⑴ 

選択（上へ） 




周波数（上へ)、 
プリセツト番号 
選択 （1 〜 8) 

PRESET / 
CH V 

選択（下へ） 

チャンネル選択 
(-) 

選択（下へ） 




周波数（下へ)、 
プリセツト番号 
選択 （8 〜1 ) 

A / B / C / D / 

E < 

選択（左へ） 


選択（左へ） 




プリセツト 
グループ選択 
(E 〜 A ) 

A / B / C / D / 

Et > 

選択（右へ） 


選択（右へ） 




プリセツト 
グループ選択 
(A 〜 E ) 

ENTER 

メニュー決定 


メニュー決定 





[5] 

RETURN 

前の画面に戻る 


前の画面に戻る 




メモリー 

[6] 

REC 

ディスクスキップ 
(プレーヤー） 

録画（レコーダー） 

録画 

録画 


ディスクスキップ録画 


I > 

再生 

再生 

再生$ 

再生 

再生 

再生 


<W 

巻戻し 

巻戻し 

巻戻し 

巻戻し 

巻戻し 

巻戻し 


» 

早送り 

早送り 

早送り* 2 

早送り 

早送り 

早送り 


□□ 

一時停止 

一時停止 

一時停止* 2 

一時停止 

一時停止 

一時停止 


KM 

スキップ（一 ） 

スキップ（一） 

スキップ（一 r 2 

スキップ （) 

スキップ （) 

スキップ（一 ） 


»l 

スキップ （+) 

スキップ （+) 

スキップ （+) で 

スキップ （+) 

スキップ （+) 

スキップ （+) 


□ 

停止 

停止 

停止 #2 

停止 

停止 

停止 


[7] 

ENT 

決定/ 

インデックス表示 

決定 

決定 

チャプター/ 
時間表示 

インデックス表示インデックス表示決定 

[8] 

MENU 

メニュー 


メニュー 




選局モード 

[9] 

DISPLAY 

ディスプレイ表示ディスプレイ表示ディスプレイ表示ディスプレイ表示ディスプレイ表示ディスプレイ表示 


ご注意 

*1 機器に付属しているリモコンに POWER キーがあるときのみ機能します。 

*2 DVR に DVD レコーダーまたはビデオデッキの U モコンコードが設定されているときは、入力を切り替えなくても 
DVD レコーダーまたはビデオデッキを操作できます。 
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リモコンの機能を詳しく知る 


リモコンコードを設定する 

リモコンコードを設定することにより、本機のリモ 
コンで他の機器を操作できます。リモコンコードに 
ついては、巻末に記載の「リモコンコードー覧」を 
ご覧ください。 


工場出荷時のリモコンコード設定 


入力 

ソース 

カテゴリー 

メーカー 名 

リモコン 

コード 

TUNER 

チューナー 

ヤマ八 

82915 

A 

- 

- 

- 

巳 

- 

- 

- 

C 

- 

- 

- 

V-AUX 

その他の機器 

ヤマ八 

82981 

DTV/ 

CBL 

- 

- 

- 

CD 

CD プレーヤー 

ヤマ八 

62907 

MD/CD-R 

CD レコーダー 

ヤマ八 

71292 

DVD 

DVD プレーヤー 

ヤマ八 

42543 

DVR 

DVD レコーダー 

ヤマ八 

52544 

VCR 

- 

- 

- 

PHONO 

- 

- 

- 


こ'注意 

お使いのヤマ八製機器によっては、初期設定されているヤ 
マ八のリモコンコードでは操作できない場合があります。 
この場合は、別のリモコンコードをお試しください。 


リモコンコードを設定したし认力選択キー 
(④）を押す。 


^UNERI ^[AJ I〔CU I〔QLJ 1 

DOCK CBL _ MD 

(V-AUX) I DTV | ( CD I (CD-R) 

☆☆ 

^DVD 丄 ( DVR ) ^ VCR J (PHONO) 


2 ② CODE SET ポタンを、ポールペンなどの先 

の細いもので押す。 

⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅し、 
選んでいる入力選択キーが点灯します。 




POWER POWER ItTMttBVl fPI^ER) 

自 i&j [0 Q 




TRANSMIT 

点滅 



3 ⑥数字キー （0 〜 9) を押して、お使いになる機 
器のリモコンコード （5 桁の数字）を入力する。 
⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅し、 
リモコンコ_ドが設定されます。 


<3 PROG t> 



MULTI CHIN AUDIO SEL 
© ® 


ENHANCER SUR.DECODE 


© 

© 

PARAMETER 

TRANSMIT 

© 

© 一 

点滅 


巻末に記載の「リモコンコードー覧」をご覧ください。 


ご注意 


• お使いの機器のメーカーによっては複数のリモコン 
コードが記載されています。正しく操作できるコー 
ドをお使いください。 

• 手順3は、手順2の操作後30秒以内に操作して 
ください。30秒以上経過するとリモコンコード設 
定が自動的に中止されます。この場合は、手順2 
から操作し直してください。 

•「9980」と入力すれば、設定したリモコンコード 
を入カソースごとに初期設定に戻せます。 



応 
用 
j 喿 
作 
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リモコンの機能を詳しく知る 


リモコンコードを初期設定に 
戻す 

設定したリモコンコードを取り消して、初期設定に 
民します。 


1 ② CODE SET ポタンを、ポールペンなどの先 

の細いもので押す。 

⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅します。 


POWER POWER inSHITj (POwift) 

q s s cni 





点滅 


2 ⑧数字キーを押して、「9981」と入力する。 
⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅し、 
リモコンコードが初期設定に戻ります。 



© 


© 


© 



点滅 


上記の手順1のあとに30秒以内にキーを押さないと、 
操作は取り消されます。この場合は手順1からやり直し 
てください。 
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本機の設定を変更する （ADVANCED SETUP ) 


フロントパネルディスプレイに表示されるメニューを見ながら、さまざまな項目を設定します。アドバンス 
トセットアップメニューでは、本機の設定を初期設定に戻したり、リモコン旧を変更したりすることがで 
きます。お好みに合わせて、設定を変更してください。各項目の初期設定は、太字で記載しています。 


ご注意 


• 変更した設定は、 © STANDBY / ON キーを押して本機の電源を入れ直したときから有効になります。 
•アドバンストセットアップメニューの操作中は、本体の® STANDBY / ON キー 、 ©TONE CONTROL キー、 
(© PROGRAM セレクター以外は機能しません。 

•アドバンストセットアップメニューの操作中は、他の操作はできません。 

•アドバンストセツトアップメニューはフロントパネルディスプレイでのみ操作できます。 


アドバンストセツトアップ 
メニューの操作手順 


1 本体の ® STAMDBY/OM キーを押して、本機 
の電源をスタンパイにする。 


2 ©TONE CONTROL キーを押しながら、も 
う一度 ®STANDBY/OM キーを押す。 

本機の電源がオンになり、アドバンストセツト 
アップメニューがフロントパネルディスプレイ 
に表示されます。 



押しながら 



3 ©PROGRAM セレクターを回して、設定した 
し、メニューを選ぶ。 

フロントパネルディスプレイにメニューが表示 
されます。 



現在選んでいるメニュー 現在の設定 


■ アンプ用リモコン旧設定 REMOTE PW 
本体のアンプ操作用リモコン ID を、リモコンのア 
ンプ操作用コ_ドの設定に合わせて切り替えます。 
本機を設置している部屋で別のヤマノ V 製アンプをお 
使いの場合に、本機のリモコン操作でもう1台のア 
ンプが動作するのを防止します。 

選択項目： ID 1、 ID 2 

• リモコンのアンプ操作用コードを 
「00001」に設定しているときは、「01」 

を選んでください。 

• リモコンのアンプ操作用コードを 
「00002」に設定しているときは、 HD 2 J 
を選んでください。 


リモコンのアンプ操作用コードを変更する 

リモコンのアンプ操作用コードをアンプ操作用リモ 
コン旧に合わせて変更します。 


1 ② CODE SET ポタンを、ポールペンなどの先 

の細いもので押す。 

⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅します。 


POWER POWER iHUiBBfJ iPOWERI 

Q C3 B D3 



点滅 


2 ⑧ 数字キーを押して、 rooooij または 
「00002」と入力する。 

⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅し、 
アンプ操作用コードが変更されます。 


4 ©TONE CONTROL キーを繰り返し J 甲して、 
設定したい項目を選ぶ。 


5 ®STANDBY/ON キーを押して、本機の電源 
をスタンパイにする。 

変更した設定が保存されます。 

変更した設定は、次回電源を入れたときから有効に 
なります。 
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本機の設定を変更する （ADVANCED SETUP) 


アンプ ID 

コード* 1 

機能 

アンプ用 
リモコン ID 
*2 

00001 

初期設定のコードを 

ID 1 

(初期設定） 

使って操作しま舍。 

(初期設定） 

00002 

別コードを使って操 
作します。 

ID 2 


チューナー 

ID コード*1 

機能 

チューナー用 
リモコン旧 
*2 

82915 

(初期設定） 

初期設定のコードを 
使って操作しま^"。 

ID 1 

(初期設定） 

82178 

別コードを使って操 
作します。 

ID 2 


*1 リモコン側の設定 
*2 本体側の設定 


”リモコン側の設定 
*2 本体側の設定 


■ チューナー用リモコン旧設定 kEm'IU I L i U 
本体のチューナー操作用リモコン ID を、リモコン 
のチューナー操作用コードの設定に合わせて切り替 
えます。 

選択項目： ID 1、 ID 2 

. リモコンのチューナー操作用コードを 
「82915」に設定しているときは、 HD 1 J 
を選んでください。 

• リモコンのチューナー操作用コードを 
「82178」に設定しているときは、「02」 

を選んでください。 


リモコンのチューナー操作用コードを変更する 

リモコンのチューナー操作用コードをチューナー操 
作用 ID に合わせて変更します。 


1 ④ TUNER キーを押して、入力をチューナーに 

切り替える。 



2 ② CODE SET ポタンを、ポールペンなどの先 

の細いもので押す。 

⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅します。 


POWER POWER {STnOBT； (POWCR) 

H 目 H P3 





点滅 


■ パ，ノ 、ノ p T 「i M [: 1 

SURROUND 巳 ACK / 巳 l - AMPi ^ 子を 1 吏って、ノて 
イアンプ接続 （14 ページ）するかしないかを設定 
しま9 〇 

選択項目： ON 、 OFF 

• バイアンプ接続する場合は、 「 ON 」 を選んで 
ください。 「 SUR . BL / RSP 」 が自動的に 
「 NONE 」 に言 S 定され、本機の SURROUND 
BACK / BI - AMP 端子からはフロントチヤン 
ネル信号が出力されます。 

• バイアンプ接続しない場合は、 「 OFF 」 を選 
んでください。 


ご注意 


「 BI - AMP 」 を rONJ に設定した場合 、 「EXTRA SP 
ASSIGN 」 の 「 PRESENCE 」 は選べません （65 ベー 
ジ)。 


■ SCENE 選択時の旧出力設定 SCENE ： IR 
SCENE (シーン）キーを押したときに、本機リア 
パネルの REMOTE OUT 端子からコント □_ ル信 
号を出力するかしないかを設定します。 

選択項目： ON 、 OFF 

• 本機の REMOTE OUT 端子に接続した機器 
が SCENE コントロール信号の受信機能を持 
つヤマ八製機器の場合は、 「 ON 」 を選んでく 
ださい。本機は自動的に、接続した機器にコ 
ント □_ ル信号を伝送します。 

• 本機の REMOTE OUT 端子に接続した機器 
がヤマ八製機器でない場合や、 SCENE コン 
卜□—ル信号の受信機能を持たない場合は、 
「 OFF 」 を選んでください。 


3⑧数字キーを押して、「82915」または 
「82178」と入力する。 

⑫ TRANSMIT インジケーターが2回点滅し、 
チューナー操作用コードが変更されます。 


こ'注意 

SCENE 機能を操作しているときにノイズが出力される場 
合は、 「 OFF 」 に設定してください。 


ENHANCER SUR. DECODE 


STRAlGFn-.'>UREDIFito, *> _ PARAMETER 

MULTI6k- >AUDIO SEL ' 、 - ぐ :.' 


TRANSMIT 

；；©：：； 

点滅 
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本機の設定を変更する （ADVANCED SETUP ) 


■ 初期設定に戻す IN II 

変更した設定を初期設定に戻します。初期設定に戻 

す項目を選んでください。 

選択項目 ： DSP PARAM 、 VIDEO 、 ALL 、 

CANCEL 

• 音場プログラムを初期設定に戻すには、 
「 DSPPARAM 」 を選んでください。 

•「DISPLAY SET 」 の 「VIDEO SET 」（76 
ページ)、および 「OSD SHIFT 」（76 ぺ一 
ジ）を初期設定に戻すには、 「 VIDEO 」 を選 
んで < ださい。 

• すべてを初期設定に戻すには、 「 ALL 」 を選 
んでください。 

• 初期設定に戻さない場合は、 「 CANCEL 」 を 
選んでください。 

ご注意 

音場プログラムごとに音場パラメ_夕_を初期設定に戻す 

には、音場パラメーター 「 INITIALIZE 」 で設定してくだ 

さい （54 ページ)。 


■応用操作 
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ご使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。対処しても正常に作動しな 
い、または下記以外で異常が認められた場合は、本機の電源をスタンパイにし、電源プラグを抜いて、お買 
い上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせください。 


全般 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

電源を入れてもすぐに 
切れてしまう、または 
STANDBY/ON スイッ 
チ（または POWER 
キー）を押しても電源 
が入らない 

電源コードがしっかり接続されていない。 

電源コードを AC コンセントにしっかりと差 
し込んでください。 

26 

(再度電源をオンにしたときに 、 「CHECK SP 

W 旧 ES !」 と表示されるとき）スピーカーケー 
プルがショートした状態で電源を入れたため、 

保護回路により電源が切れた。 

すべてのスピーカ_ケ_プルが本機とスピー 
カーに正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 

12〜14 


内部マイコンが外部電気ショック（落雷また 
は過度の静電気)、または電源電圧の低下によ 
りフリーズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約 

30秒後にもう一度差し込んでください。 

- 

使用中に突然電源がス 
タンパイになる 

スリープタイマーが作動した。 

電源を入れて、ソースを再生しなおしてくだ 
さい。 

- 


機器内部の温度が上昇したため、保護回路に 
より電源が切れた。 

温度が下がるのを待って （1 時間程度)、電 
源を入れ直してください。 

- 



音量を小さくしてください。 

34 


スピーカ_ケ_ブルがショートした状態で電源 
を入れたため、保護回路により電源が切れた。 

すべてのスピーカ_ケ_プルが本機とスピー 
カーに正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 

12〜14 

音声が出ない 

再生機器がしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。接続に問題がないと 
きはケーブルに不具合がある場合があります。 

19〜24 


再生したい入カソースが正しく選ばれていない。 

本体の ©INPUT セレクターやリモコンの 
④入力選択キー、または ㉕ MU じ H CH IN 
キーで、再生したい入カソースを正しく選ん 
でください。 

34、35 


スピーカーがしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。 

12〜14 


音を出すフロントスピーカーが正しく選ばれ 
ていない。 

本体の® SPEAKERS スイツチでフロント 
スピ_力_を正しく選んでください。 

35 


音量が小さい。 

音量を大きくしてください。 

34 


消音されている。 

リモコンの⑰ MUTE キーを押して（または 
本体の ©VOLUME コントロールを回して） 
消音を解除し、音量を調節してください。 

37 


DTS ソースを再生しているときに、 
「DECODER MODE 」 が 「 AAC 」 に設定さ 
れている。 

「 AUT 0」 または 「 DTS 」 に設定してください。 

74 


AAC ソースを再生しているときに、 
「DECODER MODE 」 が 「 DTS 」 に設定され 
ている。 

「 AUT 0」 または 「 AAC 」 に設定してください。 

74 


入カモードの設定が入力信号の種類と合って 
いない0 

入力信号の種類に合わせる、または 
「 AUT 0」 に設定してください。 

36 


HDMI 接続している場合に、 「 HDMISET 」 

の 「 S . AUDIO 」 が本機に設定されていない。 

「 DSP - AX 763」 に設定して<广どさし' 

78 


接続している HDMI 機器が著作権保護 
( HDCP ) に対応していない。 

著作権保護に対応した機器を接続してくださ 
い0 

- 


CD - ROM など、本機で再生できない信号が入 
力されている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してく 
ださい。 

- 
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故障かな？と思ったら 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

音声が突然出なくなる 

消音された。 

リモコンの⑰ MUTE キーを押して（または 
本体の® VOLUME コント□—ルを回して） 
消音を解除し、音量を調節してください。 

37 

映像が出ない 

本機とモニターが映像接続されていない。 

本機の MONITOR OUT 端子とモニターの映 
像入力端子を接続してください。 

18 

本機と接続している外部機器が同じ種類の映 
像端子で接続されていない。 

同じ種類の映像端子で接続してください。 

15 

セットメニュー 「 VIDEOC 〇 NV 」 を 「 ON 」 
に設定してください。 

76 

モニターの入力が本機の映像に切り替えられ 
ていない0 

入力を切り替えてください。 

- 

接続している HDMI 機器が著作権保護 
( HDCP ) に対応していない。 

著作権保護に対応した機器を接続してください。 

- 

モニター画面が表示さ 
れない 

「VIDEO SET 」 の設定を変更した。 

アドバンストセットアップメニュー HNITJ 
を 「 VIDEO 」 に設定して 、 「VIDEO SET 」 

の設定を工場出荷状態に戻してください。 

85 

映像が乱れる 

ビデオデッキの種類によっては、映像信号を 
変換すると画像が乱れる場合があります。 


- 

特殊な信号を出す機器と接続し、セットメ 
ニュー 「DISPLAY SET 」 の 「VDEO 

C 〇 NV 」 を 「 ON 」 に設定している。 

「 OFF 」 に設定し、同じ種類の接続方法で映 
像端子を接続してください。 

76 

再生している映像ソフトにコピー防止機能が 
ついている。 


- 

片側のチャンネルの音 
声がほとんど出ない 

再生機器やスピーカーがしっかり接続されて 
いない0 

接続を確認してください。接続に問題がないと 
きはケーブルに不具合がある場合があります。 

12〜24 

スピーカーの音量のパランスが適切に設定さ 
れていない。 

音量のバランスを設定し直してください。 

44、67 

センタースピーカーか 
らしか音声が出ない 

音場効果をかけてモノラル音声を再生すると、 
音声信号はすべてセンタースピーカーへ送ら 
れるため、フロントスピーカーやサラウンド 
スピーカーから音は出ません。 

ほかの音場プログラムをお試しください。 

40 

エフェクトスピーカー 
(センター、サラウンド 
左/右、サラウンド 
バック左/右、プレゼ 
ンス左/右）から音声 
が出ない 

音場効果をかけずに再生している。 

㉔ STRA 旧 HT キーを押して、音場効果をか 
けて再生してください。 

43 

再生するソースや音場プ□グラムによっては、 
音が出ないチヤンネ j レがあります。 

ほかの音場プログラムをお試しください。 

40 

フロント巳スピーカーを使用しているときに、 
「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP 

ASSIGN 」 を 「 ZONE 巳」に設定してし Vg >。 

「 FRONT 巳」に設定してください。 

65 

センタースピーカーか 
ら音声が出ない 

センタースピーカーの音量が小さい。 

センタースピーカーの音量を調節してください。 

44、67 

「SPEAKER SET 」 の 「CENTER SP 」 を 
「 NONE 」 に設定している。 

お使いのセンタースピーカーに合わせて、 
「 LARGE 」 または 「 SMALL 」 に設定してく 
ださい。 

66 

再生するソースや音場プ□グラムによっては、 
音が出ないチヤンネ ) レがあります。 

ほかの音場プログラムをお試しください。 

40 

サラウンド左/右ス 
ピーカーから音声が出 
ない 

サラウンド左/右スピーカーの音量が小さい。 

サラウンド左/右スピーカーの音量を調節し 
てください。 

44、67 

「SPEAKER SET 」 の 「 SUR . L/R SP 」 を 
「 NONE 」 に設定している。 

お使いのサラウンド左/右スピーカーに合わ 
せて、 「 LARGE 」 または 「 SMALL 」 に設定 
して <ださい。 

66 

ストレートデコードモードでモノラルソース 
を再生している。 

㉔ STRAIGHT キーを押して、音場効果をか 
けて再生してください。 

43 

再生するソースや音場プ□グラムによっては、 
音が出ないチヤンネ ) レがあります。 

ほかの音場プログラムをお試しください。 

40 


そ 

の 

他 

の 

情 

報 
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故障かな？と思ったら 


サラウンドパック左/ 
右スピーカーから音声 
が出ない 


プレゼンス左/右ス 
ピーカーから音声が出 
ない 


SPEAKERS キーでフ 
□ント B スピーカーを 
選択できない 


セツトメニューでプレ 
ゼンススピーカーの項 
目を選択できない 


サブウーファーから音 


声が出ない 


サラウンドバック左/右スピーカーの音量が 
小さい。 

「SPEAKER SET 」 の rSUR. L/R SP 」 を 
「 NONE 」 に設定している。 


「SPEAKER SET 」 の 「 SUR . 巳 L/R SP 」 

を 「 NONE 」 に設定している。 

再生するソースや音場プログラムによっては、 
音が出ないチヤンネルがあります。 

プレゼンス左/右スピーカーの音量が小さい。 


AUTO SETUP の 「EXTRA SP ASSIGN 」 
を 「 PRESENCE 」 以外に設定している。 


サラウンドバック左/右スピーカーの音量を 
調節してください。 

rSUR . L/R SP 」 を 「 NONE 」 に設定する 
と、自動的に rSUR . B L/R SP 」 も 
「 NONE 」 に設定されます。 rSUR . L/R SP 」 
を 「 NONE 」 以外に設定してください。 

お使いのサラウンドパックスピーカーに合わ 
せて、 「 NONE 」 以外に設定してください。 

ほかの音場プログラムをお試しください。 


プレゼンス左/右スピーカーの音量を調節し 
てください。 

「 PRESENCE 」 に設定してください。 


「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP ASSIGN 」 「 PRESENCE 」 に設定してく 7 ■どさし、 

を 「 PRESENCE 」 以外に設定している。 

再生するソースや音場プ□グラムによっては、ほかの音場プ□グラムをお試しください。 
音が出ないチヤンネルがあります。 


ドルビーデジタルまた 
は DTS ソフトの再生が 
できない（フロントパ 
ネルディスプレイの 
□□DIGITAL または dt » 
インジケーターが点灯 
しない） 

低音の再生不良 


八ム音が出る 


レコードを再生してい 
る場合に音量が小さい 


AUTO SETUP の 「EXTRA SP ASSIGN 」 
を 「 FRONT 日」以外に設定している。 

「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP ASSIGN 」 
を 「 FRONT 巳」以外に設定している。 

AUTO SETUP の 「EXTRA SP ASSIGN 」 
を 「 PRESENCE 」 以外に設定している。 

「SPEAKER SET 」 の 「EXTRA SP 
ASSIGN 」 を 「 PRESENCE 」 以外に設定し 
ている。 

「SPEAKER SET 」 の 「 LFE / 巳 ASS OUT 」 

を 「 FRONT 」 に設定したまま、ドルビーデジ 
タル、 DTS および AAC 信号を再生している。 

「SPEAKER SET 」 の 「 LFE / 巳 ASS OUT 」 

を rSWFRJ または 「 FRONT 」 に設定した 
まま、2チヤンネル信号を再生している。 

再生しているソースに LFE や低音信号が含ま 
れていない。 

接続したプレーヤーなどの設定が「デジタル 
出力」および「ドルビーデジタルまたは 
DTSJ に設定されていない。 


「 FRONT 巳」に設定してくださし V 


「 FRONT 巳」に設定してくださし、。 


「 PRESENCE 」 に設定してくた!さし、 


「 PRESENCE 」 に設定してく广どさし、 


「 SWFR 」 または 「 BOTH 」 に設定してくだ 
さい0 


「 BOTH 」 に設定してください。 


お使いのプレーヤーの取扱説明書をご覧のう 
え、正しく設定してください。 


入カモードを 「 ANALOG 」 に設定している。 「 AUTO 」 に設定してくださし、 


「SPEAKER SET 」 の 「CROSS OVER 」 が 
正しく設定されていない。 

「SPEAKER SET 」 の設定が実際のスピー 
力ーシステムの構成と一致していない。 

ケーブルがしっかり接続されていない。 


レコードプレーヤーの GND がしっかり接続 
されていない。 

低出力型 MC 力一トリツジ付のレコードプ 
レ_ャ_で再生している。 


参照ページ 


44、67 


44、67 

スタ-トアップ 
ガイド10 


スタ-トアップ 
ガイド10 


スタ-トアップ 
ガイド10 


お使いのスピーカーシステムに合わせて、正 
しく設定してください。 

お使いのスピーカーシステムに合わせて、各 
スピーカーを正しく設定してください。 

ケーブルをしっかり差し込んでください。接 
続に問題がないときはケーブルに不具合があ 
る場合があります。 

GND の接続を確認してください。 


昇圧トランスまたは MC へッ ドアンプを使用 
して本機に接続してください。 


19〜24 






故障かな？と思ったら 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

音量を上げられない、 
または音が歪んでいる 

本機の出力端子に接続された機器の電源が 
入っていない。 

AV アンプという製品ジャンルの特性上、出 
力端子に接続している機器の電源が切れてい 
る場合に、再生音が歪んだり、音量が下がつ 
たりすることがあります。本機に接続してい 
るすべての機器の電源を入れてください。 

- 


「MAX VCL .」 で小さい音量が設定されている。 

大きい音量を設定してください。 

69 

有線放送などでエフェク 
トチヤンネル（センター、 
サラウンド左/右、サラ 
ウンドパック左/右、プ 
レゼンス左/右）の音が 
ノイズになる。 

あらかじめソースにサラウンド効果がかかっ 
ている。 

本機でサラウンド効果をかけないで再生して 
<ださい。 

- 

サラウンド効果と音場 
効果をかけた音を録音 
でぎない 

サラウンド効果と音場効果をかけた音は録音 
できません。 


- 

本機のデジタル出力端 
子に接続した録音機器 
で録音ができない 

再生機器が本機のデジタル入力端子に接続さ 
れていない。 

再生機器を本機のデジタル入力端子に接続し 
てください。 

19〜24 


録音機器によっては、ドルビーデジタル、 

DTS および AAC などのデジタルデータを録 
音できません。 


- 

本機のアナログ音声出 
力端子に接続した録音 
機器で録音できない 

再生機器が本機のアナログ入力端子に接続さ 
れていない。 

再生機器を本機のアナログ入力端子に接続し 
て < ださい。 

19〜24 

音場パラメーターや 
セツトメニュー、 

SCENE テン プレー トの 
設定を変更できない 

「MEMORY GUARD 」 を 「 ON 」 に設定して 
し、る0 

「 OFF 」 に設定してください。 

77 

本機が正常に動作しない 

内部マイコンが外部電気ショック（落雷また 
は過度の静電気)、または電源電圧の低下によ 
りフリーズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約 

30秒後にもう 一度差 し込んでください。 

- 

HDMI 接続した機器の 
音声が出力されない。 

HDMI 機器がマルチチャンネル信号に対応し 
ていない。 

HDMI 機器側の設定でマルチチャンネル信号 
を2チャンネル信号に変換してください。 

- 

フロントパネルデイス 
プレイに 「CHECK SP 
WIRESJ と表示される 

スピーカーケーブルがショートを起こしている。 

すべてのスピーカーケープ;レが正しく接続さ 
れているか確認してください。 

12 

本機に接続している機 
器にへッドホンを接続 
して聴くと、音が歪む 

本機の電源がスタンバイになっている。 

本機の電源をオンにしてください。 

26 

デジタル機器や高周波 
機器からの雑音を受け 
ている 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所 
が近すぎる。 

本機とそれらの機器を離して設置してください。 

- 



そ 

の 

他 


の 

情 

報 


HDMI 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

音声や映像が出ない 

制限台数を超える HDMI 機器を接続している。 

接続している HDMI 機器の数を減らしてくだ 
さい。 

- 

接続している HDMI 機器が著作権保護 
( HDCP ) に対応していない。 

著作権保護に対応した機器を接続してください。 

- 
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故障かな？と思ったら 


FM / AM 放送の受信 


1 症状 

原因 

対策 

参照ページ 

FM 

ステレオ放送に 
なると雑音が多 
く聞きづらい 

放送局から離れた地域で受信しているか、ア 
ンテナ入力が弱い。 

アンテナの接続を確認してください。 

25 

屋外アンテナを感度の良い、多素子のものに 
変えてください。 

- 

マニュアル選局をしてください。 

45 

FM 専用アンテナ 
を使用している 
が、音が歪むなど 
受信感度が悪い 

マルチパス（多重反射）などの妨害電波を受 
けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく 
ださい。 

25 

オート選局がで 
きない 

放送局から離れた地域で受信しているか、ア 
ンテナ入力が弱い。 

屋外アンテナを感度の良い、多素子のものに 
変えてみてください。 

- 

マニュアル選局、または周波数ダイレクト選 
局をしてください。 

45 

プリセットした 
放送局を受信で 
きない 

本機の電源プラグを長期間コンセントから抜 
いていたため、メモリーが消去された。 

もう一度放送局をプリセットしてください。 

46 

AM 

オート選局がで 
きない 

電波が弱い、あるいはアンテナの接続が不完全。 

AM ループアンテナの方向を変えてください。 

25 

マニュアル選局をしてください。 

45 

才一トプリセッ 
卜ができない 

AM 放送局はオートプリセツトができません。 

マニュアルプリセットをしてください。 

47 

「ジー」、「ザー」、 
「ガリガリ」など 
の雑音が入る 

空電や雷による雑音、または蛍光灯、モー 
ター、サーモスタツト付きの電気器具の雑音 
を拾っている。 

AM 屋外アンテナを張り、アースを完全に取 
ると減少しますが、完全に除去するのは困難 
です。 

- 

「プンプン」、 
「ヒューヒュー」 
などの雑音が入る 

本機の近くでテレビを使用している。 

本機とテレビを離して設置してください。 

- 


リモコン 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

本機をリモコンで操作で 
きない 

リモコン操作範囲から外れている。 

本体のリモコン受光窓から 6 m 以内、30° 
以内の範囲で操作してください。 

28 


⑱操作機器選択スイッチで 「 SOURCE 」 また 
は 「 TV 」 を選んでいる。 

「 AMP 」 を選んでください。 

79 


リモコンのアンプ操作用コードと本機のアン 
プ操作用リモコン ID が一致していない。 

コードまたはリモコン D の設定を変えてく 
ださい。 

83 


受光窓に日光や照明（インバーター蛍光灯や 
スト□ボライトなど）があたっている。 

照明、または本体の向きを変えてください。 

- 


乾電池が消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

スタ-トアップ 
ガ仆 3 

外部機器をリモコンで操 
作できない 

操作する機器の入力選択キーが押されていない。 

入力選択キーを押してください。 

34 

⑯操作機器選択スイッチで 「 AMP 」 を選んでいる。 

「 SOURCE 」 または 「 TV 」 を選んでください。 

79 


リモコンコードが正しく設定されていない。 

リモコンコードを設定し直すか、同じメー 
カーの コー ドの中から別の コ_ ドを設定して 
<ださい。 

81 


リモコンコードを正しく設定しても、メー 
カーまたは機器によっては操作できない場合 
があります。 

リモコンコードを設定しても操作できない機 
器は、その機器に付属しているリモコンをお 
使いください。 

- 










故障かな？と思ったら 


iPod 


こ'注意 

フロントパネルディスプレイやモニター画面に下記のメッセージが表示されない場合は、 iPod の接続をご確認ください 
(23 ベージ)。 


表示 

内容 

対策 

参照ページ 

, ..... 

iPod との接続を確認中です。 


- 

し _ .Zi 1」 .1. r 1 ^ a II n 

iPod から情報を取得中です。 

■ *..j rirife * し ■し tr r " r "■. j r 

iPod との通信に問題が発生しています。 

本機の電源をスタンバイにし、ヤマ八製 
iPod 用ドックを接続し直してください。 

23 

iPod をヤマ八製 iPod 用ドックにセットし直 
してください。 

- 

<JF ik i - i ' Jl'.'t i j . r LJu 

本機に対応していない種類の iPod が接続され 
ています。 

本機は iPod (クリックホイール )、 iPod 
nano、iPod mini に対応しています。 

- 

i r ' j d C <j r i r "i <_.• >-• 0 Ci 

iPod がヤマハ製 iPod 用ドックに正しく接続 
されました。 


- 

し • .1. :■し li * it-&d 

iPod がヤマ八製 iPod 用ドックから取り外さ 
れました。 

iPod をヤマ八製 iPod 用ドックに接続してく 
ださい。 

23 


何らかの原因で再生できません。 

iPod に保存されている曲が再生可能である 
か確認してください。 

- 

'_>r i -= ii _' . i . tr し 1 -. 1 卜. i.-iiii コ 

再生可能な曲を iPod に保存してください。 

- 


Bluetooth® 


表示 

内容 

対策 

参照ページ 


ヤマハ製 Bluetooth アダプターと Bluetooth 
機器がペアリングしています。 


- 

ヤマ八製 Bluetooth アダプターと Bluetooth 
機器が接続を確立しています。 

'-• Up'lK .1. fT .- t 5 ..] 

ペアリングが完了しました。 

し drh- •ヒ i <r'J 

ペアリングがキャンセルされました。 

E'l cur ir it? し t'&d 

ヤマノ V 製アダプターと Bluetooth 機器の接続 
が確立しました。 

し ：. i . i - L - ui - ir it 1 しし ed 

ヤマ八製 Bluetooth アダプターと Bluetooth 
機器の接続が切断されました。 

N'J D i •dUdh - 't-'：:rr ' 

ヤマ八製 Bluetooth アダプターが本機の 
DOCK 端子に接続されていません。 

本機の DOCK 端子にヤマ八製 Bluetooth ア 
ダブターを接続してください。 

23 

i >-• i ul-ii i'-j 

ペアリングや接続しているときに、 

Bluetooth 機器が見つかりません。 

—— ^^ 

- 

し Hv 3 •:: i.L j. 5 D 10 

ヤマ八製 Bluetooth アダプターと Bluetooth 
機器が接続されているときにペアリングして 
います。 

ぺアリングはヤマ八製 Bluetooth アダプ 
ターと Bluetooth 機器が接続されていない 
ときに行ってください。 

51 


■その他の情報 
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故障かな？と思ったら 



AUTO SETUP 


■ 測定開始時の表示 


表示 

内容 

対策 

参照ページ 

L - L .' i"ii i ' irCL - i - ij . L -. 

オプティマイザーマイクが接続されていません。 

オプティマイザーマイクをフロントパネルの 
OPTIMIZER MIC 端子に接続してください。 

スタ-トアップ 
ガイド9 

Lj 1 i P 口!！■し 1 !:： i 1 II ! 

へッドホンが接続されています。 

へッドホンを取り外してください。 

- 

i i ^' hi'Jr zf '_ i '.- i -:：3 i >J . 

本機の設定が保護されています。 

「MEMORY GUARD 」 を 「 OFF 」 に設定し 
てください。 

77 


■ 測定中の表示 


エラーメッセージ 

原因 

対策 

参照ページ 

:— s 1. 1 . !~ 1—. • r _ . 

1:1_" 丄 *>i_i し i rK'Ji'i i 二: 1 i_— 

フロント左/右チャンネル信号が検出さ 
れませんでした。 

フロント左/右スピーカーが正しく接続 
されているか確認してください。 

12 

L --- .ii 〇 Hl.' ii'ijK izi'i™ - 

サラウンド左/右チャンネル信号の片側 
しか検出されませんでした。 

サラウンド左/右スピーカーが正しく接 
続されているか確認してください。 

12 

i'iLJ r 

プレゼンス左/右チャンネル信号の片側 
しか検出されませんでした。 

プレゼンス左/右スピーカーが正しく接 
続されているか確認してください。 

12 

1: 二一'十 a [: 1 i ' .:: 1 1: 1 i _ 

サラウンドバックスピーカーを1本のみ 
接続している場合に、 R 側のサラウンド 
ノ （ ックチャンネル成分のみが検出されま 
した。 

サラウンドバックスピーカーを1本のみ 
接続する場合は、 L 側 （ SINGLE ) の端 
子に接続してください。 

13 

i: 二 ■. J a 1 i LJ .L 二: 1 i 

騒音が大きすぎて、正確な測定ができま 
せん。 

周囲が静かな時間帯に測定をやり直して 
みて < ださい。 

- 

エアコンなど、騒音を発生する機器の電 
源を一時的に切るか、オプティマイザー 
マイクから遠ざけてみてください。 

- 

5.— ㈣ ! ! :■一 ： 1 .— ! 1 1~. 
i._ *.j B i i i._ F -- . 一 1 し i i ii 

サラウンド左/右スピーカーが接続され 
ていないのに、サラウンドバックスピー 
カーだけが接続されています。 

サラウンドパックスピーカーを使うとき 
は、サラウンド左/右スピーカーを接続 
する必要があります。 

12 

L i » N < J i_i j ■し 

測定の途中でオプティマイザーマイクが 
外れました。 

AUTO SETUP での測定中はオプティマ 
イザーマイクに触れないようご注意くだ 
さい。 

スタ-トアップ 
ガイド9 

:— ■ - 1 i t i _ !:•■■:! 

オプティマイザーマイクがテスト1ン 
を検知していません。 

オプティマイザーマイクが正しく設置さ 
れているか確認してください。 

スタ-トアップ 
ガイド9 


各スピーカーが正しく接続、設置されて 
いるか確認してください。 

12 

i: ニー: 7 B L J 二: 1 1 二 h: •し••卜 i i ■寸し • !)二 L_. 

何らかの操作をしたため、測定が中断し 

よし/し 0 

測定をやり直してください。測定中は音 
量を調節するなどの操作をしないでくだ 
さい。 

スタートアップ 
ガイド9 


スタ-トアップ 
ガイド9 


内部エラーが発生しました。 


測定をやり直してください。 






































































故障かな？と思ったら 


■ 測定後の表示 


警告メッセージ 

原因 

対策 

参照ページ 

:1 J - ..".1 1 "：■* . !■— !••••: 1 ■ 1 •— 

'.' j ™ i b U'j i Ljr i " 二 1 i : 

表示されたスピーカーの極性が、逆に接 
続されています。お使いのスピーカーの 
種類や設置環境によっては、スピーカー 
が正しく接続されていても、このメッ 
セージが表示されます。 

スピーカーの極性+ (プラス）、一（マイ 
ナス）が正しいか確認してください。正し 
く接続されている場合は、このメッセージ 
が表示されてち正常に使用できます。 

12 

：1 ■一 | b 1 .1 1 .. 

■ U ' v ' CLP . O ' L ' t " / 

表示されたスピーカーとリスニングポジ 
シヨンとの距離が 24 m よりも離れている 
ため、正確に補正できません。 

視聴位置の 24 m 以内にスピーカーを移 
動してください。 

- 

uJ ~■ J ■ LtvtL LKKUK 

各チャンネル間の音量差が大きすぎて、 
正確に補正できません。 

スピーカーの設置位置を再度確認して、 
すべてのスピーカーが同等の環境下に設 
置されているか確認してください。 

- 

スピーカーの極性+ (プラス)、一（マイ 
ナス）が正しいか確認してください。 

12 

なるべく性能が似ている、または同じスピー 
カーを使用することをおすすめします。 

- 

rSWFR:TOO LOUD 」、 または 
rSWFR:TOO LOW 」 が表示された場 
合、サブウーファーの音量を調節してく 
ださい。 

- 

w 一 1 H ■■し M 匕し卜 •• h . N 二 ■ 

「EXTRA SP ASSIGN 」 が 
「 PRESENCE 」 に設定されているのに、 
プレゼンス左/右チャンネ ) レ信号が検出 
されませんでした。 

プレゼンス左/右スピーカーが正しく接 
続されているか確認してください。 

12 

プレゼンススピーカーを使用しない場合 
は 、 「EXTRA SP ASSIGN 」 を 
「 PRESENCE 」 以外に設定してください。 

スタ-トアップ 
ガイド 1〇 


ご注意 

-エラーメッセージや警告メッセージが表示された場合、発生している問題を解決してから AUTO SETUP をやり直し 
てください（「スタートアップガイド」9ページ)。 

• rw - i 」、 または 「 w -2」、 rw -3」 が表示された場合、補正はされますが、最適ではありません。 

•「E-10」 が繰り返し表示される場合は、ヤマハサービスセンターにお問い合わせください。 


■その他の情報 
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すべての設定を初期設定に戻す 


変更したセツトメニューの設定や音場パラメーター、プリセツトした FM / AM 放送局などをすべて初期 
設定に戻します。 

ご注意 

変更した設定は、次回電源を入れたとぎから有効になります。 

ご' 

初期化操作を中止するには、フロントパネルの® STANDBY/ON キーを押してください。 


1 ®STANDBY/ON キーを押して、本機の電源 
をスタンパイにする。 


2 ©TONE CONTROL キーを押しながら 
©STANDBY/ON キーを押す。 

本機の電源がオンになり、フロントパネルデイ 
スプレイにアドバンストセツトアップメニュー 
が表示されます。 



押しながら 



3 ⑭ PROGRAM セレクターを回して 、 HNITJ 

を選ぶ。 


4 ©TONE CONTROL キーを繰り返し}甲して、 
「 ALL 」 を選ぶ。 


初期設定に戻さない場合は、 「CANCEL」 を選んで 
ください。 


5 ®STANDBY/ON キーを押して、本機の電源 
をスタンバイにする。 

すべての設定が初期設定に戻ります。 
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用語/技術解説 


■ コンポーネントビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す PB / 
Cb 信号（青色差信号）および Pr / Cr 信号（赤色差 
信号）の3系統に分けて伝送する方式です。それぞ 
れの信号を独立して伝送するため画質の劣化が少な 
く、色をより忠実に再現できます。また、コンポー 
ネントビデオ信号は、色を表す信号から輝度を表す 
信号を引いているので、色差信号とも呼ばれます。 
この方式をお使いになるためには、コンポーネント 
ビデオ端子、または□端子のあるモニター（テレビ） 
を本機に接続してください。 

■ コンポ ジッ トビデオ信号 

輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号を1つの映像 
信号としてまとめて伝送する方式です。テレビの 
NTSC 信号などが採用しています。 

■サンプリング周波数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒間 
にサンプリング(信号の大きさを数値に置き換えるこ 
と）を行う回数をサンプリング周波数といいます。 
再生できる周波数帯は「サンプリング周波数」で決 
まり、サンプリング周波数が高いほど再生可能な音 
域が広がることになります。 

■ディープカラー 

HDMI 1 .3 がサボートしている映像技術です。 RGB 
または YCbCr 信号の処理を、従来の8ビットに対 
して10/12 /16ビットで処理することで、より 
豊かな色調表現が可能です。表現できる色の数が従 
来の数百万色から数億色に増えたことにより、グラ 
デーシヨンの表現力や暗部のディテール再現力が向 
上し、カラーバインディング（しま模様状になる色 
の変化）の少ない画像を楽しめます。 

■ ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊か 
な音響効果のために、フロント左/右チャンネル（ス 
テレオ音声)、会話などを再生するセンターチャンネ 
ル（モノラル音声)、効果音のサラウンドチャンネル 
(モノラル音声）の、アナログ4チャンネル方式を採 
用しています。サラウンドチャンネルの再生域は狭 
くなつています。 

現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。 
本機に内蔵のドル ビープ □ロジック デコーダー は、 
各チャンネルの音量を自動的に調整して安定させ、 
音の移動感や方向性を強調して、より正確なデジタ 
ル処理を行います。 


■ ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン 
ネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステム 
です。全帯域の音声成分を持つフロント3チャンネ 
ル（フロント左/右、センター）と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド左/右)、低音域専用の LFE 
チャンネルの合計 5.1 チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルがステレオで収録されてい 
るため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動 
感や周囲の環境音がより明確になります。全帯域の 
5チャンネルの幅広いダイナミックレンジと正確な 
音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を 
再現できます。 

本機では、モノラル音声から 5.1 チャンネルスピー 
カーシステムまでお好みの視聴環境を選ぶことがで 
きます。 

■ ドルビーデジタルサラウンド EX 

本機は 5.1 チャンネルのソースに、サラウンドバッ 
クチャンネルを加えて 6.1 /7.1チャンネル再生を 
可能にする、ドルビーデジタルサラウンド EX ソフ 
卜対応のドルビーデジタル EX デコ_ダ_を内蔵し 
ています（サラウンドバックチャンネルはサラウン 
ド左とサラウンド右チャンネルから作られます)。 

ドルビーデジタルサラウンド EX で録音された映画 
のサウンドトラックを再生する際に、最良の音声を 
再生できます。この追加チャンネルにより、特に飛 
び越えたり飛び回ったりといった動きのあるシーン 
で、よりダイナミックでリアルな動作音をお楽しみ 
いただけます。 

■ ドルビーデジタルプラス 

ブルーレイディスクや HD DVD などの次世代光 
ディスクやデジタルテレビ放送向けに開発された高 
品質音声フォーマットです。ブルーレイディスクで 
はオプション採用、 HD DVD では標準採用され、最 
大 7.1 チャンネルのディスクリート音声信号を最大 
転送レート 6Mbps で収録可能です。従来のドルビー 
デジタルと互換性があるため、ドルビーデジタル対 
応の機器でも再生できます。 

■ ドルビープロロジック II 

ドノレビープ□ロジック 1 1はドルビープロ□ジックを 
改良した方式で、ドルビーサラウンド方式のソフト 
に多く採用されています。2チャンネルで記録され 
た音声を信号処理し、優れた分離感を保ったまま 
5. 1チャンネル音声に変換します。映画用の Movie 
モードと、音楽などのステレオソース用の Music 
モード、ゲーム用の Game モードが用意されていま 
す。従来の2チャンネル音声（モノラル音声を除く) 
だけで記録された古い映画も、 5.1 チャンネルの迫 
力ある音声で楽しめます。 


■その他の情報 
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用語/技術解説 


■ ドルビープロ ロジック I lx 

ドルビープ□ロジックの技術です。2チャンネルで 
記録された音声はもちろん、マルチチャンネルで記 
録された音声をも信号処理し、自然な 7.1 チャンネ 
ル音声をフルレンジで再生します。映画用の Movie 
モード （2 チャンネル信号入力時のみ）、音楽用の 
Music モード、ゲーム用の Game モードが用意され 
ています。 

■ ドルビー TrueHD 

ブルーレイディスクや HD DVD などの次世代光ディ 
スク向けに開発された□スレス（可逆型）高品質音声 
フォー マットです。ブルーレイディスクではオプ シヨ 
ン採用 、 HD DVD では標準採用され、 96 kHz /24 bit 
時には最大8チャンネル、 192 kHz /24 bitB 寺には 
最大6チャンネルのディスクリ_卜音声信号を最大 
転送レート 18 Mbps で収録可能です。従来のドル 
ビーデジタルと互換性があるため、ドルビーデジタル 
対応の機器でも再生できます。ダイア□グノー マライ 
ゼーシ ヨン やダイナミックレンジ コン ト□—ルをサ 
ポートしています。スタジオマスター品質の音声が楽 
しめます。 

■パイアンプ 

スピーカー の ウーファー と ツィーターを 別々のアン 
プで駆動する方式です。中低域部と高域部を独立し 
て接続することにより、逆起電力による音の純度低 
下を抑え、よりクリアな音声を楽しめます。 

■ リップシンク （Lip sync ) 

HDMI 1.3 がサポートしている、音声と映像の出力 
タイミングのずれを自動的に補正する技術です。映 
像信号の大容量化にともな5信号処理の複雑化によ 
り、音声出力に対して映像出力が遅れてしまうこと 
があります。この映像出力の遅延を自動的に検知し、 
遅延時間に合わせて音声を遅らせて出力することに 
より、音声と映像の出カタイミングを同期させてい 
よ 9 〇 

■量子化ビット数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、音の 
大きさを数値化するときのきめ細かさを量子化ビッ 
卜数といいます。 

音量の差を表すダイナミックレンジは「量子化ビット 
数」で決まり、量子化ビット数が大きいほど音の大き 
さの変化をきめ細かく再現できることになります。 

■ AAC 

(アドバンスト • オーデイオ • コーディング） 


本機は AAC デコーダーを搭載しているので、 BS / 
地上波デジタルチューナーで受信した番組の5 . 1 
チャンネル音声をデコード(復号）して再生できます。 

■ D 端子 

AV 機器間での映像信号の伝送に用いられる端子で、 
コンポーネントビデオ信号とコント□—ル信号（走 
査線、アスペクト比、インターレース/プ□グレッ 
シブの情報)を、1本の専用ケーブルで接続できます。 
その性能に応じてランクが D 1 から D 5 に分けられ 
ています。本機には D 5 ビデオ端子が装備されてお 
り、 D 1 から D 5 の規格に対応しています。 

■ DSD (ダイレクト•ストリーム • デジタル） 

SA-CD (スーパーオーディオ CD ) などで使われて 
いる、デジタル信号を記録する方式の一つです。サ 
ンプリング周波数2822.4 kHz で記録することによ 
り、 CD などで使われている PCM よりも高音質で再 
生できます。周波数は 100 kHz 以上、ダイナミック 
レンジは120 dB です。 

■ DTS 96/24 

DTS 96/24は DVD ビデオのマルチチャンネルサ 
ウンドを高音質で再生します。従来の DTS デコー 
ダーとも互換性があるため、 DTS 96/24に対応 
していない機器では、通常の DTS サラウンドとして 
楽しむことができます。「96」はサンプリング周波 
数の 96 kHz (従来の 48 kHz から倍増)、「24」は量 
子化ビット数24ビットを示します。広い周波数帯 
域、ダイナミックレンジで、 DVD ビデオの音楽や映 
画音声を 5.1 チャンネルで楽しむことができます。 

■ DTS デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナログの映画音声に 
取って代わる 5.1 チャンネル方式のデジタルサウン 
ドトラックとして開発された最新技術で、世界中の 
映画館に急速に普及しています。ご家庭でも音の奥 
行きや自然な空間表現を楽しめるように開発したも 
のが、本機で採用している DTS システムです。 
極めて劣化が少なく、クリアな音質の6チャンネル 
(フロント左/右、センター、サラウンド左/右チヤ 
ンネル、サブウーファー用 LFE 0.1 チヤンネルを加 
えた 5.1 チヤンネル）で構成されています。 


MPEG -2 オーディオ規格の一つで、 BS / 地上波デ 
ジタル放送で採用されています。モノラル音声から 
最大で7チヤンネル音声までを効率良く圧縮して記 
録、伝送できます。 
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用語/技術解説 


■ DTS-ES 

本機は 5.1 チヤンネルのソースに、サラウンドバッ 
クチャンネルを加えて 6. 1チャンネル再生を可能に 
する、 DTS - ES デコーダーを内蔵しています。 5.1 
チャンネルの信号と独立して記録されたサラウンド 
バックチャンネル信号を再生する、ディスクリート 
方式と、サラウンド L / R チャンネル信号からサラ 
ウンドバックチャンネル信号を生成して再生する、 
マトリクス方式の2つの方式に対応しています。 
DTS - ES で録音された音楽や、映画のサウンドト 
ラックを再生する際に、最良の音声を再生できます。 

■ DTS Express 

ブルーレイディスクや HD DVD などの次世代光 
ディスク向けに開発された音声フォーマットで、 
ネットワ_ク • ストリ_ミング用に最適化された低 
ビットレ—卜信号です。ブルーレイディスクではセ 
カンダリーオーディオ 、 HD DVD ではサブオーディ 
才で使用され、本編の再生を楽しみながらインター 
ネットを経由して映画制作者のコメントなどを楽し 
めます。 

■ DTS-HD ハイレゾ リユー シヨン オーディオ 

プルーレイディスクや HD DVD などの次世代光 
ディスク向けに開発された高品質音声フォーマット 
です。ブルーレイディスクおよび HD DVD でオプ 
シヨン採用され、 96 kHz /24 bit で最大 7.1 チャ 
ンネルのディスクリート音声信号を、ブルーレイ 
ディスクでは最大転送レート 6 Mbps、HD DVD で 
は最大 3 Mbps で収録可能です。従来の DTS デジタ 
ルサラウンドと互換性があるため、 DTS デジタルサ 
ラウンド対応の機器でも再生できます。 

■ DTS-HD マスターオーディオ 

プルーレイディスクや HD DVD などの次世代光 
ディスク向けに開発された□スレス（可逆型）高品 
質音声フォーマットです。ブルーレイディスクおよ 
び HD DVD で標準採用され、 96 kHz /24 bit で最 
大 7.1 チャンネルのディスクリート音声信号を、ブ 
ルーレイディスクでは最大転送レート 24.5 Mbps 、 
HD DVD では最大1 8 Mbps で収録可能です。従来 
の DTS デジタルサラウンドと互換性があるため、 
DTS デジタルサラウンド対応の機器でも再生でき 
ます。スタジオマスター品質の音声が楽しめます。 

■ DTS Neo :6 

2チャンネル信号のソースを、サラウンドバックを 
含めた6チャンネルで再生できます。再生するソー 
スに合わせて、音楽用の Music モードと、映画用の 
Cinema モードが用意されています。すべてのチャ 
ンネルを全帯域で再生できるだけでなく、ディスク 
' J - 卜方式で記録されたソースのようなチヤンネル 
の分離感を体感できます。 


■ HDMI 

世界業界標準規格である HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface Specification ) 規格に準じ 
た、次世代テレビ向けのデジタルインターフェース 
です。著作権保護技術 （HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応し 
ているため、デジタルビデオ/オーディオ信号をデ 
ジタルのまま劣化させることなく、1本のケーブル 
で伝送できます。 

■ LFE (低域効果音）0_1チャンネル 

音声成分の帯域が20〜120 Hz の、低音域専用チャ 
ンネルです。 

ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の5 
チャンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強す 
るために使用されます。音声の帯域が低域のみに制 
限されているので、 0.1 と表現されます。 

■ PCM (リニア PCM ) 

M P 3 形式や ATRAC 形式のようにアナログ音声信 
号を圧縮せずに、そのまま符号化して録音 • 伝送す 
る方式です。 

「 PCM 」 は、パルス.コード•モジ ユレー シヨンの 
略で、デジタル信号をパルスの符号にして変調記録 
するという意味です。 

音楽 CD や、 DVD オーディオの録音方法などで採用 
されています。 PCM 方式では、非常に短く区切った 
単位時間あたりの信号の大きさを数値に置き換える 
(サンプリング）手法を用いています。 

■ S ビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号 
に分けて伝送する方式です。 S ビデオ端子で接続す 
ると、より美しい映像で録画/再生をお楽しみいた 
だけます。 

■ " x . v . Color " 

HDMI 1.3 がサボートしている映像技術です。色空 
間規格の一つで、 sRGB 規格より広い色空間を持っ 
ているため、今までできなかった色の表現が可能で 
す。 sRGB 規格の色域との互換性を確保しながら色 
空間を拡張し、より鮮明で自然な映像になっていま 
す。特に静止画や CG で高い効果が得られます。 


■その他の情報 
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音場プログラム解説 


■ 音場を構成する要素 
直接音 

楽器やボーカルなどの、音源からどこにも反射する 
ことなく、直接リスナーの耳に届く音です。 

初期反射音 

壁や天井などに1回反射してからリスナーの耳に到 
達する音です。初期反射音は直接音が発生してから 
50 ms (50/1 000秒）から 80 ms (80/1 000 
秒）くらいあとに耳に届きます。初期反射音により、 
直接音に明瞭さが付加されます。 

後立 R 残塑音 

壁や天井、部屋の後部などに2回以上反射を繰り返 
しながら、多数の反響音がひとまとめになり、連続 
した音響の余韻となる音です。これらの反射音は方 
向性がなく、直接音の鮮明さを劣化させます。 

直接音、初期反射音、後部残響音が一つになること 
で、リスナーは演奏会場や劇場をイメージすること 
ができます。デジタル音場プロセッサ_はこの反射 
音、残響音を再現することで、音場を作り出します。 

また、リスニングルームにおいて適切な反射音や後 
部残響音を再現できれば、独自のリスニング音場を 
作り出すことができます。つまりリスニングルーム 
の音響効果をコンサートホール、ダンスフロア、大 
聖堂など、さまざまな演奏会場や劇場の音響効果に 
変えることができるのです。意のままに音場を再現 
する能力こそ、デジタル音場プロセッサ_を通じて 
ヤマ八がこれまでに実践してきたことです。 

■ コンプレスト5ユージック • エン八ンサーモード 

MP 3 や AAC など、 ポー タブ ルオー ディ オプレー 
ヤーなどで使用される圧縮オーディオ フォー マッ ト 
の再生に最適なプログラムです。高音域を拡張し、 
低音域を強調することによって、圧縮オーディオを 
ダイナミックかつ臨場感たっぶりに再生します。 

■サイレントシネマ 

へッ ドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラ 
ムを擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシステ 
ムです。 

音場プログラムごとにヘッドホン用の設定値が用意 
されているため、自然で立体感あふれる音場プ□グ 
ラムをへッドホンでもお楽しみいただけます。 


■ シネマ DSP (デジタル.サウンド- 
フイールド.プロセッサー ） 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画 
館用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さ 
や壁の材質、スピーカーの数などの条件の違いに 
よって、同じソフトであっても視聴感に差が出てし 
まし'!ます〇 

ヤマノ（シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく 
独自の音場技術を応用することで、ドルビープ□口 
ジックやドルビーデジタル、 DTS のシステムと組み 
合わせて音のスケールや奥行き、音量感を補い、ご 
家庭でも映画館のよ5な視聴体験を実現します。 

■パーチャルシネマ DSP 

サラウンド左/右スピーカーを設置していなくと 
も、仮想的にサラウンド左/右スピーカーの音場を 
再現することで、音場プログラムを楽しめます。 
センタースピーカーを設置できない場合でも、フロ 
ント左/右スピーカーだけで、バーチャルシネマ 
DSP をお楽しみいただけます。 
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主な仕様 


オーティオ部 


定格出力 （6 Q 、 20〜 20 kHz 、 0.09% THD ) 

フロント左/右 .95 W + 95 W 

センター .95 W 

サラウンド左/右 .95 W + 95 W 

サラウンドバック左/右 .95 W + 95 W 

実用最大出力 （ J 日 TA 、6 Q 、1 kHz 、 10% THD ) 

フロント左/右 . 1 35 W + 1 35 W 

センター .135 W 

サラウンド左/右 .135 W + 135 W 

サラウンドバック左/右 .135 W + 135 W 

ダイナミックパワー ( IHF ) 

6/4/2 Q . 135/ 165/210 W 


ダンピングファクター 

(20 Hz 〜 20 kHz 、 スピーカー A 、8 Q ) 

フロント左/右 . 120以上 

入力感度/入カインピーダンス 
(1 kHz 、 100 W /8 Q 換算） 

PHONO ( MM ).3.5 mV /47 kQ 

CD 他 .200 mV /47 kQ 


MULTI CH INPUT . 200 mV /47 kQ 


最大許容入力 （1 kHz ) 

PHONO ( MM 、0.1 % THD ).60 mV 以上 

CD 他 （EFFECT ON 、0.5% THD ) 

.2.3 V 以上 

出力電圧/出カインピーダンス 


REC OUT . 200 mV / 1.2 kQ 


PRE OUT . IV / 1.2 kQ 

SUBWOOFER (2 ch Stereo、FRONT SP : 

SMALL ). IV / 1.2 kQ 

へッドホン出力/出カインピーダンス 
CD 他 （1 kHz 、50 mV 入力、 8 Q ) 

. 150 mV / 1000 

周波数特性 

CD 他（フロント左/右、 10 Hz 〜100 kHz 

. 0/- 3 dB 

全高調波歪率 

PHONO ( MM、REC OUT 、20 Hz 〜 20 kHz ' 

IV ). 0.02% 以下 

CD 他 （2 ch Stereo 、 フロント SPOUT 、 
20 Hz 〜 20 kHz 、50 W / 8 Q )... 0.06% 以下 
S / N 比 （ IHF - A ネットワーク、入カシヨート） 
PHONO ( MM 、2.5 mV、REC OUT ) 

.80 dB 以上 

CD 他 （EFFECT OFF 、 250 mV、SP OUT ) 

. 100 d 巳以上 

残留ノイズ （ IHF - A ネットワーク） 

フロント左/右 、 SPOUT . 150" V 以下 

チヤンネルセパレーシヨン 
(入カシヨート、1 kHz /1 0 kHz ) 

PHONO .60 dB 以上/ 55 dB 以上 

CD 他 (5.1 kQ ).60 dB 以上/ 45 d 巳以上 


音量可変範囲/ステップ 

. MUTE /- 80.0 dB 〜+ 1 6.5 dB / 

0.5 dB ステップ 

卜ーンコント□—ル特性 

BASS (可変巾畐） . 土 1 OdB / 50 Hz 

BASS (ターンオーバー周波数） .350 Hz 

TREBLE (可変巾畐） . 土 10 d 巳/ 20 kHz 

TREBLE (夕ーンオーバー周波数) .3.5 kHz 


ビデオ吾15 

ビデオ信号方式 

グレーバック . NTSC 

ビデオコンノ（ージョン . NTSC/PAL 

コンポジットビデオ信号レベル••… lVp - p /75 D 
S ビデオ信号レベル 

Y . 1 Vp - p /750 

C . 0.286 Vp - p /75 Q 

コンポーネントビデオ信号レベル 

Y . 1 Vp - p /75 Q 

Cb 、 C 「.0.7 Vp - p /75 D 

D 5 ビデオ信号レベル 

Y . 1 Vp - p /75 D 

Cb 、 C 「.0.7 Vp - p /75 Q 

ビデオ最大許容入力 （VIDEO CONV . OFF ) 

.1.5 Vp-p 以上 

S / N 比 .50 dB 以上 

モニター アウ ト 周波数帯域 (VIDEO CONV . OFF ) 
コンポーネントビデオ、 D 5 ビデオ 
.5 Hz 〜100 MHz 、 - 3 dB 


FM チューナー部 

受信周波数範囲 . 76.0 MHz 〜 90.0 MHz 

50 dBSN 感度 （ IHF 、 1 kHz 、 100% MOD .) 

モノ .2.8 /iV (20.2 dBf ) 

S / N 比 ( IHF ) 

モノ/ステレオ .73 dB / 70 dB 

歪率 (1 kHz ) 

モノ/ステレオ . 0.5%/ 0.5% 

アンテナ入力 .75 Q 、 アンバランス 


AM チューナー部 

受信周波数 . 531 kHz 〜1611 kHz 
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主な仕様 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 、 50 / 60 Hz 

消費電力 . 300 W 

待機時消費電力 .0.1 W 以下 


AC アウトレット（電源スイッチ連動 x 2) 

. 合計100 W 

寸法（幅 x 高さ x 奥行き） 

. 435 x 171 x 393 mm 

質量 . 1 1.8 kg 


※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更す 
ることがあります。 


本機は 「JIS C 61000-3-2」適合品です。 

JISC 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁 
両立性第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 
相当たりの入力電流が 20 A 以下の機器)」に基づき、 
商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設 
計 • 製造した製品です。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては大変気に 
なるものです。隣近所への配慮を十分にし 
ましょう。静かな夜間には小さな音でもよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わぬところに迷惑をかけてしまい 
ます。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご使用になるのも)一つの方法です。音楽はみんなで楽しむ 
もの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。 
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音場の反響量の調節、音場パラメーター . 

音場プ□グラム . 

音場を構成する要素 . 

音声信号の流れについて . 

音_端子 . 

音量差の補正、入力設定 . 

S 里5又足\手則設疋 . 

音量の上限、音量設定 . 

音量の初期値、音量設定 . 


か行 

画面表示時間設定（アンプ)、表示の設定 . 

画面表示時間設定 （ iPod )、 表示の設定 . 

基本設定、手動設定 . 

距離の単位設定、スピーカーの距離 . 

後腿響 g . 

コンプレストミュージック • 

エンハンサーモード . 42、 

コンプレストミュージック • エン八ンサーモードの 

効果レベル、音場 パラメーター . 

コンポーネントビデオ信号 . 

コンポジットビデオ信号 . 


付録 


4 2 8 7 6 
3 3 9 6 5 


6 7 6 2 9 
5 5 6 4 5 


6676 9998875801 583 8278829541822222719683 
5 5 5 6 5555559956 896 746661 "694222222765626 


993 30756120766708754299 66188 8 955 
668 87117464255549117666 77669 9 599 
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は行 

バーチャルシネマ DSP . 

バイアンプ . 

バイアンプ設定、 

アドバンストセットアップメニュー . 

バックグラウンドビデオ設定、入力設定 . 

ビデオコンバージョンの學定 、 VIDEO CONV ....... 

表示画面の位置調節、表示の設定 . 

表示の設定、その他の設定 . 

付属叩 . 

プレゼンス音場の空間の大きさ調節、 

日パフ >—夕 _ . 

プレゼンス音場の遅延時間の調節、 

日パフ>—夕一 . 

プレゼンススピーカー . 

プレゼンススピーカーインジケ_夕_ . 

プレゼンス左スピ _ 力 _ の音量、音場パラメ _ 夕一 
プレゼンス右スピ _ 力_の音量、音場パフメ _ 夕一 

フロント スピーカー、スピーカー の設定 . 

フロントパネル . 

フロントパネルディスプレイ . 

フロント用入力端子選択、入力設定 . 

ペアリング開始、入力設定 . 

ペアリング開始 . 

へッドホンインジケ _ 夕 _ . 


ま付 

マルチインフォメーションディスプレイ 
ミュート時の音量、音量設定 . 


ら行 

リップシンク . 

リピート、 iPod 再生 . 

リモコン . 

リモコンコードリスト 

量子化ビット数 . 

レコードプレーヤーの接続 
録録囲 . 


A 


AC アウトレット . 26 

Action Game 、 音場サブプログラム . 41 

ADAPTIVE DRC インジケーター . 27 

ADAPTIVE DRC 、 音量設定 . 69 

ADAPTIVE DSP LEVEL 音量設定 . 69 

Adventure 、 音場サブプログラム . 41 

AM 放送 . 45 

AUDIO SELECT 、 電源オン時の設定 . 77 

AUDIO 端子 . 15 


AUTO SETUP . 61、「スタートアップガイド'」9 


た行 

チャンネル数選択、入力設定 . 

チューナーインジケーター . 

チューナー用リモコン〇設定、 

アドバンストセットアップメニュー . 

直赌 . 

低域効果音の音量、音の設定 . 

ディープカラー . 

低音域成分ク□スオ _ バ _ 、スピ _ 力 _ の設定 

ディスプレイの明るさ、表示の設定 . 

テープデッキの接続 . 

デ□-夕、一 . 

デコーダーインジケーター . 

デコーダーパラメーター . 

デコーダーモード初期値、電源オン時の設定.... 

デコーダーモード選択、入力設定 . 

テスト!ン、基本設定 . 

電源わ . 

電财 ; y . 

電源オン時の設定、その他の設定 . 

ドルビーサラウンド . 

ドルビーデジタル . 

ドルビーデジタル EX . 

ドルビープ□ロジック . 

ドルビープ□ロジック II . 

ドルビープ□ロジック llx . 

ド'ルビー TrueHD . 


な行 

入出力端子の割り当て、入力設定 . 

入力信号インジケーター . 

入力信号チヤンネルインジケーター . 

入カチヤンネル信号/スピーカーインジケーター 

入力設定、手動設定 . 

入カ ソース . 

入カ ソース イン ジケーター . 

入カソース名の変更、入力設定.… 

入カモード初期値、その他の設定 
ノーマルチューニングモード…••… 


86 456666 
99 87777 


6 

5 


618996775557 

512556027772 


2869 


6 0 8 5 6 12 
9500925 


R 

9 


57 481576107 〇 7486675555566 3788347375 
72 89796726267762279999999 7222632774 
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E 

EFFECT LEVEL 音場パラメーター . 

ENHANCER インジケーター . 

ENTERTAINMENT 、 音場プ□グラム……. 

EQUALIZER 、 音の設定 . 

EXTDSUR .' 音の設定 . 

EXTDSUR .、 電源オン時の設定 . 

EXTRA SP ASSIGN 、 スピーカーの設定 
EXTRA SP の用途、スピーカーの設定■…. 

E -1: N 0 FRONT SP . 

E -10 :INTERNAL ERROR . 

E -2: N 0 SUR SP . 

E -3: N 0 PRNS SP . 

E -4: SBR->SBL . 

E -5: N 0 ISY . 

E -6 :CHECK SUR . 

E -7: N 0 MIC . 

E -8: N 0 SIGNAL . 

E -9 :USER CANCEL . 


F 

FLS^ROL し ^ の設定 . 

FL 表爪設定' 表爪の設定 . 

FM 放送 . 

FRONT PRE OUT 端子の接続 _• 
FRONT SP , スピーカーの設定 
FRONT 、 入力設定 . 


G 

GEQ 、 イコライザー 


H 

Hall in Munich 、 音場サブプログラム . 

Hall in Vienna 、 音場サブプログラム . 

HDMI 音声出力設定、 HDMI 出力先設定 . 

HDMI CONTROL その他の設定 . 

HDMI SET 、 その他の設定 . 

HDMI インジケーター . 

HDMI コント □_ ル機能 . 

HDMI コント□—ル機能設定、 HDMI 出力先設定 

HDMI 出力設定、その他の設定 . 

HEADPHONE 、 ダイナミックレンジ . 

HEADPHONE 、 低域効果音の音量 . 


INIT . CONFIG 、 その他の設定 . 

INIT . VOL 、 音量設定 . 

INIT . DLY 、 音場パラメーター . 

INIT 、 アドバンストセットアップメニュー 

INPUT CH 、 入力設定 . 

INPUT MENU 、 手動設定 . 

INPUT RENAME 、 入力設定 . 

iPod connected . 

iPod 充電モード設定、入力設定 . 

iPod の再生 . 

I/O ASSIGNMENT 、 入力設定 . 


巳 

BASIC MENU 、 手動設定. 

BGV 、 入力設定 . 

BI - AMP 、 アドバンストセットアップメニュー 
BT connected . 

c 

Canceled . 

CD プレーヤーの接続 . 

CD レコーダーの接続 . 

Cellar Club 、 音場サブプログラム . 

CENTER PRE OUT 端子の接続 . 

CENTER SP 、 スピーカーの設定 . 

CENTER WIDTH 、 デコーダーパラメーター. 

Chamber 、 音場サブプログラム . 

CINEMA DSP インジケーター . 

Completed . 

COMPONENT VIDEO 端子 . 

Connect error . 

Connect MIC !. 

CROSSOVER 、 スピーカーの設定 . 

CT LEVEL 、 音場パラメーター . 

C . IMAGE 、 デコーダーパラメーター . 


D 

DECODER MODE 、 電源オン時の設定 ..... 

DECODER MODE 、 入力設定 . 

DIGITAL COAXIAL 端子 . 

DIGITAL OPTICAL 端子 . 

DIMENSION 、 デコーダーパラメーター.… 

DIMMER 、 表示の設定 . 

DIRECT 、 音場パラメーター . 

Disconnected . 

DISPLAY SET 、 その他の設定 . 

DOCK インジケーター . 

Drama 、 音場サブプログラム . 

DSD . 

DSP インジケーター . 

DTS . 

DTS Express . 

DTS Neo 6 . 

DTS 96/24 . 

DTS-ES . 

DTS - HD 八イレゾリユーシヨンオーディオ 

DTS - HD マスターオーディオ . 

DYNAMIC RANGE 、 音の設定 . 

D 5 VIDEO 端子 . 

D 端？ . 


付録 


524777669999999999 


665265 

774267 


〇 

7 


008887388 

447772577 


7171 


79655331493 

76587679747 


1541 1110260081512790 74550681671686776777156 
6789 9224266429199656 77116759724929999999719 


103 Ja 





























































































索引 


N 

Neo:6 Cinema、 デコーダー. 
Neo:6 Music、 デコーダー…. 

No BT Adapter. 

Not found. 

0 

OPTION MENU 、 手動設定... 
OSD SHIFT 、 表示の設定…… 

OSD - AMP 、 表示の設定 . 

OSD - SOURCE 、 表示の設定. 


P 

PANORAMA 、 デコーダーパラメーター 

PCM (U ニア PCM). 

PL LEVEL 音場パラメーター . 

PLII Game、 デコーダー . 

PLII Movie、 デコーダー . 

PLII Music、 デコーダー . 

PLIIx Game, デコーダー . 

PLIIx Movie、 デコーダー . 

PLIIx Music, デコーダー . 

PR LEVEL、 音場パラメーター . 

PRO LOGIC' デコーダー . 

P.INIT.DLY, 音場パラメーター . 

P.ROOM SIZE, 音場 パラメーター…..… 


M 

MANUAL SETUP . 

MAX VOL .、 音量設定 . 

MD レコーダーの接続 . 

Memory Guard !. 

MEMORY GUARD 、 その他の設定 
Mono Movie 、 音場サブプログラム 

MOVIE 、 音場プ□グラム . 

MULTI CH INPUT 端子 . 

MUSIC ENHANCER 、 コンプレストミュージック • 

エンハン サーモード . 

Music Video 、 音場サブプログラム 

MUTE TYPE 、 音量設定 . 

MUTE インジケーター . 


S 

S VIDEO 端子 . 15 

Q レ、〒'ナ停吕 Q 7 

S 巳 INLDLY 、 音場パラメーター . 56 

S 巳 LEVEL 音場パラメーター . 59 

SB LIVENESS , 音場パラメーター . 57 

S 巳 ROOM SIZE 、 音場パラメーター . 56 

SCENE IR 、 アドバンストセットアップメニュー . 84 

SCENE 機能 . 「スタートアップガイド」7 

SCENE 選択時の IR 出力設定、 

アドバンストセットアップメニュー . 84 

SCENE テンプレート•…31、「スタートアップガイド」7 

Sci - Fi 、 音場サブプログラム . 41 

Searching . 91 

Shuffle、iPod 再生 . 50 

SIGNAL INFO .63 

SILENT CINEMA インジケーター .28 

SL LEVEL 音場パラメーター .59 

SLEEP インジケーター . 28 

SOUND MENU 、 手動設定 . 62 

SP A / B インジケーター . 27 

SP DISTANCE 、 基本設定 . 68 

SP LEVEL 基本設定 . 67 

SPEAKER SET 、 基本設定 . 65 

SPEAKER 、 ダイナミックレンジ . 71 

SPEAKER 、 低域効果音の音量 . 71 

Spectacle 、 音場サブプログラム . 41 

Sports 、 音場サブプログラム . 41 

SR LEVEL 音場パラメーター . 59 

Standard 、 音場サブプログラム . 41 

STAND 巳 Y CHARGE 、 入力設定 . 74 

STANDBY THROUGH、HDMI 出力先設定 . 78 

START PAIRING 、 入力設定 . 74 

STEREO 、 音場プ□グラム . 42 

Straight Enhancer 、 コンプレストミュージック. 

エンハンサーモード . 42 

SUBWOOFER PHASE , スピーカーの設定 . 67 

SUBWOOFER PRE OUT 端子の接続 . 22 

SUPPORT AUDIO、HDMI 出力先設定 . 78 

SURROUND PRE OUT 端子の接続 . 22 

Sur . Decoder , サラウンドデコーダー . 42 

SUR . DECODE 、 サラウンドデコードモード . 42 

SUR . L/R SP 、 スピーカーの設定 . 66 

SUR . BL / RSP 、 スピーカーの設定 . 66 

SUR.BACK PRE OUT 端子の接続 . 22 

S . INIT . DLY 、 音場パラメーター . 56 

S . LIVENESS 、 音場パラメーター . 57 

S.ROOM SIZE , 音場パラメーター . 56 


R 

REMOTE AMP 、 

アドバンストセットアップメニュー■■… 
REMOTE TU 、 

アドバンストセットアップメニュー■■… 

Repeat、iPod 再生 . 

REV . DELAY , 音場パラメーター . 

REV . LEVEU 音場 パラメーター . 

REV . TIME 、 音場パラメーター . 

Roleplaying Game 、 音場サブプログラム 
ROOM SIZE 、 音場 パラメーター . 


LFE LEVEL 音の設定 . 71 

LFE/BASS OUT 、 スピーカーの設定 . 65 

LFE /低音域成分の出力、スピーカーの設定 . 65 

LFE (低域効果音） . 97 

LIPSYNC 、 音の設定 . 72 

LIVENESS、 音場パラメーター . 57 

LIVE / CLUB 、 音場プ□グラム . 40 

Loading . 91 


□ 〇 
6 6 


9 

5 


9 9 


3 6 6 6 
6 7 7 7 


0790000009066 

6956666665655 


_— 9 _— 2 7 _— _— 3 2 _— 97 
66297442 4462 


3 4088716 
8 8555545 
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数字 

2チャンネルソースのデコード設定、 

日パフ>—夕 _ . 

2 ch STEREO 、 音場サブプログラム.… 

6.1 /7.1チャンネルデコーダー設定、 

電源オン時の設定 . 

6.1 /7.1チャンネルデコーダー選択、音の設定 
7 ch Enhancer 、 コンプレストミュージック • 

エンハンサーモード . 

7 ch STEREO 、 音場サブプログラム . 

96/24インジケーター . 


Y 

YPAO . 「スタートアップガイド」9 

YPAO インジケーター . 27 


TEST TONE 、 基本設定 . 

TEST 、 イコライザー . 

The Bottom Line 、 音場サブプログラム.. 
The Roxy Theatre 、 音場サブプログラム 
TRANSMIT インジケーター . 


u 

Unable to play . 

UNIT 、 スピーカー の距離 

Unknown iPod . 

Unplug HP !. 


V 

VIDEO CONV .、 映像の設定. 
VIDEO SET 、 その他の設定.. 

VIDEO 端子 . 

V 旧 TUAL インジケーター…… 
VOLUME MENU 、 手動設定 
VOLUME TRIM 、 入力設定… 
VOLUME インジケーター…… 


W 

W -1:0 UT 0 F PHASE .... 
W -2: 〇 VER 24 m (80 ft ) 
W -3 :LEVEL ERROR ……. 
W -4 :CHECK PRNS …■…. 


X 


「® SPEAKERS 」 や「④ DVD 」 （例）は、フロントパ 
ネルまたはリモコンキーなどの名称を表しています。 
それぞれのキーの場所については、別紙「操作パネル 
図」、または106〜107ページをご覧ください。 


82 72 227 
54 77 442 


付録 


8 0 0 0 8 
6 7 4 4 2 


18 12 
m 「つ m m 


6658247 
7 7 . — m 3 7 m 


3 3 3 3 


7 
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■ フロントパネル 
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■ リモコン 
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■ 入力信号と再生スピーカー対応表 

入力信号の種類によって、下図で示されたスピーカーから音声が出力されます。下図の m 〜 e の番号は、次 
ページ表中の番号と対応しています。 


こ'注意 


AUTO SETUP (「スタートアップガイド」9ページ)' または 「SPEAKER SET 」（65 ページ）の設定により、音声が 
出力されるスピーカーは変化し ます。 また、再生するソースによってはスピーカーから音が出ない場合や、小さい音しか 
出ない場合 も! あ ります。 映画の効果音などに合わせて部分的にしか使われないチャ ン ネルちあ ります。 

ご、ゼこ 

表中の 「EXTRA SP ASSIGN 」 は、セットメニュー 「SPEAKER SET 」 のメニューを表しています （65 ページ)。 


表中のイラストは以下の内容を示しています。 


し： 

フロント左スピーカー 

S 巳し： 

サラウンドバック左 スピーカー 

C : 

センタースピーカー 

SBR : 

サラウンドバック右 スピーカー 

R : 

フロント右スピーカー 



PL : 

プレゼンス左スピーカー 


音が出る スピーカー 

PR : 

プレゼンス右スピーカー 



S し： 

サラウンド左スピーカー 

□: 

音が出ない スピーカー 

SR : 

サラウンド右 スピーカー 




スピーカー 設置図 


スピーカー 設置図 


7 チャンネル構成 5 チャンネル構成 


7 チャンネル構成 5 チャンネル構成 


m 

0 H 

E 01 0 

^ g ^ 

® gg 囫 


□ 0 0 

^ i ^ 

み 

@ 囫 



0 @ 

h 画 a 

多 ぞ 


E S a 
^ i " 

w 画 


团 

□ 1 a 
(S 


E S a 
"i " 

分 ぞ 


m 

0 @ 

E I s 
^ g ^ 
® || s 


□ S 0 

^ i ^ 

0 @ 



囹 


0 囫 

0 0 0 








回 


0 


囹 

H 

0 

0 





§ bU ^ brI 



0 

回 

0 




S 


S 




0 @ 

B S 0 

^ 分 

因 gg 囫 


E I 0 

" a ^ 

多^ r 

@ ㈣ 


E 


0 @ 

B S 0 

® SS 囫 


0 I 0 


多 


S g 


:、ゼこ 

表中の「7.1チヤンネル構成」は、スピーカーを9本接続している場合を表しています。 
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「EXTRA SP 
ASSIGN 」 

の設定 
(65 ページ） 


入力信号 


音場プ□グラム 

2 チャンネル音声 
(モノラル） 

p 年七、ノウ n 立士 5- 1 チヤンネル 音声 

2 (□□Ex/nnpLiix/Es 

^ :rL/ ^ ) インジケ-夕-消灯時） 

6.1 / 7.1 チャンネル音声 
(ロロ EX / □口 PLIIx/ES 
インジケーター消灯時 


CLASSICAL 

Hall in Munich 

PRESENCE 

m 

m 

a 

E 

Hall in Vienna 
Chamber 
LIVE/CLUB 

Cellar Club 

The Roxy Theatre 
The Bottom Line 

PRESENCE 

以外 

m* 

m* 

m 

E 

ENTERTAINMENT 

Sports 

PRESENCE 

囝 

s 

a 

E 

Action Game 
Roleplaying Game 
Music Video 

MOVIE 

Standard 

Spectacle 

Sci-Fi 

Adventure 

Drama 

PRESENCE 

以外 

m 

m 

m 

E 

MOVIE 

Mono Movie 

PRESENCE 

囝 


a 

E 


0 0 0 E 


STEREO 

2 ch Stereo 

すべて 

囹 

固 



STEREO 

7 ch Stereo 

MUSIC ENHANCER 
7 ch Enhancer 

すべて 

a 

m 

a 

E 

SUR . DECODE 

Sur . Decoder 
(Pro Logic ) 

(PLII Movie ) 

(PLII Game ) 

すべて 

E 

m 

m 

E 

SUR . DECODE 

Sur . Decoder 
(PLII Music ) 

すべて 

0 

m 

m 

E 

SUR . DECODE 

Sur . Decoder 
(PLIIx Movie ) 

(PLIIx Game ) 

( Neo :6 Cinema ) 

すべて 

E 

m 

m 

E 

SUR . DECODE 

Sur . Decoder 
(PLIIx Music ) 

( Neo :6 Music ) 

すべて 

0 

m 

m 

m 

Straight 

Pure Direct 

MUSIC ENHANCER 
Straight Enhancer 

すべて 

囹 

a 

m 

m 



I 


プレゼンス スピーカーからは 出力されません。 
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リモコンコードー覧 


テレビ 

Byd:sign 

Epson 



Funai 


Hitacm 


LG 


Mitsubishi 


NEC 


Orion 


Panasonic 


Philips 


Pioneer 



Samsung 

20017, 20030, 

Kenwood 

40490, 40534, 



20036, 20037 ， 


40682, 40737 

21309,213 11, 


20047, 20054 ， 

LG 

40591,407 41, 

21485, 21486 


20060, 20154 ， 


40801,408 69, 

20833, 20840, 


20178, 20264 ， 


41526,41600 

21122,21290 


20587, 20702 ， 

Marantz 

40503,40539, 

2017 9, 20186 ， 


20766, 20812 ， 


40675,41627 

20683, 20809 ， 


20814,21060 ， 

Mitsubishi 

40521 ， 41403, 

20853,211 81, 


21312,21395 ， 


41521,41629 

21607 


21458 

NEC 

4078 5, 40869, 

20000, 20171, 

Sanyo 

20000, 2003 6, 


41404 

20179, 20180 ， 


20037, 20047 ， 

Onkyo 

40503, 40627, 

20264, 2034 2, 


20054, 20088 ， 


4079 2, 41417, 

21271 


20154, 20171 ， 


41418,416 12, 

20000, 20017 ， 


20376, 20424 ， 


41627,41769 

20036, 2004 7, 


20463, 20799 ， 

Orion 

41695 

20051 ， 20054 ， 


20893,21142 ， 

Panasonic 

40490, 40503, 

20145, 2017 8, 


21179,21755 


40571,406 32, 

20179,211 45, 

Sharp 

20036, 20054 ， 


4070 3, 41010, 

21150,212 45, 


20093, 20179 ， 


41011,412 82, 

21345, 21378, 


20180, 20256 ， 


41362,414 62, 

21445 


20787, 20818 ， 


41490, 41632, 

20030, 20054 ， 


20851 ， 21165 ， 


41641,41762 

20060, 20178 ， 


21453, 21459 ， 

Philips 

40503, 40539, 

20442, 20700, 


21602 


4064 6, 40671 ， 

20856,211 54, 

Sony 

20000, 20017 ， 


4067 5, 4085 4, 

21178,212 65, 


20036, 20053 ， 


41260, 41267, 

21325,213 78, 


20150, 20154 ， 


41340,41354, 

21423, 21663, 


20810, 20834, 


41846, 42056, 

21758 


20867,21100 ， 


42084 

20030, 20036 ， 


21167,21300 ， 

Pioneer 

40142, 40525, 

20093, 20150 ， 


21317,21651 ， 


40571,406 31, 

20154, 20160, 


21685 


40632,40638, 

20178, 20250, 

Toshiba 

20036, 20060, 


41460, 41475, 

20836, 20868 ， 


20145, 20150 ， 


41476,41512, 

21150,211 71, 


20154, 20156 ， 


41571 

21182,212 50, 


20166, 20264 ， 

Samsung 

40199,40490, 

21392, 21522, 


20509, 20650, 


40573, 4074 4, 

21550 


20832,20845 ， 


40820, 4089 9, 

20030, 20036 ， 


21145,211 56, 


4104 4, 4107 5, 

20047, 2015 6, 


21164,211 69, 


41470, 41599, 

20170, 20178 ， 


21173,212 56, 


42069 

20474, 2070 4, 


21265, 21306 ， 

Sanyo 

40670, 40675, 

20882, 21398, 


21325, 21343 ， 


40695,40873, 

21456, 2170 4, 


21356,213 69, 


41334,41583 

21797 


21429, 21456 ， 

Sharp 

40630, 40675, 

20017, 20178 ， 


21524,21635 ， 


4075 2, 41256, 

20179, 20180 ， 


21656, 21704 ， 


41556, 41642, 

20236, 20463 ， 


21935 


42550 

21463 

Victor 

20030, 2003 6, 

Sony 

40533, 40772, 

20000, 20030 ， 


2005 3, 20054 ， 


4086 4, 41033, 

20051 ， 20054 ， 


20160, 20650 ， 


4106 9, 41070, 

20156, 20161 ， 


20653, 20731 ， 


41431 ， 41433, 

20236, 20250 ， 


21172,212 53, 


41516,415 33, 

20650, 20863, 


21302, 21352, 


41536,415 48, 

21168,211 75, 


21428, 21774 


41633 

21177,212 91, 

Yamaha 

20030, 20769 ， 

Toshiba 

4050 3, 40539, 

21310,21335 ， 


20833, 20839 ， 


4057 3, 4069 5, 

21410, 21480 ， 


21405, 21406 ， 


41045,411 54, 

21510 


21407, 21526 ， 


41503,415 10, 

20030, 20037 ， 


21522 


41515,415 88, 

20054, 20171 ， 




41595,416 08, 

20186, 20690 ， 

DVD プレ- 

ーヤー 


41639,41769 

21154,212 54, 

Denon 

40490, 4063 4, 

Victor 

4055 8, 4062 3, 

21454, 21455 ， 


41282, 41634, 


40867,411 64, 

21483, 21744 


42134 


41241,412 75, 

2016 6, 2067 9, 

Funai 

40675, 41268, 


41550,415 90, 

20866, 21260, 


41334 


41591,415 92, 

21398, 21457 

Hitachi 

40573, 40664 ， 


41594,41597, 



41247, 41664 ， 


41602 


41764, 41765, 
41766 


Yamaha 

40490, 40497 ， 

40539, 40545 ， 
40817,41282 ， 
42543, 42544 

DVD レコーダー 

Denon 

50490 

Funai 

50675,51334 

Hitachi 

51664,51764 

LG 

50741 

Mitsubishi 

51403,51629 

Panasonic 

50490,51010, 
51011 

Philips 

50646,51340 

Pioneer 

50631,514 60, 
51475,514 76, 
51512 

Samsung 

50490 

Sanyo 

51583 

Sharp 

50630, 50675 ， 
51556,51642 ， 
52550 

Sony 

51033,51069 ， 
51070,51431 ， 
51433,51536 

Toshiba 

51510,51588 ， 
51639 

Victor 

51164,51275, 
51597 

ブルー レイ 
レコーダー 

/HD DVD 

LG 

40741 

Onkyo 

41769 

Panasonic 

41641 

Philips 

42084 

Pioneer 

40142 

Samsung 

40199 

Sony 

41516 

Toshiba 

41515,41769 

ビデオデッキ / HDD 
レコーダー 

Funai 

30000, 3003 7, 

30072, 30278, 
30593,313 33, 
31593 

Hitachi 

30000, 3003 5, 

30037, 30041 ， 

30042, 3004 5, 

30065, 30082 ， 

30089, 3010 5, 
30140, 3016 6, 
30544,310 37, 
31286,313 26, 
31718 

LG 

30037, 30038 ， 
30240, 31037 ， 
31137 

Mitsubishi 

30000, 30041 ， 

30042, 30043 ， 

30047, 30048 ， 
30060, 30061 ， 

30067, 30075 ， 

30173, 3021 4, 

30242, 30443 ， 
30807,31343 ， 
31631,31714 

NEC 

30038, 30040 ， 


30041, 3006 7, 
30082, 3010 4, 
31287,31288 


110j a 



Orion 

30000, 30002 ， 

Victor 

30008, 30041 ， 


30036, 3010 4, 


30061, 3006 7, 


30121 ， 30184 ， 


30206,311 62, 


30208, 30209 ， 


31279, 31283, 


30240, 30278 ， 


31299,313 29, 


30295, 30479 ， 


31706 


31479 

Yamaha 

3003 8, 30041 


30000, 30020 ， 




30035, 30037 ， 

衛星放送チューナー 


30077, 30081 ， 

Funai 

10338,11377 


3016 2, 3022 5, 

Hitachi 

10214,10749 ， 


30226, 30378 ， 


1081 9,11250, 


30614, 30616 ， 


11518,11523 ， 


31035,31062 ， 


11525 


31162,31244 ， 

Humax 

11781, 11790 


31262,312 92, 

Victor A© JVC 10492,10775 ， 


31293,31308 ， 


11170,1150 7, 


31317, 31732, 


11531, 11532, 


3180 7, 31808 ， 


1177 5 , 11793 ， 


31809 


11797 

Philips 

30000, 3003 4, 

LG 

11226, 11414 


30035, 3004 5, 

Mitsubishi 

10749 


30048, 30062 ， 

NEC 

10496,11270 ， 


30081 ， 30110 ， 


11519 


3016 2, 3020 9, 

Panasonic 

10214,10247 ， 


3061 6, 3061 8, 


10701, 11508 ， 


30739,310 81, 


11526, 11527, 


31181,312 66, 


11528 


31381 

Philips 

10099,1072 2, 

Pioneer 

30042, 30067 ， 


1072 4, 10749 ， 


30081,301 62, 


1077 5, 10819 ， 


31337,31803 


1107 6, 11142 ， 

Samsung 

30000, 3003 8, 


11442, 11749 


30045, 30060, 

Pioneer 

11142,11442 


30077, 30240 ， 

Samsung 

11108,11109 ， 


3043 2, 30739, 


11142, 11276 ， 


31014 


11377, 11442 ， 

Sanyo 

30000, 30046 ， 


11609 


30047, 3010 4, 

Sanyo 

11182, 11219 


30159, 30240 ， 

Sharp 

1049 4, 11489 ， 


3047 9, 31330, 


11513,11517 


31331 

Sony 

1016 3, 1027 5, 

Sharp 

30000, 3003 2, 


1029 4, 1063 9, 


30047, 30048 ， 


11524, 11639 ， 


30062, 30065 ， 


11640 


3080 7, 30848 ， 

Toshiba 

10486,1074 9, 


31285,31742 ， 


10790 ,11285, 


31810,31893 


11501 ， 11516 ， 

Sony 

30000, 3003 2, 


11530,11749 


30033, 30034 ， 




30035, 30046 ， 

ケーブルテレビチューナー 


30047, 30049 ， 

Fujitsu 

11497 


3006 7, 3022 6, 

Hitachi 



30636,310 32, 


10003 ， 10008，1000 


31232,312 95, 


9 ， 10011，10033 


31296,31297 ， 

Mitsubishi 

10003 


31447, 31448, 

NEC 

11496 


31636,317 02, 

Panasonic 

10000, 10008, 


31972 


1010 7, 10144 ， 

Toshiba 

30000, 30041, 


1037 5, 11488 ， 


30042, 30043 ， 


11758,11759, 


30045, 30054 ， 


11760, 11936 ， 


30062, 30066, 


11937,11938 


3020 9, 30210, 

Philips 

10259,10317 ， 


30212, 30240 ， 


11305 


3054 4, 30828 ， 

Pioneer 

1014 4,10533, 


3084 5, 31008 ， 


1087 7, 11021 ， 


31145,31289 ， 


11500, 11782, 


31290,313 23, 


11877 


31325,317 39, 

Samsung 

10003, 10040, 


31972,31988 ， 


10144 


31996 

Sony 

1100 6, 11460 



Toshiba 

10000,11509 


CD プレ - 

ーヤー 

Panasonic 

Pioneer 

70229 

70027, 70099 

Denon 

6000 3, 6003 4, 

Sharp 

70205,703 71, 


60626, 60766 ， 


70412 


60873 

Sony 

70170, 70243 ， 

Funai 

60305 


70291 

Kenwood 

60000, 6002 8, 

Teac 

70308, 70309 ， 


6002 9, 6003 7, 


70365 


60190, 6062 6, 

Yamaha 

70097, 70205 ， 


60681, 60826, 


70524 

LG 

61683 

61208 

LD プレ - 

ーヤー 

Luxman 

6032 8, 60489 

Pioneer 

40023, 40059 ， 

Marantz 

6002 9, 6003 8, 


40241 


60157, 60180 ， 

Sony 

40193, 40201 


60373, 6043 5, 

Yamaha 

40217 

Mitsubishi 

60626 

6008 3, 60098 ， 

チューナー 

Onkyo 

60808 

Yamaha 

82908, 82915 

60101 ， 60868 ， 
61327, 61685 

その他の機器 

Panasonic 

6002 9, 6030 3, 

Yamaha (iPod) 82981, 82982, 


6038 8, 6075 2’ 
61682 


82983 


Philips 

60157, 60274 ， 
60626 

Pioneer 

60032, 6030 5, 

60468, 6106 2, 

61063, 61087 

Samsung 

60524 

Sanyo 

60000, 6008 7, 
60179 

Sharp 

6003 4, 6003 7, 
60180, 60861, 
61684 

Sony 

60000, 60100, 

6018 5, 60490, 
61364,61790 

Teac 

60180, 60362 ， 
60420, 60490 

Toshiba 

61693, 61694 

Victor 

6003 2, 6007 2, 
61294 

Yamaha 

6003 6, 60490, 

60868, 60888, 
61292, 6290 7, 
62909 


CD レコーダー 



Denon 7062 6, 70766 

Marantz 70626 

Pioneer 71062,71087 

Sony 70000,70100, 

71364 

Teac 70420 

Yamaha 70888,71292 


MD レコ 

— ダ — 

Denon 

70873 

Kenwood 

70681,708 26, 
71683 

Onkyo 

7086 8, 71685 

Panasonic 

71682 

Pioneer 

71063 

Sharp 

70861, 71684 

Sony 

70490, 71790 

Yamaha 

70490, 70888 ， 
72909 


カセツトデッキ 


Denon 70076, 70371 ， 

70412 

Kenwood 70070, 7020 5, 

70365 

Onkyo 7013 5, 70282 


111 Ja 











ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ k ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただくためのものです。 
サービスのこ'依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り扱いに関するお問い合わせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にしてください。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

(全国共通） SS 0570-01-1808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (053)460-3459 
〒430-8650静岡県浜松市中区中沢町 10-1 

受付日：月〜土曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：10:00〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ八 A V 製品の修理、 サービスパーツに 関するお問い合わせ 
■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 
(全国共通） SS , 0570 -01 -2808 

ナビ 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付日：月〜土曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜日9:00〜19:00 土曜日9:00〜17:30 

修理お持ち込み窓口 

受付日：月〜金曜日（祝日および弊社の休業日を除く） 

受付時間： 9:00〜17:45 

北海道 〒〇 64-8543 札幌市中央区南1〇条西1丁目1 -50 
ヤマノ V センター内 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒 1 43-0006 東京都大田区平和島2 丁目1 - 1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A -5 F 
FAX (03)5762-2125 

浜松 〒435-0016浜松市東区和田町200 
ヤマ八(株)和田工場内 
FAX (053)462-9244 

名古屋 〒454-0058名古屋市中川区玉川町2丁目 1-2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (052)652-0043 

大阪 亍 564-0052 吹田市広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06)6330-5535 

九州 〒81 2-8508 福岡市博多区博多駅前2丁目11 -4 
FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、鼋話番号、 URL などは変更になる場合があります。 


• 保証期間 

お買い上げ日から1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧 <ださい。 

• 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設■費、 

一般管理費等が含まれています。 

部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合もあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合があります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

#製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせください。 
※品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いが出る場合があります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ \電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコント□ール、スイッチ • リレー類、接続端子、ランプ、ベルト、 

ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


※このページは、安全にご使用いただくために A V製品全般につし)て記■して 
おります。 

7戈年ご使用の製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 

i J •電源コード.プラグが異常に熱ぃ。 

\ ff • コゲくさい臭いがする。 

> ^ • 電源コードに深いキズか変形がある。 

愛情点検 • 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。 

• 電源を入れても正常に作動しない。 

• その他の異常•故障がある。 



すぐに使用を中止してくださし、。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


©2008 YAMAHA CORPORATION All rights reserved. 


ヤマ八株式会社 

Printed in Malaysia o WN 24870 
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